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プロローグ　砂糖づくりの始まり（二年目）


春爛漫はるらんまん。


赤下月あかしもづきに入れば、モルテールン領は緑で溢あふれかえる。


一昔前であれば寂さびしい光景が続いていた広大な乾燥かんそう地帯も、工事の進む灌漑かんがい用水のおかげで豊かになってきた。


そんな富とみの源泉げんせんを眼前に置き、会話する男たちが居た。


「へぇこれが噂の砂糖の素もとっち」


「ええ。スイートソルガムと言います」


「ちょっと齧かじってみてええだか？」


「不純物も多いので、あまり美味おいしくないですよ？」


「……ッペ。確かに、甘いは甘いけんども、渋しぶみもあるし青臭いだな」


「生で齧れば、当然でしょうね」


会話する二人は笑った。


ペイストリーとスラヴォミールの二人だ。


「スラヴォミールには扱いを覚えてもらわないといけませんから、早速指揮しきを頼みます」


「いきなり？　そりゃ難しいだで。何から手を付けていいかも分からんち」


「……まずは、早植はやうえの部分の刈かり取りですね。少しづつ時期をずらして種をまいていますから、各条件ごとの違いや生育せいいく状況じょうきょうを記録してください」


「相変あいかわらずペイストリー様は人使いが荒あらいだで」


「貴方あなたなら出来ると思っているからですよ。期待しているのです」


今、ペイスが指揮しているのは砂糖づくり。


その準備ともいえる原料作物の収穫しゅうかくについて、農政担当のスラヴォミールと共に体制づくりを行っていた。


スラヴォミールは今年で十八歳になる青年。萌木色もえぎいろの髪かみが特徴とくちょうで、少し丸みのある顔立ちがアライグマに似ていると可愛がられる元孤児。


貧まずしい境遇もあって、色々な農作業を実地で経験してきた。


元より素直な性格で、モルテールン家の家人の中ではニコロと共に弄いじられ役になることが多い。


「言われたからには精いっぱいやるだども、人手が足らんち。せめて本村ザースデンから農作業に慣れた連中を連れてきたいだで」


「それは出来ません」


「そりゃ何でかね？」


「当家の秘密を探りに来た連中が、領内にうようよ居るからです。せめて先行者利益を確保出来るぐらいに量産体制を整ととのえてからでなければ……大きな家と今のまま競えば、折角せっかくの新産業が盗とられてしまう」


「そんなに探りにきてるだか？」


「ええ。うちに来ている行商人のほぼ全てがスパイです。挨拶あいさつがどうとか、祝いわいがどうとか、相談がどうとか、何かと建前をこじつけてやって来る他家の人間も、全て探りを入れてきてます。そんな状況ですので、本村から人の移動は出来ません」


「秘密になっとることを言わんように、口止めすりゃええだで」


「口止めをしていても、些細ささいなことから推測されてしまうものです。ほんの僅わずかな手がかりでも、積み重なれば真実に近づく。機密を保持しようと思えば、他領の人間と接する人々が、何も知らない方が良いのです」


サトウモロコシの畑は、ペイスの遊び場から西ノ村コッヒェンに栽培さいばいを拡大した。


モルテールン領で最も恵まれた栽培条件の土地は本村の畑だが、あえてコッヒェンで新産業の体制づくりを行っている。当然、これには訳がある。


コッヒェンは人口およそ五十人程。


その全てがモルテールン家と縁のある人間で、古くからの付き合いがある家ばかり。いわば生え抜きの連中ばかりなのだ。モルテールン領を追い出されると行き場の無い人間も多い。


モルテールン領の地理的に、隣領から街道を通って来たのなら、新村を通って本村ザースデンに至る。


或いは、新村から東ノ村キルヒェンに至る。


コッヒェンに行くには本村から行くしかなく、他所の人間からすれば一番遠いところにある村がコッヒェンなのだ。


現在、ザースデンからコッヒェンに行くには、領主の許可が要いる。そして、他領の人間には決して許可が下りることは無い。そもそも、この村の存在自体を公表していない。


かつての農政改革、機密性の高い軍事訓練、こっそり溜ため込んでいる戦略備蓄せんりゃくびちくなどなど。見られたくないものは大抵たいていコッヒェンに集められてきた。


そして、モルテールン領の新たな産業として育てるべく研究中の製糖産業や酒造しゅぞうについても、コッヒェンできっちり体制と製造ノウハウを固めてから、他の村に移していく手はずになっていた。


「政治はよく分からんだで、そっちはペイストリー様に任せることにするだ。とりあえずは、収穫してしまえばええだな？」


「ええ。頼みます」


スラヴォミールは真面目な性格。


早速言われたことをこなす為、コッヒェンの村人を率ひきいてサトウモロコシの刈り込みに臨のぞむ。


今日は全体の一割弱を狩かり、残りは何日か間を置きつつ刈り込んで、夏ぐらいまでには全部を刈り込む予定になっている。


村人を率い、成長具合の記録や収穫のときに気付いたことなどを取り纏まとめ、上層部に報告するのが彼の仕事。


ペイスはしばらく様子を監督していたが、ある程度の量が納屋の近くに集められたタイミングでそちらの方に場を移す。


去年は搾汁さくじゅう過程までを試験しており、そこから先の手順はペイス直々に監督かんとくしなければ話にならないからだ。


砂糖の作り方というものを欠片かけらでも知っているのは、ペイスしか居ない。


だが、到着するなりペイスは目を丸くする。


「あれ？　なんだか人が多いですね」


納屋なやといえば、村落共同の物置だ。


コッヒェンの納屋は特殊事情からかなり大きい。ペイスの感覚で言うところの、小学校の体育館並み、というぐらい大きいもの。


これでも、中に入れておくものが多すぎるので拡張しようかという話もある。


他家に見せられないものはここに仕舞われていることが多いので、共同体財産の保全という名目で昼夜を問わず警備されている場所でもあった。


そんな中に、珍しくモルテールン家の家人が集まっている。


従士長シイツを筆頭に、コアントロー、ニコロ、トバイアム。ずらっと並んだ男たちに、何事かと訝いぶかしむペイス。


「坊が新しいことをやろうってんでしょ？　絶対に何かあるんで、こうして厳重に脇を固めたんでさあ」


「失礼な。ただ汁を絞しぼるだけですから、何も起きやしませんよ」


「いやいや、そう言いつつもやらかすのが坊ですんで。大将にも一言通してきてますんで、そこんとこよろしく頼んます」


「父様に根回ししてるのなら、出ていけとも言えない訳ですね。シイツは手回しが良すぎます」


「はは、褒ほめてもらえるのは嬉しいですぜ」


「褒めてませんよ」


相変わらずの従士長とペイスのやり取り。


口の悪さには定評のあるシイツと返しの上手さに定評のあるペイスの会話には、時折毒が混じる。それもまた、モルテールン家ではよく見られる光景である。


「搾汁機ってのが、これでしょう？」


「ええ。フバーレク辺境伯へんきょうはくから頂いたものです。使い勝手は去年試していますから、早速始めましょう」






一同の前にあるのは、木製の搾汁機。それも二台。


大きな樽たるらしきものにぴったりはまる落とし蓋ふたのような物が有り、この蓋でもって押し付けるようにして中の物から汁を絞る。押し付け方はねじ式とも言われるもので、螺旋らせんの力を利用する強力なもの。






部下たちの手を借り、ペイスはどさどさと樽の中身をサトウモロコシの茎で満たしていく。


「若様、この穂ほの部分はどうすれば？」


「ヤギと鶏にわとりのエサになりますので、集めておいてください。こぼれた実も、土ごと箒ほうきで集めて休耕地きゅうこうちに撒まけば、実だけを鶏がつつきます」


「そりゃいい。鶏をどんどん増やすって話ですよね。今、七十羽ぐらいでしたっけ？」


「詳しい数はスラヴォミールに聞かないと分かりませんが、それぐらいは居るでしょう。冬の間に孵かえったヒナも三十羽ほどいると聞いていますから、百の大台を越えるのもそう遠くない」


サトウモロコシの穂の部分は、早めに刈っただけにまだ青い。


それを鶏のエサにするというペイスの言葉に、財政担当のニコロは顔を綻ほころばせた。


割れやすい卵は交易品には向かない為、領内で消費する割合が極きわめて高く、必然、従士の口に入る機会も多い。


ニコロの好物は卵焼き。それも、少し甘みを付けたモルテールン風卵焼きを就職後に食べさせてもらって以来、不動の一位に君臨くんりんするほどである。


鶏が増えると聞いて、喜ばしい気持ちを隠そうともしない。


「昔は二〜三羽飼うのも大変だったんだがなあ。餌えさも碌ろくに無いってんで、他所の村まで買いに行ったことがある。小麦のフスマなんぞまで買わにゃならんかったときの苦労を思い出しまさぁ」


「出たよ、シイツさんの昔語り。年寄りが昔の苦労話を語ると長いんだから」


「よしニコロ、表へ出ろ!!　直々に教育的指導をくれてやる。気絶しても恨うらむなよ」


「ぎゃぁ!!　横暴だ!!　若様助けてください!!」


ニコロの失言に、シイツが噛かみついた。


この上下関係の緩ゆるさもまた、モルテールン家の家風。


「馬鹿ばかなことやってないで、さっさと搾汁機を回してください」


「ほいほ〜い」


「っち、ニコロ、後で覚えてろ」


実に大人げない連中の騒動を、最も年下の人間が諫いさめるという光景。非常識に慣れている人間でなければ、違和感を覚える場面である。


「それじゃあ、シイツとコアンはこっち、ニコロとトバイアムはこっちで。絞った量が少なかった方は腕立て伏せ三十回の罰ゲーム」


「うぎゃぁ、もっと横暴な人が居た!!」


「煩うるせえってニコロ。口よりも手を動かせって話だ」


立ってる人間なら親でもこき使うようなペイスだけに、部下使いも上手い。


上手く競きそわせることで、効率アップを図っていた。


シイツなどは思惑に気付いているが、ニコロなどは経験も浅い為に簡単に乗せられてしまう。これでもかとばかりに力を込めて、サトウモロコシを絞る。


「良い感じですね」


しばらくすれば、サトウモロコシのジュースが出来上がる。


生絞りの出来立て。一番搾しぼりのとれ立て。細かい繊維やゴミも混じっている為、このままでは砂糖にはならないが、ここからが今年の山場の一つ。


「若様、それは？」


「布を数枚重ねた手製の濾こし器です。これを使って、まずはゴミや搾りかすを除去しようと思いまして」


「おぉ!!」


樽から樽にジュースを移す際に、五枚ほどの布を通して濾す。


布の目以下の浮遊物はこれでは取り除けないが、明らかにそれと分かるゴミなどはこれで完璧に取り除けるのだ。


ジョボジョボと、攪拌かくはんされて泡が出来る中、大樽の四分の三ほどにジュースが溜まった。


「これでよし。さて次は……」


溜まったジュースは、幾つかの小樽に移し替える。


さしあたって三つほどに分けてください、とペイスが指示を出した。


「ん？　なんでそんな面倒くさいことするんだ？　一つにまとめといた方が便利だろう？」


「トバイアム、これは実験の為ですよ。最初から手順を全て教えてもらえるのなら一つにまとめておいた方が良いでしょうが、新産業ですから教えてくれる人は居ない。ベストを探すには、試行錯誤を繰り返さなければならないので時間が掛かるにせよ、まずは最低限を満たす作業手順を作らねばならない。改善するにも基になるひな形が要る。今年はまず不純物の除去が上手くいく手順の確立を図ることにしているのです」


「……よく分かんねえな。三つに分けて何が分かるんだ？」

            





    
  
  




「それぞれ条件を変えてみるんですよ。ジュースを絞るところまでは全く同じ手順で作ったでしょ？」


「おう。見てたから、それは分かる」


「同じ前提のものを三つに分け、一つはこのまま放置。置いておくだけで沈殿ちんでんするか見ます。こっちの一つは石灰を入れます。これが本命なのですが、それでも効果があると確認したい。もう一つは、炭を入れます。これは不純物の吸着を期待しています。一定時間ごとの経過と、状況を観察して、それぞれの違いを見分ける訳です。ジュースまでは同じだったのですから、違いが出たら入れた物の影響ってことでしょ？」


「なるほど。凄えこと考えるんだな」


トバイアムがしきりに頷うなずくのを見て、シイツは悪態あくたいをついた。


「将来的には村人にやらせるんだから、確実で分かりやすい手順を作っておくのは当たり前だろうよ。ちったあ頭使えってんだ」


「ん？　頭突きは得意だぞ」


「……もういい。お前に考えることを期待した俺が馬鹿だった」


綺麗きれいに三等分されたサトウモロコシジュース。


行商人だった頃のデココから買った石灰を入れたものと、炭を放り込んだものを、何もしていないものと一緒に並べておく。


「さて、後はしばらく観察ですね」


「上手くいきゃ良いですが」


「上手くいくとしても、先は長いですよ。石灰が本命ではありますが、今回の実験が上手くいったなら、次は最適な石灰の量を確立する実験も要る。炭も同じこと。調整には時間が掛かる。ああ、何も入れずに放置して、沈殿させるだけで上手くいったとしても問題がありますね」


「ん？　何もせずに上澄みが掬えるんなら成功でしょうよ。何か問題でもあるんですかい？」


シイツは疑問を投げかける。


石灰や炭を入れて上手くいけば、次の実験が伸のし掛かるのは分かる。だが、置いておくだけで上手くいくなら、特に問題がなさそうに思えたからだ。


「……置いておく時間を決めなければいけないでしょう？」


「そりゃまあ。放置する時間を決めるってのは大事ですんで」


「あまり長い時間を置くと……」


「置くと？」


「発酵はっこうしてお酒になってしまうかもしれません」


「「酒だって?!」」


周りのむさ苦しい男たちが一斉いっせいに動きを止めた。


「シイツ従士長。後は観察するだけですので、お忙しい従士長は屋敷にお戻りください」


「げへへ、そうそう。俺らがきっちり見ておきますんで」


「あ？　ふざけんな。ここはお前らみたいなペーペーに任せる場面じゃねえ。お前らこそもう良いから先に戻ってろ」


露骨ろこつな態度だった。


シイツやコアントローといった古株を追い出そうとする新人組。そして、ニコロやトバイアムといった新人達を追い出そうとする古参組。


二対二の争い。一触即発いっしょくそくはつの体勢。


火花を互いに散らす理由は、この世界で数少ない娯楽ごらくの一つ。酒。


「……やけに人手が多いと思ったら。それが目当てだった訳ですか」


ペイスは一人、溜息ためいきをつくのだった。

            





正しい情報


「ふむ、それで？　順調なのか？」


「搾汁については問題ないです。搾汁機の数を今後増やすにあたっては、当家の内製を目指すつもりですが、物がブドウ用ですので、他所から仕入れるとしても苦労はありません。むしろ、前にも話した通り、堂々と他所から搾汁機を仕入れるべきです」


「ワイン用の搾汁機を集めて、酒を造ると言えばブドウを絞っていると勘違かんちがいする、か。偽情報を掴つかませるには良い手だな」


「はい。更に紛らわしいことをしようと思えば、今作っている貯水池付近の森で、ベリーの類を育てるのも良いと思います。今までは各家庭の冬支度程度でしたが、これから人が増えれば井戸の周りだけでは限界になりますし」


「良い手だ。酒といえばワイン、ワインといえば葡萄ぶどう、という先入観を利用する訳か。葡萄を使わない新しい酒と言ってベリーを育てれば、私とてベリーを酒にしていると思うことだろう。いっそ、本当にベリーでも酒を造ってみるか？」


「出来なくはないでしょうが、それで冬支度が出来なくなると本末転倒です。それに、サトウモロコシ酒とは作り方が違うでしょうから、酒造体制の整備の苦労が倍になります」


「……今後の検討だな」


モルテールン家のトップ会議。


ペイスとカセロールが、今後の新産業についての展望を打ち合わせていた。


かつて部下が三人だけの小所帯だった頃から、今では十人以上の部下を抱えるまでになったことで、カセロールが自分で何もかもをする必要はなくなってきている。その分、大きな方針を決めて部下を動かすことが求められるようになってきた。


今回の会議では、砂糖づくりと酒造りの情報秘匿。並びに、産業振興についてが議題。


何故これを話し合うかといえば、お隣の事情がある。


現在工事が進む新国道について、モルテールン側から進めていた工事に進展があった。


モルテールン領の新村ル・ミロッテから、リプタウアー騎士領の領都クァテランまでが開通したのだ。現在はクァテランからさらに東方へ延伸工事中である。


これに合わせて、他領からの人の出入りが増えた。丁度良い口実とばかりに色々なところから人が来て、ほとんど例外なくモルテールン領の躍進の秘密を探って帰る。新産業の内情を暴かれてしまえば、未だ体制が整っていないモルテールン家より、大資本と豊富な人的資源に物を言わせる大貴族の方が強い。新産業をそっくり奪われかねない。


新産業を迅速じんそくかつ確実に育てつつ、それでいて情報は隠匿いんとくする。難しいかじ取りが要求される案件。


いっそ、鎖国さこく状態にしてしまえば話は早い。


しかし、人の出入りを極端に制限するのも問題が多い。


こういったことはゴキブリ退治のようなもので、一つ一つ潰つぶしてもらちが明かないし、見えないところに隠れられるのも厄介やっかい。


ならば、本当に美味しいところは蓋をしたうえで隠しておいて、如何いかにも美味しそうな餌で釣ってホイホイと絡めとるのが良い。という意見の一致を見ている。


「肝心かんじんの、砂糖そのものはどうだ。物になりそうか？」


「僕の夢の為にも絶対ものにして見せますし、今のところ開発予定を順調に消化中です。現在は不純物の除去を実験中。不純物の除去についてある程度の目途が付いたところで、水分除去の行程に進むつもりです」　


「水分除去か。単に煮詰につめるだけでも良さそうなものだが」


「サトウモロコシの汁は、糖分の結晶化が起きにくいようなのです。それに、煮詰めるだけなら必要な燃料だって馬鹿になりません。塩のように天日干しでの水分除去が出来るか……最悪煮詰めるにしてもどの程度までか。試さなければいけないことはあります」


「その辺はお前に任せる。結果を出すのなら問題ない。好きにしろ」


「分かりました」


親子の間には信頼関係もあり、砂糖づくりに関してはカセロールには全く知識が無いことから、全面的にペイスが担当していた。


次期領主については何かと問題は多いのだが、余人よじんをもって代えがたいのも事実。それでも尚なおフリーハンドを与えるというのだから、それだけ息子を信頼しているということなのだろう。


「しかし、もしも燃料を仕入れるとなると、そこから足が付く可能性もあるな」


「……確かに。普段よりも大量に薪まきを仕入れていれば、それである程度の推察が生まれかねません」


カセロールは、ふむと考え込む。


他家のものの中には、驚くほど察しの良い人間や、極めて正確な洞察力どうさつりょくを持つ人間が居る。


特に、フバーレク家とレーテシュ家は警戒しなければいけない。


フバーレク家はリコリスを抱えているから。レーテシュ家は、距離的に近いから。共に情報流出のリスクが他家よりも高い。


第一、家に抱えている人材の質と量が違う。


「今後の情報操作や体制整備についてはシイツにも相談しておきたいが……そういえば、シイツはどうした？」


「酒造りの方を指揮すると、張り切ってコッヒェンで働いてます」


「あいつめ。酒が出来たら真っ先に飲むつもりだな」


「味見だとか、確認だとか、色々と言い訳して酔よっぱらう姿が目に浮かびます」


「職権乱用だとは思うが、それにしてはペイスが大人しいのが不気味だ」


「は？」


「今までなら、自分がやってきたことに手を突っ込まれると怒っていただろう。いつもと違って、やけに静かじゃないか」


「砂糖づくりに手を出すなら容赦ようしゃしませんが、お酒に関しては完全にイレギュラーですから。僕の中では砂糖づくりのおまけという感覚で、好きにすればいい、という感じです」


かつて、ペイスのお菓子作りや材料調達を邪魔したものは居た。


その全てが例外なく酷い目に遭っている。具体的には、ペイスによる排除。父親が被害に遭うこともあった。


それを思えば、シイツが酒造りの主導権を握ってしまう今の状況は、ペイスが怒っても仕方がない、とカセロールは思っていた。


しかし、ペイスからしてみれば、砂糖づくりに首を突っ込んで来るならともかく、余禄よろくの方ならば怒る必要も無いし、目くじらを立てるようなことでも無いと思っている。


「どちらにしても、シイツに相談が要るでしょう。呼んで来ましょうか？」


「いや、私が呼んでこよう。お前が行くとまた何か起こりそうだからな」


「……父様も、お酒の具合が気になっているだけでは？」


ペイスの指摘には、無言で素知そしらぬ風を装うカセロール。


息子の話では、酒が出来るにしても時間が掛かるとのことだったが、それをさておいても酒への期待感が先立つ。






領主直々の出迎えに、シイツが渋々従ったのはすぐだった。流石に主人に出迎えられても趣味を優先させるような神経は持ち合わせていない。


ただし、自分だけ呼びつけられたことに不満たらたらだったが。


「ちっ、こんなことならあいつらを無理やりにでも道連れにすりゃ良かった」


「どのみちお酒の量産体制が整えば、好きなだけ飲めます。それよりもシイツ、知恵を貸してください」


「あん？　また何か厄介ごとですかい？」


「厄介ごとというより、相談ごとです」


シイツは立場上立ったまま話をしていたが、カセロールとペイスが共に座ったことで着席を促される。


どかりと座り、股を開け気味にしているところに、元傭兵の悪い癖が出ていた。


「父様とも話をしていて、ある程度の方針は決まったのですが、情報の保護という意味で問題があるのではないかと思っています。例えば、砂糖づくりやお酒造りで大量に薪を集めると、どういう問題が起きると思いますか？」


「……まず、酒造りの方でワインじゃねえってことがバレまさぁ。坊に前聞いた作り方でいうと、薪を大量に使うワイン造りなんてねえですから。ワインじゃねえってことが分かれば、多少の目くらましじゃ誤魔化ごまかされてくれんでしょうよ。うちがのど飴あめやらを作ったことも併あわせて考えれば、砂糖を原料に酒造りをしてる、と考えても不思議じゃねえ。レーテシュ伯なんぞは確実に気付くでしょうよ」


「気付いたところで起きる問題は？」


「疑惑で済んでるうちはちょいちょい突つつくぐれえでしょうが、確信を持たれれば本腰入れた調査が入るでしょうぜ。もしかすれば、レーテシュの女狐めぎつねが直々に出向いて来るって話も有り得る。俺は嫌ですぜ、あの手合いの相手をするのは」


シイツは役目柄、領主に対しての助言も行う。


数々の戦場を掻かい潜くぐり、海千山千うみせんやませんの強者つわものとやりあってきただけに、物の見方がひねくれている割に的確。重宝ちょうほうがられる所以ゆえんだ。


「有形無形ゆうけいむけいの圧力を掛けて来るでしょうね……三つ子を抱えた身重で直々に動くとも思えませんが、来られると、色々と隠していることがバレますね」


「うちがここ最近麦の生産量を誤魔化して、備蓄として溜め込んでいることのような案件か？」


「そうそう。向上した生産を、灌漑かんがい整備前の数字で通しているアレです。灌漑設備そのものを見られるのも不味まずいですね。僕の魔法の秘密に勘づくかも」


「……やはり、絶対に隠し通さねばな。少なくとも、ある程度他所と競えるだけの形を整えるまでは」


結局、議論は堂々巡りの結論になる。


バレ無いように、それでいて迅速かつ大々的に、新産業を構築する。体制を急いで整えようと思えばどうしても人や物の出入りが激しくなって目立つが、だからこそ必死に隠さねばならないという、相反する矛盾むじゅん。


「隠すのが無理なら、いっそ他所に目を向けさせるってのも手ですがね」


「ほう？　さっきペイスとも話していたが、ワインでも造るのか？」


「いやいや。うちの領内で何かやれば、目を付けられるのは変わりませんぜ」


「ん？」


「大将が王都に行くんでさあ。それで、適当な餌をチラつかせながら、他所の家へ挨拶回りをやる。それも盛大に」


「確かに。それをやれば何かありますと喧伝けんでんして回るようなものだな」


「それで、他所の目を王都に集めりゃ、うちは穏やかになるって寸法で」


「喧伝の内容次第だ」


「……ジョゼお嬢の旦那探しのフリってのはどうです。無難でしょう？」


シイツの意見に、カセロールはなるほどと頷いた。


領内で嗅かぎまわられるのが嫌なら、嗅ぎまわる犬ごと王都で引っ張りまわせという話に、である。


今のところジョゼを婚約させるつもりはさらさら無いが、適齢期でもあるジョゼの婚約者探しを名目に動き回れば、確かに〝モルテールン家を注視する連中〟を集めることになるだろう。その分、モルテールン領そのものへの監視は緩む。


「ならばその役目、僕が行きましょう」


「坊が？」


「ペイス、お前何を考えている？」


王都での情報攪乱かくらん作戦がトップダウンで決定したところで、実行委員にペイスが手を挙げた。


適役といえば適役だろうが、何か裏がありそうな様子である。


「リコリスを連れて、スクヮーレ殿を訪ねようと思います。ペトラ嬢とはリコもしばらく会っていないので、良い機会だと思うのです」


「……お前が動けば、耳目は集まる。良い手だとは思うし、うちに籠りきりのリコリス嬢も喜ぶだろうな。フバーレク家への義理立てにもなる。……本当にそれだけか？」


スッと目を逸らすペイス。


「おい」


「ここ最近リコリスと逢う時間も取れず、彼女もストレスが溜まっているようなのです。決して、砂糖づくりに気を取られてお茶の約束をすっぽかした穴埋めをしたい訳ではありません」


「お前という奴は……」


趣味のことになると途端に視野狭窄しやきょうさくに陥おちいる菓子狂いの悪癖あくへき。


その尻拭いをしたいという本音に、大人たちはこめかみを押さえる。


「まあいい。リコリス嬢を連れて、姉に逢わせてやるのは悪く無い。精々派手に振る舞って、話題を集めることだ」


「分かりました」


「坊の場合は普段通りで良いんじゃねえですかい？　それで充分でしょうよ」


「シイツ、それはどういう意味ですか」


「そのまんまの意味でさあ。毎度毎度、出かけるたびに騒動を作って来るもんで……胸に手を当てて、今までのことを思い返してみて下せえ」


結局、新産業や諸々もろもろの事情から目を逸らす為、王都にペイスが出向くことは決定した。


「それでは、僕はリコにこのことを伝えてきます」


「ああ。許可する」


女性部屋区域への訪問の許可を貰ったところで、ペイスはお出かけの準備を始める。


まずは、目下不機嫌真っ最中の婚約者を喜ばせることから。


ペイスが出て行ったのを見送った大人二人は、そんな様子を笑う。


「早速、坊も尻に敷しかれてますぜ」


「女性を大切にするのは良いことだ。私の教育が良いのだろうな」


「おう、そうでしょうぜ。珍しくこの件で意見が合った」


「ん？」


カセロールの親馬鹿は有名である。


それに苦言を呈ていする立場のシイツが、カセロールの自画自賛ともいえる親馬鹿に賛同した。普段とは真逆である。


「子供は親の背中を見て育つってもんで。坊が嫁さんの尻に敷かれるなんざ、どう見ても大将の教育の賜物たまものでさあ」


「どういう意味だ？」


カセロールの疑問に、シイツはスッと指を伸ばす。指さした先には、一包みの花束があった。


最近忙しさにかまけていたことに対して、アニエスに詫わびる為にカセロールが用意したもの。


「そういう意味でさぁ」

            





宣言


春の日差しの麗うららかさ。


つぼみも膨ふくらむ花を愛めで、香り華はなやぐ昼下がり。






「ペイストリー殿にお越し頂けるとは思ってもいませんでした」


「モルテールン家はカドレチェク家と極めて良好な関係であると自負しておりますが、偶たまにはこうして顔を見せませんと、スクヮーレ殿にも顔を忘れられてしまうと思いまして」


「はは、貴方を忘れるのは難しそうです。何せ命の恩人ですから」


「そうですか？　何処にでもいる普通の人間ですよ？」


お互いに会話しているのはモルテールン家嫡子ちゃくしペイストリーと、カドレチェク公爵家嫡孫のスクヮーレ。


共に幼さを残しているような年頃ながら、スクヮーレの方には以前と比べて落ち着きが出てきている。公爵家の英才教育は伊達ではなく、既に一部の政務を祖父や父に代わって行う様になってきたからだろう。


今日の立食パーティーの主催もその一環で、公爵領に居る父親、王城に詰めている祖父に代わって、貴族街の公爵家別邸でスクヮーレが取り仕切っていた。


一応縁のある家には招待状を出していたのだが、昨日になって急遽きゅうきょ招待客が一組増えている。誰あろう、モルテールン家の次期領主とその婚約者。何事も無ければ、姻戚こんせきとなる義理の妹とその伴侶はんりょ。


何かと借りのあるモルテールン家に対して配慮し無い訳にもいかないし、何よりスクヮーレにとってはペイスは恩人であるとともに友人である。


そんな公爵嫡孫は、一つの想いを抱いていた。目の前の銀髪の少年について。


以前に会ったときに比べて、また一段と風格が出てきた、と。背が伸びているせいかもしれないが、それだけとも思え無い。


前から侮あなどれない人物であるとは思っていたが、会話するだけでも、かなり厚みを増した感じを受けた。


「普通の人間は、誰も知らないレシピを持ち込んだりはしないものです。例のタルトの人気は上々でして、当家にとって大切なお客様にお出しする定番になりました」


「タルト・タタンですか」


「正直、苦い思い出もありますが、忘れてはいけない教訓を込めて。最近では、多くの客人が求めるまでになっておりまして、当家としては良い買い物だったと。中には、食べたいからとわざわざ足を運んでくださる方も居られるとのことで、祖父も感謝しておりました」


「それは良かった。当家ではボンカを手に入れるのにも一苦労でして、裕福な公爵家が羨ましいです」


「はは。ですが、求める方が増えた分、特別感が減ったと御爺様はお考えのようでして……何か良い手はありませんか？」


相談の態ていを装った要求である。


公爵家としても、自分たちを特別扱いしてもらえば、特別感のおすそ分けが利益を生むと考えているのだ。そして、そのカギを握っているのがペイス。


モルテールン家の若き英才にしてみても、軍家筆頭を不機嫌にさせる得は無いので、さりげなく情報は与える。


「今年の冬あたりから、新しい菓子を売り出す予定です。日持ちのするお菓子ですので、しばらくは当家に馴染なじみの商会のみに卸すつもりです」


「おや、それは良いことを聞きました。一つの商会が独占しているのなら、当家で買い占めるかもしれませんよ？」


「それは我が家の関知することではありませんので、商会のものとご相談ください」


ペイスは、心の中でデココに謝っておいた。


王族に最も近い、最上位の貴族からの呼び出しが、まず間違いなくあるであろうことについて。独占取り扱いの商品を、一括買い上げしてくれる優良顧客が付くのだから、許して欲しいと思いつつ。


大きな利益と多大なストレスをもたらすはずで、何か手当てしておく必要があるかと考えたほどだ。


準男爵家と公爵家の二人の会話。何かと話題の多い二人だけに、周りの人間は声を掛けづらい。というよりも、主催者である公爵家の人間に対して割って入れる招待客は皆無。


故に、歓談の邪魔をするのは一人しかいない。いや、一組というべきだろうか。


「お二人とも、お話は済みましたか？」


そう声を掛けてきたのは双子の姉妹。


フバーレク家三女のペトラと、四女のリコリス。


二人が並んでいると、本当にそっくりに見える。当然といえば当然だが、鏡写しである。


「ペティ」


「リコ」


男二人は、それぞれ自分のパートナーを呼ぶ。


ここでどっちがどっちだと分からなければ非難轟々ひなんごうごうだが、幸いにも服装が違うので間違えずに済む。


にこやかな笑顔でお互いの婚約者の傍そばに戻る二人。スクヮーレやペイスに見せる笑顔から察するならば、姉妹同士の会話は相当に弾はずんだのだろう。


「二人とも、久しぶりに会って話は出来ましたか？」


「ええ。リコからペイストリー様の話も聞きましたよ。最近構ってもらえ無いと拗すねてました」


「それは申し訳無い」


「お姉様!!」


外見はそっくりなリコリスとペトラだが、中身は大分違う。


姉の方は、やはり何かにつけてお姉さん風を吹かせたいのだろう。活動的で、割と社交的な性格をしている。対し妹の方はかなりシャイで照れ屋。


惚気のろけていたことを暴露されて、顔を真っ赤にしている。


「リコの言う通り、最近は忙しくて落ち着いて話をする機会も無かったのですよ。今日はそのお詫びも兼ねています」


「なるほど。ペイストリー殿がわざわざ連絡してこられるから何事かと思えば、そういう理由だったのですか」


「ジョゼ姉様の婚約者探しという名目で。都合よく利用させてもらいました」


ペイスの言葉に、スクヮーレは安堵した。


元より目立つモルテールン家ではあるが、頻繁に社交に出る家ではない。出れば必ず何がしかの家が交流を持とうとアプローチする為、辟易しているというのが専もっぱらの噂。

            





    
  
  




事実、スクヮーレが知る自派閥の誘いだけでも月に五〜六件はあるが、精々が月に一回参加すればいい方。大半がお断りの連絡だ。


しかし、ここ数日はペイストリーが積極的に社交の場に出ている。


例えば今回の社交会は身内の集まり。彼の少年は婚約者繋がりでの参加。今までであれば、ペイスやカセロール当人には血縁が無いことから断られてきた。これが初めての参加になる。


前日はカドレチェク公爵派の定期的な集まりに顔を出していたし、一昨日はジーベルト侯爵の縁者を集めた演奏会に参加していると聞く。その前は南部閥の会合に足を運んだという情報も手に入れている。


こうまであから様に動いていると、何かよからぬ企くわだてがあるのではないかと疑ってしまう。何せ動いている当人が稀代きだいの策士なのだから。


スクヮーレは彼の実力と謀はかりごとの巧たくみさを身に染みて理解している一人。侮る気持ちが欠片も無い分、目的の分からないペイストリーの行動が不気味でもあった。


それが、婚約者の為である、と聞かされたのだ。


事実ならば非常に好ましい。


モルテールン家の家族愛。とりわけ、カセロールの親馬鹿は有名だ。息子の話は自慢しかしないとまで言われている。本人からすれば、事実を事実のまましゃべっているだけなのだから不本意だろうが、家族愛自体は本物。


ペイスが婚約者に対して深い愛情を持つ性質たちだとしても不思議は無かった。


「リコも良い婚約者を持って幸せね。ね、ペイストリー様」


「ペトラ嬢も、素晴らしい婚約者をお持ちではないですか。貴き血筋の優秀な美男子。スクヮーレ殿との婚約こそ、誰もが憧れる良縁だと思っておりますが」


「ペイストリー殿。そこまで言われると、本人としては気恥ずかしいのだが」


「あらあら、うふふ」


生臭い政治の世界からは一歩引いた、若者同士の和気あいあいとした雰囲気。友人同士と、その婚約者たち。しかも女性陣は姉妹とくる。この場でドロドロとした会話をするほど、すれたメンバーではない──一人を除き。


焼きたてのパンケーキの香りのように、これからの明るい未来を期待させる様子に、周りの人間も相好を崩す。


そう、いつの間にか周囲に人が集まってきていた。






「どうやら、スクヮーレ殿と話をしたい方は多いようですね。主催者を独り占めする訳にもいきませんので、僕らはこの辺で」


「また、機会があればゆっくりと話をしましょう」


主催者は、一通りの参加者に声を掛ける必要がある。


参加してくれたことへの礼やら、日頃の〝協力〟への感謝など。呼びつけたなら呼びつけたなりの、交流という見返りを与えるのが義務でもある。


これを怠ってしまうと、声を掛けてもらえなかったものが、次回の参加を渋るようになる。結果として人気ひとけが減り、人の集まらない場になってしまうと本当に呼びたいメンバーにも疎遠にされてしまう。重要なメンバーが来ないとなると、主催する意味がなくなるし面子も丸潰れだ。


故に、気配りという意味でも、マナーという意味でも、実利という意味でも、参加者への漏もれの無い挨拶は大事だ。


「ペイストリー＝モルテールン卿。こうして会える機会も貴重ですので、御挨拶させて頂いてもよろしいかな」


「はい、構いません。失礼ですが何方どちら様さまでしょう」


「オットーメッツ＝モーアヴァン＝ミル＝クーリエガルム。お初にお目にかかる。友人から貴君のことを聞き、一度話をしたいと思っていた」


「こちらこそ、わざわざお声がけ頂きありがとうございます。クーリエガルムというと、農務尚書のうむしょうしょのクーリエガルム伯爵とはお身内ですか？」


「兄だ。私自身は農務尚書の次席補佐を務めている。親の七光りという奴だ。いや、この場合は兄の七光りというのだろうか」


真顔で冗談を言うのは四十代の貴族。白髪交じりの栗毛をした背の高い男で、目じりの皺しわや豊麗線ほうれいせんの深さが、年齢をより際立たせる。


王国の農政全般を取り仕切る農務卿の弟で、一応は内務閥に属するのだが、農政は開墾かいこんをはじめとする軍務と繋がりが深く、軍務閥のカドレチェク公爵とも親しい関係にあった。


その縁で今日の社交に呼ばれていたのだが、偶々ペイスが来ていたので声を掛けたのだ。


モルテールン家の農政改革の手腕はつとに有名で、農政を担になうものとしては仲良くしておきたい家の一つである。


「うちには息子が三人居る。兄のおかげという不甲斐ない立場にある私だが、出来れば良い縁を見つけてやりたい。そういえば、モルテールン家には美人の御息女が居られるそうだな」


「今、独身なのは一番下の姉のジョゼフィーネのみですが、良き縁をと願う気持ちは同じかと存じます」


「そうか。ではまたの機会に、父君と話をするとしよう」


二言三言、社交辞令的な挨拶を交わし合い、直ぐにも男はペイスから離れていく。本当に挨拶だけだったのだろう。


「モルテールン卿。小職しょうしょくにも御挨拶させて頂いても構いませんか？」


クーリエガム家の男が場を離れたかと思えば、直ぐにまた別の人間が声を掛けて来る。


社交の場では目上に目下から声を掛けるのはマナー違反。つまり、ペイスに声を掛けるのは全て目上の立場ということ。


右手を左胸に当てる略礼で挨拶を交わせば、続くのは社交辞令のやりとり。


「カールセン子爵。ご無沙汰しております」


「お父上は元気にされているかな？」


「はい。幸いなことに、毎日忙しくしております」


「それは結構なこと。モルテールン閣下には色々と世話になることもあるでしょうし、出来れば直接挨拶したいが……私は魔法が使えないのでね」


茶目ちゃめっ気たっぷりに片眼を瞑つむって見せたのは、外務閥の重鎮じゅうちんカールセン子爵。


カセロールとはレーテシュ家の海賊討伐時からの知り合いで、海上査察を担う宮廷貴族。密輸や、他国の間諜といった海からの脅威に対して、王家の立場から監督するのが仕事だ。海の上は治外法権になり易く、他国のものや無国籍者との接触が多い為、王家の意図を把握している外務官が現地に赴く意味は大きい。国王からの信任と、当人の実力が無ければ務まらない実務職である。お飾りでも構わない名誉職とは訳が違う。


海上交易に多大な影響力を持つ人間だが、職務柄レーテシュ伯やボンビーノ子爵をはじめとする港町を持つ領主貴族とは犬猿けんえんの仲。政敵の関係にある。


たとえるなら、会社の社長と国税局査察官のような関係。


「今回はまたどうしてわざわざカドレチェク家の社交会に？　普段はあちこち飛び回ってお忙しいと聞いていましたが」


「それは勿論もちろん、君に会いたかったからだよ。活躍のほどはミロー伯から聞いているよ」


「子爵もお上手だ。僕程度なら、子爵家には沢山居るでしょう。ご子息も皆優秀と伺っていますし」


「嬉しいねえ。いや、指摘通り、我が家も優秀な人間を集めていてね。どうだろう、うちに来てみるかい？　何なら美人を紹介するが。いや、うちの娘なんだがね。親のひいき目を抜きにしても私に似て美人に育った。正直他所に取られるぐらいなら、出来のいい婿をと考えているのだよ。君ならばぴったりだ」


「遠慮しておきます。子爵に似た娘さんという話なので。奥様に似ておられたなら、悩んだかもしれません」


「こりゃ一本取られた。はっはっは。そうだな、横に素敵な恋人が居るから、目移りもしないのだろう」


杯を片手に笑顔で談笑する子爵。


外務を生業なりわいとするだけに、社交性の高さは今回の参加者の中でもピカイチである。ペイスと共に軽口をたたき合っても、嫌味が全く無い。


「また是非一度、父上と一緒に当家にも立ち寄って頂きたい」


「父に伝えておきます」


「そうだなあ、次は貴君達の結婚祝いになるかもしれんな。はっはっは」


カールセン子爵はリコリスにも茶目っ気たっぷりに笑顔を向けながら、笑ってその場を離れる。


社交の場では、伝手つてを作っておきたい優秀な下位貴族などは千客万来。


高位貴族ならば挨拶攻勢もさほど無いが、ペイスには大勢が話しかける。


問題が起きたのは、そのうちの一人だった。


「ペイストリー＝モルテールン卿。少しいいかな」


「はい、構いません。失礼ですが、何方様でしょう」


「アントニウス＝リハジック＝ミル＝ダバン。ダバン男爵家の長男だ」


アントニウスと名乗ったのは、年の頃は十代の青年だった。


胸を張り、堂々とした姿勢の、見るからに武人といった様子の男。


彼は、ペイスに対して挨拶もそこそこに言う。


「既に承知のことと思うが、我こそは、ジョゼフィーネ＝ミル＝モルテールン卿の婚約者である。義弟殿、今後ともよろしく頼む」


いきなりの宣言に、ペイスは驚きを隠せなかった。

            





モルテールン家総動員令


「やっぱり、坊が出張でばると厄介ごとが起きるってもんで」


「これは僕のせいでは無いでしょう」


モルテールン家の執務室では、良い大人たちが子供を前に騒いでいた。


いや、騒ぐというのは語弊ごへいがある。突如もたらされたトラブルに対して、活発な意見交換が行われている、というべきだろう。


そのトラブルとは、いきなり現れた自称ジョゼフィーネの婚約者のこと。


「ダバン男爵のところの長男か」


ダバン男爵は、カセロールとよく似た境遇の領地貴族である。


先代の領主が先の大戦で武勲ぶくんを立て、騎士爵から二位階上げての陞爵しょうしゃくとなった経緯がある。代々続く貴族家でありながら、大戦の活躍を評価されて取り立てられたという、新興貴族派と伝統貴族派の中間的立ち位置にある家だ。


「今の男爵とはあまり面識は無いが、先代には世話になった。あの御仁は、背中を預けるに足る素晴らしい方だった」


カセロールがしみじみと呟いたように、かつて前男爵とカセロールは戦場で互いに馬を並べた。


彼かの人は当時最下級の貴族であったが、騎士爵家従士のカセロールに対しても礼遇れいぐうをもって接し、当人の武力はさほどでもなかったが、堅実な用兵には目を見張る物が有るという評価だった。事実、負け戦の中の遅滞戦闘や撤退戦というような難しい場面でも、彼の人率いる十名ほどは確実に仕事をこなした。


敵前にあって突っ込んでいくことも勇気だが、じっと堪えながら敵前で辛抱し続けるというのもまた勇気である。蛮勇では無い、自分を押し殺す強さが無ければならない。


何年か前に亡くなったと聞いたときには、思わず最敬礼で身を正したほどの、偉大な先輩だった。とカセロールは回想した。


「ダバン男爵領といえば、確かあの山奥の？」


「そうだ。うちほどではないが、それでもかなり厳しいところだったはずだ」


ダバン男爵領は、大戦後に整理された領地の一つ。元はイラム、或あるいは主だった山の形から殻山からやまと呼ばれた地域で、複数の小領地が混在していたところを統合し、男爵領として整備された。


畑一つを持つ騎士爵領や、村の十一分の七を飛び地で持つ準男爵領など、長い歴史の中で複雑かつ雑多になっていた貴族領の整理という面もあったらしい。同様のことは他でも行われており、神王国貴族の家名の多くが、分かりやすく領地名になっているのもこの為。


山あいの領地で、村が二つほどある男爵領。水清く、風光明媚ふうこうめいびな土地として名高いが、耕作可能地は狭く、斜面を利用したブドウ栽培と、ワイン造りが主産業。


反面、食料自給率は低く、ワインを売って物資を輸入する事情から、ワインの出来不出来が領地運営のみならず領民の生活を直撃するという、扱いづらい領地である。


手柄を立てた人間に面倒を押し付けるような、過去の政争の賜物。それでも、モルテールン領とは違って真っ当な領地である。


「あちらさんは何と？」


「間違いなく約束した、正当な婚約者だと……正直、戸惑いしかありませんでしたから、言質げんちだけ取られないようにしてお茶を濁にごして逃げてきました。そのうち挨拶に来るそうです」


「さすが坊。逃げ時も引き際も、名将の采配でさあ」


「……シイツの皮肉が、今日ばかりは恨めしい」


涼しげな顔でペイスを弄いじり倒す従士長に、いつもならば反論の一つや二つ、三つや四つ、五つぐらいは返す少年も元気が無い。


下手に頭が回るだけに、突発的な出来事に色々と可能性を考えてしまい、頭脳労働をし過ぎたからだ。脳みそを酷使こくししすぎてオーバーヒートしそうになっている。


「こういうときこそお菓子が……」


「先にこの問題を議論してからだっ」


ふらふらと厨房に向かいそうになった危険人物を、父親が首根っこひっ捕まえて押しとどめ、問題の解決を図る。


「こんなことなら、例の噂をボンビーノ子爵から聞いたときに、本腰を入れて調べるべきでした」


「ジョゼに婚約者が出来たという噂か。事実無根だし、色ぼけた子爵の過敏な反応かと思っていたが、噂にも火元はあるものだな」


今、ダグラッドやラミト。果てはニコロやグラサージュまで動員して、全力で情報収集中。


ボンビーノ子爵がリハジック子爵領の脱走者から聞いていた噂の出どころに当たっている。


「何にせよ、まずは情報が揃そろってからだ」






カセロールが締めくくった通りに情報が出そろうまでには、結局三日を要した。


領主や次期領主が魔法で文字通り飛び回った成果であり、この情報収集能力の確かさこそモルテールン家の強みである。


三日後には、従士一同を始めとするモルテールン家の家人全てが執務室に揃っていた。


見習いも含めて集まっているだけに、春先だというのに熱気すら感じる。


「さて、皆に集まってもらったのは他でもない。ダバン男爵の嫡子から話があった、ジョゼの婚約についてだ。我らでも情報を整理したが、事情が事情だけにこうして皆を集めて、意思統一を図る必要性を感じた」


四十手前の偉丈夫が、一同を見回しながら言う。


胸を張って堂々たる姿勢は威厳すら感じる。


「まず、状況と前置きから。シイツ」


「うぃっす。んじゃあ俺から状況を話すってぇと、ことの起こりは坊が王都に出向いてカドレチェク家の食事会に参加したとき。ダバン男爵の嫡男から、自分はジョゼお嬢の婚約者だという名乗りを受けた。坊もそうだが俺らも初耳だってんで驚いて、色々と情報収集に動いた。こんなところですかい？」


「うむ。では情報収集の結果報告を。グラス」


「はい。情報を集める為に動いたところ、最低でも二月ぐらい前から、うちのお嬢様の婚約者が決まったという噂が、リハジック領近辺では流れていたことが分かりました。レーテシュ伯の部下や、ボンビーノ子爵領での聞き込みでも裏が取れました。そこでリハジック家近辺を洗ったところ、噂の出どころは前ダバン男爵と現ダバン男爵からであることが分かりました」


「前ダバン男爵ですか？」


新人の誰かが驚いた。


前ダバン男爵といえば武人として名高い。陰険な陰謀いんぼうや、腹黒い政争からは縁が遠い人物であり、突拍子とっぴょうしも無いことをやらかす相手ではないからだ。


第一既に亡くなっている。何がどういう事情で、騒動に関わっているというのか。


「ああ。彼らの言い分では、確かにカセロール様から直接婚約の了承を得ているという話だった。俺も違和感があって、ダグラッド達と調べたところ、どうやらその婚約とは十年以上前の話らしい」


「はぁ?!」


事情を初めて聞かされた連中から驚きの声が上がる。


「そこからは私が話そう」


カセロールがずいと進み出る。


「私も既に記憶はおぼろげになってしまっているが、ダバン男爵家が言うには、どうも十年以上前に私が社交の場で言った言葉があるそうだ」


「それはどんな？」


「当然の疑問だな。私が言ったというのが『うちには娘しか居ない』という言葉だ。それに対して前ダバン男爵は『自分のところは男ばかりだ』と言ったらしい。さらに続けて『跡継ぎが居ないようなら、良ければ末娘とうちの孫とを縁付かせてみる気は無いか』と聞かれた」


十年以上前となれば、まだペイスは産まれていない。女の子ばかりだった為に、アニエスの腹は女腹であるなどと陰口を言われていた時期である。


更には家自体も領地の経営が思わしくなく、貴族を下から数えていったなら十指もあればモルテールン家が含まれるぐらいの有様。実際、カセロールの出稼ぎが無ければ何時潰れてもおかしくなかったという。


そんな中で息子を縁組させて良いというのは、相当にカセロールを気遣ってのことであったに違いない。


「それで、何と答えたのです？」


「この部分は私もはっきりと覚えているが、『次も娘であれば、是非お願いします』と答えた。実際、アニエスの年齢を考えても、また当時の状況から考えても、ジョゼの次の子が末っ子になる可能性は極めて高かった。向こうの提案は、当時の状況ならば望ましい」


神王国含め南大陸の常識では、十代が結婚適齢期で、妊娠も二十五も過ぎれば高齢出産と言われる。三十を越えてペイスを身籠ったアニエスは、相当にリスキーなことをしたのだ。子供に娘しか居ないとなれば、家を継がせる為に婿を取るしか無い。


この世界の家というのは、領地や家職といった生産インフラを抱えた、現代で言うところの企業のようなものだ。家長はさしずめ社長に当たる。


会社を倒産させて従業員を路頭に迷わせる行為が悪しき行為であるように、お家を潰してしまう行為は、貴族社会では何より嫌われる。カセロール一代でお家を潰すのは、幾ら新興の家とはいえ忌いむべきものがあった。


かといって、娘の婿を選べるほど家格も序列も高くは無いので、相手側から折角申し出てくれた話を、即答で断ることは出来なかったに違いない、と誰もが推察した。


実際、その選択自体は間違いではなかったと、モルテールン家のトップたちも考えた。


「さて、ここからが話のこじれるところだ。前ダバン男爵は、このときの私の返答を『次の子があれば、是非お願いしたい』という風に聞き間違えていたらしい。ニュアンスだけは大体合っているのが悩ましい。次の子、つまりはペイスが生まれたなら、ジョゼを婚約させたいという風に取れる訳だ。結論として、十年以上前の時点で、ジョゼの婚約が成立していた、というのが向こうの主張な訳だ」


「相手のでっち上げとすっとぼける訳にはいかなかったのですか？」


「前ダバン男爵は几帳面にも日記を付けていて、向こうの主張通りの内容を記載していたらしい。もっとも、これは伝聞だがな。日記自体がねつ造の可能性も無い訳では無いが、前ダバン男爵なら有っても不思議は無いので、有ったと仮定した方が良い。そして当家の言い分が、私の記憶でしか根拠が無い以上、向こうが記録している内容が正しいと言われれば、反論は難しい。日記を付けた当人に確認しようにも、数年前に既に精霊の招きで神の御許みもとに向かっている。確認の取りようが無い。仮に水掛け論になれば、類似の話を確かにしてしまっている以上、証人だって向こうは探せるはずだ。こちらは言っていないことを証明せねばならないのだから、明らかに不利になる」


「なるほど」


現ダバン男爵からしてみれば、父親とカセロールがお互いに了承し合っていた、ということが事実として残る。了承の内容はともかく、事実は事実。


カセロールからすれば、前提条件があったはずだと言いたくなる。


どちらが悪い訳でも無く、しいていうなら前ダバン男爵が不十分な日記を残していたせいだとなるのだろうが、個人的な日記の内容までこと細かに指摘する訳にもいかない。


第一、ペイスが女の子だったら、という条件があったにせよ、婚約を承諾していたと取られてもおかしくない言質を与えたのはカセロールだ。当時はそれが最善な判断だっただけに、状況が変わった今となっては悔やまれることも多い。


「しかし、何でまた十年以上も経った今頃？」


「うむ。それも調べがついた。ダグラッド」


「へぇへぇ。さて、俺が調べたところじゃあ、十年以上前の婚約話を今更持ち出してきたのは、先頃あった海賊騒動が遠因らしい。当家も関わっていた例の事件。あれでリハジック子爵家が没落したのが始まりだ」


「ああ、あのボンビーノ子爵家の」


去年の秋、ボンビーノ子爵家からの要請でモルテールン家が海賊討伐の援軍に出向いた。


先の事件とはこの海賊騒動を指す。


「元々リハジック子爵家は新興貴族。野心もあった彼の人は、自分たちに無い権威と伝統を、婚姻政策で補おうとした。しかしまあ、新興貴族で、しかも革新的なリハジック子爵と縁付きたい伝統貴族ってのは極めて少ない。伝統貴族ってのは総じて保守的なもんで。そこで、リハジック子爵はダバン男爵家に娘を縁付かせた。現ダバン男爵の正妻がそれだ」


ダバン男爵は新興貴族と伝統貴族の、丁度中間の立ち位置。伝統貴族の力と影響力を取り込みたいリハジック子爵家としては、妥協出来る家だったのだろうと推察された。


伝統の力というのは意外と侮れないし、金も権力もそれ相応に手に入れた成金が、権威を欲するのもまたよくある流れだ。


「リハジック家は隆盛りゅうせいの中にあったし、その姻戚となったダバン男爵家も恩恵を受けた。その最たるものが、嫡男の嫁探し。宮廷貴族の子爵から嫁を貰う算段が付いていたそうで。さほど裕福でもない男爵家に嫁ぐって訳なんで、リハジック家の強力な後押しがあったのは間違いない。他にも有力な縁組の候補が幾つも用意されていたらしい」


「なるほど。その後リハジック家が……」


「そう。そこにきてリハジック家が没落した。当然、既存の婚約も解消された。貴族の婚約なんて当てにならん証拠だ。さて、そこでフリーになった長男の嫁探しをやり直す羽目になったダバン男爵家だが、既にある婚約話や潰れた婚約話を整理していたところで、例の日記がご登場。調べてみると、どうやら現在もモルテールン家との婚約は有効なようだ、と気付いた」


「それが数か月前の話だ。ダバン男爵としても、昔ならともかく、今のモルテールン家ならば自分たちとも釣り合うと考えたらしく、婚約を正式に発表するに至った……という訳だ」


話を纏めてみると、誰が悪い訳でも無い事情が見えて来る。


とことん原因を考えるなら、リハジック家没落の引き金を引いたペイスが悪いと言えなくも無い。


「では、ジョゼフィーネ様の婚約を認めると？」


そう声を上げたのはグラサージュ。自分の息子がジョゼにお熱なのを知るだけに、少し不快げな声だった。


「いや、かつての事情ならばともかく、今はダバン男爵家に嫁がせるメリットが極めて少ない。うちとの縁組を望む他家の不満も馬鹿に出来ない。第一、十年以上も見向きもしなかったジョゼに、今更婚約者面で近づく態度が気に食わん。それならまだ情熱的に口説きに来たボンビーノ家の方がマシだ。そこで……ペイス!!」


「はい？」


カセロールが、大勢の前で息子を呼ぶ。


「この件に関して、対策チームを組む。お前をリーダーに、ダグラッド、ニコロ、ラミトがメンバーだ」


「……チームの目的は？」


ペイスの問いかけに、カセロールは一度深呼吸をした。


キッと意思を込めた目つきで家人を見渡し、明確な意思を持って言う。


「ジョゼの婚約話の撤回をもぎ取れ。……手段は問わん。この話、全力で潰せ!!」


一同に気合がみなぎった。

            





宣言高らかに


人にとって不幸なことは何か。


こう問いかけたとき、人によって不幸の意味が違うだけに、色々と変化が生まれる。


親しいものを突然亡くした不幸。自らは欠片も望まない婚姻を迫られる不幸。何年も片思いしていた相手が、自分の一番嫌いな人間に惚ほれた不幸。金が無くなる不幸。犬に噛まれる不幸。足の小指を角にぶつける不幸。


人生の中には、大小様々な不幸が溢れている。


今もまたその一つが、男の目の前にあった。


「嫌だ!!　何で俺ばっかりこんな苦労をしょい込まなくちゃいかんのだ!!」


「ダグラッドさん、往生際が悪いです。ジョゼフィーネ様の為じゃないですか。それに以前、もっと普通の仕事がしたいって言ってたでしょう。他家との婚姻外交の折衝なんて、極普通の仕事じゃないですか」


後輩たるラミトに、盛大に愚痴ぐちをこぼしているのはダグラッド。モルテールン家筆頭外務官として、辣腕らつわんを振るう人物。


実力はあるのだが、見た目が冴えないおっさんそのもので、ネガティブ思考の強いボヤキ屋だ。少なくとも今の様子からは、今をときめくモルテールン家の重職という雰囲気は感じられ無い。


「普通じゃない。若様が他所に喧嘩けんか売りに行くなんて、絶対普通じゃない。俺はまだ嫁さんと子供の為にも、死ぬ訳にはいかない!!」


ぎゃあぎゃあと五月蠅うるさく騒ぎながらも、準備はしっかり進んでいるらしく、ある程度の資料などもまとまっている。


仕事だけはきっちりこなす辺りに、モルテールン家の従士としての教育が行き届いていることが分かる。


「失礼なことを言いますね。喧嘩を売りに行くのではなく、あくまで穏便に話し合いに行くのです」


「そう言っておいて、危険に巻き込むつもりだ。俺は騙されない!!」


「いいから、さっさと荷物をまとめる。もしかすれば向こうに軟禁されるかもしれないので、お泊りの準備もよろしく」


「絶対、絶対に穏便にしてくださいよ。頼みますよ!!」


「はいはい」


ダグラッド、ニコロ、ラミトの三人と、それを取りまとめる立場のペイスが揃う。


彼らの目的は、モルテールン家末娘ジョゼフィーネの、婚約無効の確認である。


「でもペイス様、相手も他の女と婚約してた訳でしょ？」


「そうらしいですね」


「なら、それを盾にとって、婚約破棄はきって訳にはいかないんですか？　ってか、十年以上前の話を今更蒸し返したなら、断る理由や名目なんていっぱいありそうですけど」


「それでは駄目なのです」


「なぜ？」


「姉様の為には、婚約の破棄ではなく、そもそも無効であることを相手に認めさせる必要があるのです。破棄するだけならうちだけの都合でも出来るでしょうが、それではこちらに傷がつく。こちらが悪者になる。父様も、破棄ではなく撤回をもぎ取れと言っていたでしょう？」


貴族の婚約はあてにならず、婚約破棄はありふれている。


しかし、だからと言って軽々しく行われるものでも無い。


たとえるなら宿泊や飲み会の予約のようなもので、都合が悪くなりキャンセルというのは珍しくも無いが、だからと言ってキャンセルばかりと噂が立てば、そもそも予約を受け付けてもらえなくなる。


モルテールン家は敵が多く、足を引っ張りたいと考えている人間は多い。カドレチェク家やフバーレク家、或いはレーテシュ家といった友好的なところでも、モルテールン家を常に探っているし、何かあれば敵に回ることもある。友家でそれだ。ならば現時点で友好的でない家などは何をか況いわんや。どんな小さなことでも、針小棒大に取り上げて貶してくる。


些細なキズであっても、塩を塗り込んで来る輩が居るかもしれないと思えば、最善の手としては〝婚約破棄〟ではなく〝婚約無効の確認〟を勝ち取りたい思惑があった。


「色々なところに声を掛けて、ずらっと軍勢を揃えるってのはどうです？　若様がひと声かければ、集まる家は多いでしょう」


「だから、喧嘩をしに行くのではないのです。まずは穏便な話し合いからです。もしかしたら、話し合いで穏やかに解決するかもしれないでしょう？」


旅支度を終え、荷物を持ったままペイス達は魔法で転移する。


転移先はフバーレク辺境伯領。ここの北端から馬車に乗って二日ほどで男爵領に入る。


フットワークの軽さこそ、モルテールン家の領主家の武器である。


◇◇◇◇◇


「父上、モルテールン家への対応はあれで良かったのですか？」


「良かったのか、とはどういう意味だ？」


簡素な木造りの家に、ダバン男爵は住んでいた。


質素倹約を美徳とする武家であるからというのが建前で、領地経営に余裕が無い為に豪華な家を建てられないというのが本音。


元々が弱小の騎士爵家であった為に先祖代々の貯えも無く、男爵家に陞爵した後も、ワインの出来に左右される不安定な領地経営からゆとりも作れていない。


それ故の素朴な家の一室に、親子が向かい合っていた。


ダバン男爵親子である。


「先日の王都の社交。どうも、モルテールン家では当家との縁組を承知していないような反応でしたが……」


「何？　そんな訳は無いだろう。うちの親父が日記に残していたのは間違いないんだ。息子が知らされていないだけで、カセロール殿は間違いなく承知しておられるはずだ」


「そうでしょうか？」


前ダバン男爵は元々軍人。武勲を重ねて地位を上げただけに、やっかみもあれば妬ねたみや嫉そねみもあった。だからこそ、息子の教育は厳しく行い、現ダバン男爵もいっぱしの武人としての評価を得ている。そう、武人としての評価、である。


次期領主となるべき嫡子アントニウスにも、武家としての英才教育を行ってきた。社交についても、金を積んで男爵家に相応しい立ち居振る舞いを学ばせたし、武術指導は父親直々に行ってきた。何かしら機会があれば、交流のある武家の人間に手ほどきもしてもらっている。


王に仕える騎士としては、どこに出しても恥ずかしくないと自負する息子。三代続けて武力こそ本分という単純明快な家柄である。


それ故、前男爵にしろ現男爵にしろ、そして次期男爵にしろ、政務や謀略といった部分に極めて疎い。現代人から見れば不思議に思えるほどではあるが、これは情報の伝達が極めて限られる世界では当たり前であったりする。


例えば、テレビもネットも無い状態で、他社の経営状態や社内派閥を把握出来る経営者が居ないように、通信手段の無い中で、他領の情報を正確に把握する領地経営者は極めて少ないのだ。


金を積んで情報網を構築しない限り、他家のことなど全く分からないのが普通。


政略に疎い為に、押しが強く老獪ろうかいなリハジック子爵に嫁を押し付けられた男爵は、息子の婚約者をいつの間にか決められていたことに、腹立たしい思いもしていたが、最近になってようやくその軛くびきが外れた。これはチャンスと、男爵家の当主として息子に良い縁談を見つけてやろうと息巻くのも無理はない。


ただ、縁戚であるリハジック家の凋落の影響を回避することも出来ず、現在は苦境に立たされていた。


それだけに、都合のいいことしか見えずに目が曇くもっているのだと言われれば、そうなのかもしれない。


「うむ。婚約を知っている。それは間違いない。十二年前に、父とモルテールン卿が家同士の婚約を取り交わしていたのは、当時護衛として付いていたものたちにも確認したことだ」


「ええ。確かに。言っている内容はバラバラでしたが、だいたい日記に書かれていた内容と似たことを、皆言っていました」


「そうだろう。それにだ、モルテールン家といえば、英雄の家柄。本来なら婚約の話などは引く手あまただ」


「それは当たり前でしょう。魔法使いが縁戚になれば心強いですし」


「にもかかわらず、末娘の婚約を未だに決めていないのは何故だ？　他の娘や息子の婚約はさっさと決めたのに、だ。うちの婚約があったからだと考えれば、つじつまが合うだろう」


「確かに」


モルテールン家の陞爵は一時期話題になった。


大戦も終わり、取り潰しに遭う家はあっても、新しく取り立てられたり陞爵したりする家は珍しかった。そんな中で、久方ぶりのグッドニュースだったのだから、貴族であるなら誰もが注目した。


手柄を立てて立身出世を狙う人間からすれば、王家が未だに部下を取り立てる意思を持っているとアピールしたと見える。自分たちも頑張って大手柄を立てれば、モルテールン卿に倣うことも出来るはずだ、という希望を与えたのだ。


モルテールン家が目立たない訳がない。


故に、話題になった噂の家には縁組を望む声が殺到しているはずである。


ダバン男爵は、そう情報を整理した。


そして、婚約話が殺到しているのならば、末娘だけを婚約させずに家に置いている状況は極めて不自然。上の四人の娘は既に結婚までしているし、年下の嫡子にも婚約者が居る。


末っ子の嫡子に婚約者が居ないというのならまだ話は分かる。年齢的に適齢期でも無いし、嫡子に良い婚約者を探すなら、時間を掛けることも有り得る。


だが、既に後継者もきっちり決まった中で、後継者でも無い適齢期の娘を囲い続けるメリットは薄い。


そう思い至ったところで、自家の婚約が先約としてあることに気付いたのだ。


モルテールン家も武家。それも、騎士としても名高いカセロールが当主。自分たちの父親でもある前ダバン男爵との友誼ゆうぎも確かなものであり、互いに戦友と呼び合っていたのを息子である現男爵オーウェンは知る。


義理堅いカセロールの性格。前ダバン男爵との極めて篤あつい信頼関係。実際に記録として残る十二年前の婚約。今なお婚約していないジョゼフィーネ嬢。


オーウェンは、これだけの状況証拠が揃ったことで、確信を持って〝今尚モルテールン家との婚約は有効〟と判断した。


「では何故息子が姉の婚約を知らなかったのでしょうか」


「息子……ペイストリーとか言ったか？」


「はい。大勢の中にあっても動じず、中々に胆力のある男おのこでした。将来は立派な騎士になるでしょう」


「年はまだ十にもなっていない、だったな」


「それも間違いありません。当人を直じかに見ましたので」


「うむ。恐らくだが、嫡子と言えども幼い為に、重要なことは知らされていないのではないだろうか」


「なるほど」


神王国でも、十にもならない子供が、政務を行えると考える人間は居ない。例外を除いて。


幼くして家を継ぐ人間が居ない訳ではないが、その場合は大抵が補佐役や参謀役を担う大人が付く。後見役として親族が付く場合も多い。


しかし、モルテールン家の嫡子はそうではない。


ならば、政務を任せているように見えるのは、経験を積ませる為のポーズに過ぎないのではないか。


ダバン男爵の想像は、常識的なものだった。


年齢一桁で老獪な大人たちを向こうに回して立ち回りを演じ、立派に一家の中心として動いているとは想像もしない。


「もうそろそろ山の雪も融とけきる時期だ。暖かくなれば、一度モルテールン領を訪れてみるべきだろうな」


「そうですね。俺も将来の義父への挨拶もしたいですし、ジョゼフィーネ嬢とも会ってみたいです」


「美人らしいぞ。モルテールン家の娘は皆美人と評判だ。しかも賢いと聞いている。政まつりごとが苦手な当家としては、是非とも欲しい人材だ」


「美人ですか。それは楽しみ」


ダバン男爵オーウェンは、期待を胸に抱く。


他所のゴタゴタのせいで落ち目ではあるが、優秀な人材を抱えられれば盛り返すことも出来るはずだ、と。


もしかすれば、あのモルテールン領を盛り立てた秘訣を聞けるかもしれない。お互いに協力し合い、共存共栄を図れれば言うことなし。


そうと決まれば、出来るだけ早く迎えに行くべきだろう。


「うむ、行くのは急いだ方が良いな。よし、直ぐに準備しよう。きっとモルテールン卿も歓迎してくださるだろう。十年も待たせてしまったが、我が父との約束を忘れないでいて下さるとは流石よ」


「騎士の鑑かがみでありましょう」


お互いに頷き合っている男爵家親子の元に、一報が入ったのはこの後だった。


「失礼します」


部屋に入ってきた部下は、まじめな顔で報告を告げる。


「モルテールン卿のご子息が来られたと？」


「はい、先ぶれが今しがた。どうされますか？」


「応接室にお通しするのだ。きっとモルテールン家の御令嬢の件だろう。持参金でも持って来てくれたのなら、うちとしては助かるが……」


服装を整え、髪を撫なでつけ、嫡子にもそれなりに見栄えのする格好をさせる。


男爵にとっては、モルテールン家の子と会うのは初めてなので、初対面は家長として威厳のある様子を見せねばならないと張り切る。


意気揚々と応接室に向かい、そこでご対面となった。


「お初にお目にかかる。ダバン男爵家当主オーウェン＝ミル＝ダバンだ」


「モルテールン家のペイストリーと申します。この度はお目通り叶いましたこと光栄に存じます」


社交辞令のやり取り。


このときまでは、まだ男爵の顔にも余裕と笑みがあった。


ただし、それはペイスの一言が発せられるまでのことだった。


「では前置きも抜きにして本題から。当家としては、御家の御主張なさる当家ジョゼフィーネとの婚約について、一切の無効をここに宣言致します」


男爵の顔は、笑顔のままで固まった。

            





忘れられた約束


「どうすれば……私はどうすれば良いのだ。困った。なんてことだっ」


ダバン男爵オーウェンは悩んでいた。


恐らくこれほど悩んだのは息子の名前を決めるとき以来では無いかと思うほどに、悩んでいた。


悩んでもいい考えが浮かばない。自分の出来の悪さぐらいは分かっているつもりだが、それでも悩む。懊悩おうのうする。呻吟しんぎんする。そして苦悩する。


「父上……」


「私はどうすればいい!!　まさか、まさかモルテールン家があんなことを言い出すなんて!!」


オーウェンの悩みとは、無論モルテールン家から無効を宣言された婚約についてだ。


自分では間違いないと思っていたことが、根こそぎひっくり返ってしまった為である。


「まさか、親父が日記に重要な事柄を書きそびれていたとは……そんなことが想像出来ると思うか？」


「思いませんが、このままモルテールン家とことを構える訳にもいかないでしょう」


「当たり前だ。親父が生前に言っていた。モルテールン家を侮るなと。背中を守らせるに足る数少ない戦友だと。騎士として、父の恩人とことを構える訳にはいかん」


モルテールン家ジョゼフィーネ。彼女の婚約を、モルテールン家の人間も承知していると思っていたからこそ、あちこちで吹聴ふいちょうしてきた。派閥の重鎮に、規定事項のように言い張ったこともある。


それを今更間違いでしたと認めることは、貴族家としては重大な失態になる。


かといって、ごり押ししてモルテールン家と喧嘩するのも不味い。不正規戦の達人ともいえるカセロールと、真正面からぶつかって勝てる訳が無い。そもそも、向こうの確認も取らないうちから話を勝手に広めていた不手際も大きい。


引くに引けず、進むに進めず。どうすれば良いのか分からない。


こんなときこそ、英知に優れた参謀が欲しいと思うのだが、男爵家にはその手のことを得意とする層が薄いのだ。


「困った……」


リハジック子爵の没落以降、自分の家は災難続きだ、と恨みたくもなる。


一体自分が何をしたというのかと、神を呪いたくもなる。


「旦那様」


だからこそ、部下の呼びかけにも気付かない。


うんうんと唸うなりながら、部屋をうろつき、無駄な思考に没頭してしまう。右に左にうろつきまわり、まさに右往左往というに相応しい有様。


「旦那様っ!!」


「うぉお、何だ?!」


「お客様が来られております。十歳ぐらいに見えるお客様でございましたので、応接室でお茶をお出ししています」


「何と!!　すぐに行く」


部下からの報告を聞いて、詳細も聞かずにオーウェンはすぐにも応接室に向かう。


元より来客など珍しい自分の家に尋ねて来る十歳児など、先だって会ったペイストリーぐらいしか心当たりが無い。いやそうに違いない。


いい知らせにしろ、悪い知らせにしろ、待たせてしまっては機嫌を損ねる。焦りにも似た感情でただ急ぐ。


応接室に入る前に、一応は身嗜みだしなみの確認を行い、一呼吸おいて入室する。


「お待たせした」


応接室に入るなり声を掛けるが、オーウェンの目に入ったのは黒みがかった緑髪。思わず、年甲斐も無くきょとんと呆けてしまった。


確かに部下の言った通り、十歳程度に見えるが、初めて見る相手であると気付く。更に、少年の後ろには中年の男が立っていた。


想像していた人物では無い。


しばらく口を開けていたが、それでも男爵家当主としての責任感が背中を押す。


見知らぬ少年の前に座れば、彼は恭うやうやしい態度で挨拶してきた。


「お初にお目にかかりますダバン卿」


「これはご丁寧に、オーウェン＝ミル＝ダバンです。して、貴君は……」


ダバン男爵の言葉に、一つ笑みを浮かべた少年。


「ウランタ＝ミル＝ボンビーノと申します。ボンビーノ子爵領を陛下より預かっております身なれば、以後よろしくお見知りおきください」


少年達による謀はかりごとが動き出した。


◇◇◇◇◇


モルテールン領コッヒェンでは、少年が一人働いていた。


青銀髪の凛々りりしい顔立ちで、キリリと口元を引き絞って自らが先頭に立って汗を流す。


行っているのは砂糖の試作だった。


サトウモロコシから絞った汁に含まれる、不純物を除去する行程の次の段階で、ジュースと呼ばれる糖分を含んだ搾汁から、結晶化した糖を取り出して水分を捨てる作業である。


これにはどうしても汁を熱する必要があった為、作業場になっている納屋の一部が非常に熱気の籠った状況になっていた。


そこに佇たたずんでいれば、如何に春先と言えども汗が出て来る。


一滴一滴を顎から垂らしながら、まばゆい笑顔を浮べるペイストリーの姿は、体中で楽しさを表現するアーティストさながらである。


そんな彼に声を掛ける男が居た。


「坊、ちょっと聞きたいんですが、良いですかい？」


「おやシイツ。酒造りでなく、こちらに顔を出すとは珍しい」


声を掛けたのはモルテールン家従士長シイツ。


顎のあたりにやや不精髭があるところからも、忙しさにかまけて身嗜みに横着している様子が伺えた。


酒好きの飲兵衛であるかのように言われたのが心外だと、肩をすくめてペイストリーに近づく。


「俺もこれで立場ってもんが有るもんで」


「シイツがわざわざ来るとなると、姉様のことですね？」


「察しが良くて助かりまさあ。それで坊、ジョゼお嬢の件はどうなったんで？」


「父様に報告した通りですよ」


シイツが近づいてきたことで、ペイスは一旦砂糖づくりの手を止め、綺麗なタオルで汗を拭う。


「じゃあ、本当に向こうさんから？」


「ええ。無事、向こうから無効であったと言って貰いましたよ。何か不満でもありましたか？」


先だって問題になったダバン男爵家との婚約騒動。


モルテールン家の総力を挙げても構わないとの許可を得て動いたペイストリーの活動は、先方からの婚約無効の通達という最良の結果になった。


発破をかけていたカセロール自身も、こうもあっさりと行くとは思っておらず、シイツも首を傾かしげた為に、こうして話を聞きに来たのだ。


「結果としちゃ最良ですから、そこに不満なんぞねえです。ただ、疑問はありまさあ」


「疑問、ねえ」


「率直に聞きますぜ。何をやらかしたんです？」


「やらかしたとは、酷い言いぐさです。僕は最善を尽くしただけですよ」


シイツには予感があった。いや、確信というべきだろう。


ダバン男爵からの親書を受け取り、ジョゼフィーネとの婚約は、お互いに無効であったと確認し合うとの結果に収まった。そこの裏には、必ず何かある。何せ、動いていたのがペイスなのだから。


カセロールなどは、結果が良ければそれでよしとしていたが、何かと心配性な従士長としては裏までしっかり確認しておきたかった。


いや、補佐する立場として、確認しておかねばならない。


「で？　まず聞きますが、ダバン男爵が前言を撤回したのは何故ですかい？　あそこにもメンツがあるってもんですし、何よりタダで引き下がっては向こうが丸損するだけでしょう」


「ジョゼ姉様の婚約の無効確認を条件に、大きな利益を与えたからです」


「大きな利益？」


「ええ。ボンビーノ子爵家による、ワインの一括買取。それも、出来不出来にかかわらずの定額制。経営の安定を欲していた男爵家には、何よりも恵みとなる話です」


いきなりのスケールの大きさ。困窮する男爵家に対して、救いとなる白馬の騎士ホワイトナイトを宛てがう策。


本来ならば驚いてしかるべきだが、流石にモルテールン家の従士長は驚かない。それぐらいならやりそうだと、溜息が出るぐらいで済む。


「そりゃあ……よくそんな話をボンビーノ家が呑みましたね。ボンビーノ子爵家に利益はあるんですかい？　ジョゼお嬢への恋慕を盾に無茶したってんなら、子爵家に借りが出来たことになりますぜ？」


「ウランタ殿にもメリットのある取引ですよ。定額で長期間の買い取りであれば、出来の良いときと悪いときの平均化を図れる。当たり年のワインは時間が経つほどに価値が上がりますから、投資としても収益を見込めます」


ワインの出来不出来を平均化するには、長い期間の継続した買い付けと、それを支える大金が必要になる。それこそ、男爵家を丸ごと抱え込めるぐらいの大金が、である。


少なくとも、モルテールン家ではこれは不可能。出来るのは、神王国広しと言えども十指に満たない。


王家の財務利権を持つ財務尚書や内務尚書、或いは軍事利権を持つ軍務尚書。或いは四伯。


でなければ、南部街道の巨大な利権を持つに至ったボンビーノ子爵家。


大きなお金というは、それだけで社会を揺るがしかねない。差配するには才覚が要る。


ボンビーノ子爵家が突然手に入れた大金脈を持て余す可能性は社交会でも噂されていたし、有効に活かすには優良で確実な投資が必要。金をただ貯めて死蔵するのならば、如何に大きな利権を持っていても無いのと同じだ。


軍事に投資して覇権を狙うか、内政に投資して富貴を極めるか、外交に投資して地位を買うか。


使い道は色々と噂されていた。


しかし、どれにしたところで必ず敵を作る。


軍事力が増えれば恐れられ、豊かになれば虫が集たかり、人付き合いが増えれば柵しがらみが増える。


しかし、ワイン投資は話が別だ。安定的な長期投資としては極めて優良。出来るものならば誰だって投資したがるだろう。


投資の最低単位すらそんじょそこらの貴族では手が出せないことを除けば。


敵を作ることなく金脈を活かす手段を得たとなれば、ボンビーノ子爵家は万々歳。投資の実る十年後二十年後の大躍進を確約されたに近い。


「……そんな手があるとは、俺も思いつきませんでしたぜ」


「折角ボンビーノ子爵家への優先交渉権があるのですから、有効に使いませんと。手段は問わずと父様からも言われてましたから」


他家を巻き込んだ外交を、遠慮なくやらかしてくれた次期領主に対し、重鎮たるシイツはこめかみを押さえるしかない。


「しかし、それだけ大掛かりに動いて、うちが手に入れたのはお嬢の独身状態ってなあ寂しいでしょうぜ。損をしないだけマシですがね」


「シイツ、僕が目立つように動いたのは何故だと思います？」


「……まだ何かあるんですかい？」


今聞いている内容だけでも十分心労になるのだが、まだあるのかと驚く。


「男爵家の目を僕に引き付けている間に、ダグラッドやニコロが動きました。上手くすれば、数か月も経たないうちに芽吹めぶくと思いますよ？」


「芽吹く？」


「ええ。ワイン造りの工房に彼らをやって、職人の見習い達に噂を流しました」


「それはどんな噂で？」


「当家では、酒造りの心得がある人間を破格の待遇で雇う、と。実際、僕は砂糖づくりはまだしも酒造りは素人ですから、専門的な知識のある人間がどうしても欲しかったのです。ワイン造りで有名な男爵領の職人ならば、その見習いでも鍛えがいが有ることでしょう。旅費も含めて金をばら撒いてきましたから、効果はあるはずです」


「金をばら撒いた?!」


「手段は問うなと言われましたので。ことによれば、向こうのワイン職人全員を引き抜く覚悟で工作してました。一応穏便に終わったので、見習いだけで勘弁しておきましょう」


ペイスに曰く穏便であったとのことだが、シイツはもう溜息すら出ない。


基幹産業の職人全員を引き抜く工作の、どこが穏便なのだと言いたいのだが、大人な態度でグッと堪えるシイツは苦労人である。


「一体幾らばら撒いたんで？」


「銀貨で五百枚ぐらいは景気よくばら撒いてきました。それで職人の知識が買えると思えば、安い買い物でしょう」


おおよそ銀貨一枚で農民の一月の生活費に相当する。五百枚となれば、運搬するにも護衛が必要な程度には大金である。少なくとも、子供の思い付きにポンと出せるほど安い金額ではない。


「俺には坊の金銭感覚が分からねえです。そうまでして職人を雇う必要があるんで？」


「酒造りで難しいのは、温度管理や環境の整備。物がブドウの搾汁だろうが、サトウモロコシの搾汁だろうが、本質は変わらないですが、経験だけは買えません。折角の大義名分。普段買えない買い物に、金を惜しむのは愚おろかしいことです」


「へいへい。どうせ俺は馬鹿ですんで」


今度こそ降参とばかりにシイツは両手を上げた。


規格外な次期領主に、まともに付き合うと馬鹿を見るのだから。


「それで、そのジョゼお嬢なんですがね」


「まだ何かあるんですか？」


次はペイスが不思議がる番だった。


ジョゼフィーネの婚約騒動はひと段落が付き、その説明についても十分にしたと思っているのだから、まだ何かあるのかと小首を傾かしげる。


「いえね。朝から嬉しそうにお茶の準備をしてたって話でして。坊は朝からこうして砂糖づくりをしてる訳で、リコリス様も奥方も別の用事でしょう。誰とお茶会するつもりなんだって気になりまして。坊は心当たりありませんかね」


「……[image: ゛あ]!!」


「なんすか、その妙な声。まさか坊」


「……姉様との約束、すっかり忘れてました!!」


ピシリと音を立てるように固まるペイス。


砂糖づくりは前途多難であった。

            





新作


血気盛んな若者。それも、才気溢れる人間は、年老いた人間こそ社会の害悪であると思いがちだ。


老人たちを罵ののしる言葉に老害という言葉を使い、自らを鼓舞するに俊英才器しゅんえいさいきと自賛する。


これは正しいのか。


否。


才能豊かな人間は、自分を絶対視しがちであり、それ故に見落としがちなことがある。


それは、経験の重要性だ。


自己の経験不足故に見落とし、或いは軽視しがちな若者には、迂遠うえんな手段を取る老人たちが愚かものに見える。


人間は失敗から学ぶ。最初から全知の人間など居る訳が無い。


だからこそ、より多くの失敗をしてきた経験値は、才能だけで補うには不足。経験を埋めるのは経験でしか無い。


とりわけ、前世の経験ですら意味を持たないとなっては九歳児は九年相当の経験しか持ち合わせていない。


すなわち、姉の暴威に対処する経験である。


「ペイス、こっちの青はどうかしら？」


「姉様、それで服を作るなら、グッと落ち着いた雰囲気になります」


「むふふ、あたしにぴったりよね。あぁでもこっちの赤いのも捨てがたいのよね。どう思う？」


「素敵ですね。活動的で明るい姉様の内面をよく表していると思います」


ペイスとジョゼの姉弟きょうだい二人が、護衛と共に居るのは王都。


それも、多くの貴族が贔屓ひいきにする王家御用達の大商会のホーウェン商会。


王都の貴族街の中にまで店を構えており、二人はそこの一室にいた。部屋の中は暖かいを通り越して暑いほどの熱気であり、華やかな雰囲気だ。


このホーウェン商会で主に扱うのは服飾品と装飾品。王都においては、貴金属や宝飾品の類はこの商会を通さずに手に入れるのはほぼ不可能とまで言われるほどのシェアを持ち、それに加えて王城に出入りするほどに信頼の厚い商会である。


ハサミや針を持って貴人に近づく服飾関係者は、医師や料理人に次いで暗殺などのリスクを背負う。それだけに信頼こそがとても重要なパラメータであり、王家御用達のブランドは、何よりも信頼の証となるだけに、商会は毎日賑にぎわいを見せている。


布職人や細工職人も多く抱え込んでおり、ホーウェン商会こそ最も格式のある衣装の大店おおだなとは衆目の一致するところだ。


「やっぱり、メインの布はこっちにするわ。薄い黄色が素敵じゃない？」


「ええ、とても似合うと思います」

            





    
  
  




ここ二時間ほど。ジョゼがあれこれ衣装を見繕い、それにペイスが付き合うという光景が見られた。


今、ようやくメインの布地の選定が終わったところである。


「……ペイス、もしかして疲れた？」


「いいえ。まさか」


「そうよね。あたしの約束をすっぽかした代わりだものね。これぐらいで疲れる訳無いわよね」


「勿論です姉様……はぁ」


ペイスの悪癖と呼べるものがあるとするならば、お菓子のことに夢中になると我を忘れることである。


それ故に先日、砂糖づくりに熱中するあまり、ジョゼとのお茶会の約束をすっぽかしてしまったのだ。


常日頃から忙しく、ここ最近はまともに女性陣と会うことも無かったペイス。久しぶりのお茶会ということで張り切って準備をしていたジョゼであるから、すっぽかされたと分かったときはこれ以上無いほどに不機嫌になった。


散々謝り倒し、何とかご機嫌を直してもらおうと奮闘した結果、ペイスが一日ジョゼの買い物に付き合うということになったのだ。


勿論、出費は全てペイスのお小遣いとヘソクリと隠し財産からである。


慣れないことに付き合っている為、先ほどからペイスの顔には明確な疲労が見てとれる。それでも笑顔を崩さずに姉に付き合うだけ、姉弟の面白さがあった。


「布はこれで良いとして、デザインはどうした方がいいかな？」


「お嬢様、それでしたら腰の辺りで大き目のリボンをあしらい、腰から下の部分には花の刺繍をするのが良いと思います。こちらに見本がございますが、如何でしょう」


ジョゼとペイスは一応は貴族の令嬢と令息。それも、れっきとした成人貴族。


失礼があってはならないと、部屋の中には十人以上の人員が詰めていた。


うち一人は先ほどから生あくびでつまらなそうにしているトバイアム。これは護衛だ。


残りがホーウェン商会の針子達。


ジョゼに声を掛けてきた女性もその一人。どうやらお針子の中心人物らしく、他の人間は彼女の指示に大人しく従っていた。


お針子とは、服を作るに際して必要な針仕事を生業とする人間のことで、繊維産業や服飾産業が機械化されていない社会では重要な職業の一つ。家が生計を立てる最小単位となっている場合、女性が家庭内で担うことも多い。


女性の社会進出が極めて少なく、女性の権利の多くが制限される神王国の社会でも、針子は女性の進出が進む職業の一つ。


羊飼い、羊毛生産、仕立て屋、仕立て直し職人、梳毛そもう職人、縮絨しゅくじゅう職人などは男の方が圧倒的に多いが、糸紡ぎ、針子、刺繍ししゅうなどは女性の仕事とされている。それだけに、手に職を付ける手堅さという意味で、女性の嫁入り修行に刺繍が含まれていたりするのだが、ジョゼはこれが大の苦手である。


「刺繍……ペイスぅ」


「そんな泣きそうな目で見なくても大丈夫です。ここの商会は刺繍までやってくれますから」


「はい、お任せください」


「やったぁ!!」


パァっとジョゼの顔色が明るくなる。いつもの買い物と違い、自分で刺繍をしなくても良いと分かったからだ。アニエスが一緒ならば、こうはいかない。


普段優雅な生活をする貴族女性は、刺繍を行う機会が多い。ハンカチのワンポイントなどは当たり前で、どれだけ上品な素養を持つかを計る目安にもなる。何せ、腕の良し悪しは素人でもはっきりと分かるのだから。


自分の晴れ着を、自分の刺繍でみっともないものにはしたくない。


ホーウェン商会の刺繍職人ともなれば、国内でも屈指の実力者。自分でやるより良いわよね、とジョゼはご機嫌である。


「刺繍する花は如何しましょうか」


針子の問いに、ジョゼはペイスを見る。


このお転婆娘は、花の種類も碌に知らないからだ。バラとカーネーションの区別すら怪しい。


「布地が黄色ですから、青色か緑色が目立つ花が良いでしょうね」


「それでしたら、紫陽花あじさいは如何でしょう。季節も宜しいですし、色合いが青から赤まで選べますので、見た目も華やかになります」


ペイスの意見に、即座に反応出来るあたりは流石は大店の針子である。


「んじゃあそれで良いわ」


「畏まりました」


ジョゼにしても、自分が分からないことをグダグダとケチ付けるつもりも無く、あっさりと承諾する。


刺繍を注文する場合、難しいデザインほど高くなり、単純なデザインほど安い。


では紫陽花はどうかといえば、これはかなりお高いデザインになる。


四角や直線の幾何学模様などは見習いでも出来る為に安く、花のように複雑で細かな部分の多い刺繍は高い。また、花の中でも紫陽花のように小さい花が沢山必要なデザインは花のデザインでも上位の難しさ。


それを分かっていて紫陽花を勧めるあたりもまた、大商会の商魂である。


ちなみに、もっとも難しい刺繍は貴族家の紋章だ。


「それでは布あてと寸法の確認を行いたいと思います」


「うん、いいわよ」


布地とデザインが大まかに決まれば、サイズを測る。


ジョゼも体つきが女性らしくなってきているので、仮に馴染みの店であっても測り直していただろう。


しかし、針子達にいささか戸惑いの様子が見えた。


「あのぅ……」


「ん？　どうしたのかしら？」


「布を当てたいのですが」


「だから、良いわよって言ったじゃない」


「女性の方かたの寸法を測りますので、男の方にはご退室願いたいのですが」


そういえば、とペイスはジョゼと顔を見合わせる。


ここの店は紹介を貰って初めて来たが、いつも行っている馴染みの店なら護衛も無い。ハイハイしていた頃からジョゼを知るだけに子供扱いされるし、ペイスが弟であることも知っている。だから別に同席したままでも良かった。


事情が変わっていることに、皆が気付く。


「だって、ペイス、トバイアム」


「仕方ありませんね」


「おっし、そういうことなら俺は出てますんで」


退屈で死にそうになっていたトバイアムは、護衛のはずなのに喜んで部屋の外に出る。


その潔い職務放棄を見て、ペイスもやれやれと部屋を出ることになった。


部屋を出たところで何をすることも無く。


男二人で駄弁だべるだけ。


「この調子だと、本当に一日掛かりそうですね」


「若様は仕方無いって話だけどよ、俺なんてとばっちりだぜ？　もう帰りてえよ」


「今頃、本村ではアレが出来てる頃ですよね」


「アレかぁ……」


◇◇◇◇◇


「おい、出来たか？」


「シイツさん、お疲れ様です。先ほどようやく。出来はこの通りです。味見しましたがいけますよ」


モルテールン領コッヒェン。


新産業の担当を、他の連中を無理やり黙らせてもぎ取った従士長が見回りに来ていた。


「おうおう、良いんじゃねえの？　匂いはちゃんと酒っぽいじゃねえか」


「彼らのおかげですね」


シイツたちの傍には、ダバン男爵領から移住してきたものたちが居た。全部で三人。皆十代の若者ばかり。


彼らは、ワインを造る酒造所の跡を継げなかったものたちだ。


モルテールン領のように新興領地はいざ知らず、他所の町では酒造りに限らず職人と名の付く職業は保護されている。粗悪品を乱造されても問題がある為、作り手の管理が行われているのだ。


親方株と呼ばれるものがそれで、株の権利を持たない人間が酒造に関わるには、持っている人間の下に就くしか無い。この管理権もまた領地貴族の特権であり、権利金という名の税金は、領地貴族の大きな収入源の一つである。


重要な職人ともなれば監禁のように隔離される例だってある。それほどに職人とは囲われ易い。


また、人権や労働規範などが欠片も無い世界で他人の下で雇われるとき、心無い親方に付いてしまえば奴隷と同じように扱われる。


かといって、職業選択の自由もほとんど無い世界では、別の職に就くのも極めて難しい。農家になるにも土地は簡単に手に入らず、他の職人になろうにも排他的で、行商人になるには元手が要る。聖職者だって浄財という名の寄付が要る。どれにしても簡単にはいかない為、多くは泣く泣く親方に尽くす。


そんな不遇にあった若者を、モルテールン家が誘ったのだ。それも破格の待遇で。年間で二レットの年俸を確約し、成果次第ではボーナスも付けるというのだから、男爵領ではうだつの上がらない親方についている跡取りなどは本気で悔しがったりもした。一般的な農家の稼ぎの倍。下働きの職人の給料の三倍はある。


甘い蜜みつに誘われる虫のようだった、とは口の悪いダグラッドの言葉である。


シイツはそのまま新規入植者の面々にも声を掛けた。


「よう、頑張ってるか!!」


「これはビートウィン様」


「様付けなんぞやめろ。鳥肌が立つ。他所はどうか知らんが、うちじゃあそんな堅苦しい挨拶は要らねえよ」


新しく来た面々は、伝統息づく町からの入植者。


彼らからすれば、古くからの階級思想そのままに、従士に対しては平民も遜へりくだって接するのが常識。


慌てて跪ひざまずこうとしたのを、シイツが面映おもはゆそうに止めた。自分の家名なんて、何か付けろと言われたときに適当にでっち上げたもので、自分でも何だったか忘れることが多いのだ。それで呼ばれるのは気恥ずかしいだけである。


「シイツさんが率先してくだけた態度とってますしね。礼儀知らずはうちの伝統ですか？」


「うるせえぞニコロ。うちで一番失礼なのはお前だからな。俺だって場を弁わきまえればちゃんと……ってか、何でお前がここに居るんだ？」


「新しい産業について、勉強です。予算を付けるにも、どういうことをしてるのか知らないと」


素知らぬ顔で酒造りの現場に居たニコロだが、よくよく考えれば不自然である。


何せ、彼の仕事は金銭の出納管理。酒造りのような実業に首を突っ込む必要は無いはず。


「お前、自分の仕事をしろってんだ」


「これも仕事です」


「良いから、本村に戻れ。お前ももうじき部下が出来るんだ。上が率先して不純なことをしていたら、下が真似しちまうだろう」


「なるほど。シイツさんが言うと説得力がある」


「俺を見習って、少しは真面目に仕事をするこったな」


自分だって半分ぐらい職権乱用で酒造りを担当したシイツではあるが、それをおくびにも出さずにニコロを本村に戻す。


「やれやれ、あいつももう少し大人になればいいんだけどよ」


ニコロが恨めしそうにしながら本村に戻ったのを見送り、シイツは仕事に戻る。


「従士長様、言われていた試験は終わりましたが、次はどうしましょう」


「お、出来たか。俺が坊から聞いたのは、次は安定性を持たせる研究って話だが」


「安定性？」


「酒が出来たとして、品質を一定にする為の研究らしい。俺は分かんねえが、商品にするなら必須なんだとよ」


「なるほど〜」


「まずは、出来たやつをそれぞれ瓶に詰めて、置き場所を変えてみるか。ワインなら冷暗所ってのが常識だが、このサトウモロコシ酒もそうとは限らねえ」


「如何いかがしますか？」


「何本か出来上がりを瓶に詰めてくれ。ここに置いておいたのと、外の日向ひなたに置いたのと、お屋敷の物置の暗いところに置くのとで試そうじゃねえか」


ワイワイガヤガヤ。


不純物を取り除いた搾汁で、ワイン造りの製法を一部取り入れた試作品を前に、シイツたちは賑やかだった。


早速試作の味見という名目で、グビりと一杯やるシイツなどが原因である。


「シイツさん、シイツさん!!」


「あん？　ニコロ!!　お前本村に戻れって言ったじゃねえか!!」


しばらく仕事をこなし、従士長の顔にも十分赤みがさしたところで、本村に戻ったはずのニコロがいつの間にか息を切らせて傍にいた。


「すぐに屋敷に戻ってください。大変なんです!!」


「何があった!!」


ニコロの様子に、シイツのほろ酔いが一気に醒める。


「奥様とリコリス様が……」


シイツは思わず、天を仰いだ。

            





エピローグ　白い騎士


神王国では、一般的に十三歳から十五歳程度で成人の通過儀礼を行う。


多くの場合は教会に出向いての聖別を受ける訳だが、モルテールン領では少し違う。何せ、新興の領地である為領内に教会が無く、冠婚葬祭を領主家が代行するという歪な状態になっているからだ。


魔法のある社会で、魔法に関わる儀式を行う教会の果たす役割は大きく、大抵の領地であれば領主が土地や建物を寄贈してでも教会の人間を呼ぶ。だが、モルテールン領では領主が魔法で王都に行ける為に要らなかったという事情もある。


聖別の儀についても、簡易なものであれば領内で執とり行う。本聖別と呼ばれるように魔法を授かれるものなら他所の街にわざわざ出向かねばならないが、そこまでする必要は無いと考えるものも多い。






新年もとうに明けた今の時期、本聖別を行わなかったものたちの成人儀式が一斉に行われていた。


「今年は去年より四人多かったな」


「来年も増えるだろうよ。グラスんところのヤントが来年だ。トバイアムのところのも来年だな」


「アーラッチか。あいつも頑張ってるらしいし、期待が持てるな。何だか最近急に張り切りだしたが何かあったか？」


「分からんが、あの年頃の男は色々と張り切るもんだ。どちらにせよ今年も豊作だった。カセロール様は領内から三人も従士に雇ったからな。本聖別を受けた連中で三人だ。今回の聖別を受けた中にも、掘り出しものが居るかもしれん」


「そうかもしれんが、既に新人研修を受けてるあいつらもあいつらで大変だぞ。予定されてるだけで酒に砂糖に保存食に開墾？　家畜も増やすし、森でも色々試すって話だったか。若様がそれ以外でも何かやるだろうし、配属早々過労で倒れるかも」


「不吉なことを言うなよ。そうなるってことは、俺たちも道連れってことだぞ？」


今年の領内での聖別は、立会人がジョゼフィーネだった。


ペイスと違って政務に不慣れな領主家のお嬢様（？）に、補佐役としてダグラッドとコアントローが付いていて、今はその二人がジョゼの政務の内容を取りまとめているところ。


親馬鹿として有名なカセロールも、可愛い愛娘まなむすめが頑張った成果を知りたがる為、出来るだけ詳細にまとめている。


時折雑談めいた会話が混じるが、これは総評としては合格点、と早々に結論が出ている為。合否ギリギリを査定するなら緊張もするが、合格点を確実に超えた水準を議論するのは気楽なものだ。


「口上を間違えてたのは良いのか？」


「大事なところは間違えてないし、大体合ってたから良いだろう」


「むしろ、あの年頃なら、ああいうたどたどしい部分があるもんだよな。普通は」


「そうだな。ジョゼフィーネ様も立派に一家を率いる力量と才能をお持ちだろうと思うが、お前さんが言いたいことは分かる。普通じゃないのが居るってことだろう？」


「そ、俺が言いたいのはそれ。大抵のことをそつなくこなす子供ってのがおかしい。うちの子が馬鹿に見えてしまう」


二人がぼやくのは、モルテールン家の末っ子のこと。


彼が初めて人前に立ったのは四歳のときだったが、そのときから大器の片鱗を見せていたというから驚きだ。


ジョゼとて美貌と才気を謳うたわれた才色兼備の令嬢だが、弟と比べると相手が悪い。


まして、自分の子供たちと比べると、と親としては愚痴も零したくなる。


「で、その変人はどうしたよ。昨日から見てないが」


「ダグラッド、お前若様に対して酷い言い様だな」


「あの人の姿が見えないと、どうにも腰が落ち着かない。またすぐにでも無理難題を抱えて俺を連れまわすんじゃないかと」


モルテールン家筆頭外務官ダグラッドは、他家との折衝せっしょうに必要な外交儀礼プロトコルに通じていて、対外工作や情報収集を専門分野とする外務のプロフェッショナルだ。


使い勝手の良い人材としてモルテールン家では重宝されているが、それだけに仕事の内容は密度も濃い上に重要なものばかり。


部下がついて仕事が楽になるかと思いきや、むしろそれを上回る勢いで仕事が増えているという状況に、ぼやきも絶好調の毎日を過ごす。


「外務の責任者は大変だな。若様は、今王都に行ってるよ」


「王都？　ますます嫌な気持ちになる。厄介ごとか？」


「厄介なことには違いないが、多分お前には関係無いことだろうよ」


「関係無いこと？　なんだそれ」


自分に関係が無いのなら、他人の不幸は蜜の味とばかりに身を乗り出して尋ねるダグラッド。


そんな同僚に、悪人面をこじらせたようにしてにやけるコアントローが、もったいぶって言う。


「女」


「女ぁ？　そりゃ世の中で一番厄介だな。若様が女のことで厄介ごとか。ぶははは」


男二人、大きな口を開けて笑うのだった。


◇◇◇◇◇


「ふんふん、ふふん〜」


陽気な鼻歌が聞こえる部屋。


少年にとっては既に二度目となる部屋であるが、少年の婚約者にとってはここは初めて。


そして少年の母にとっても、実は初めてという王都のホーウェン商会の一室。


何人もの従業員と身内に囲まれ、アニエスは気分も上々に布地を身体に当てていた。


「ご機嫌ですね、お義母様」


「そうね〜こうして新しい服を作るのも久しぶりだから」


「奥様、体形をずっと維持されているということは素晴らしいことでございます」


女性たちの会話は、とても華やかである。


品の良い調度品や、センスのある衣装で飾られた部屋は、ホーウェン商会にとって上客にしか使われない。ほとんどお貴族様専用の部屋になっていて、それもある程度信頼が無ければならない。


辺境伯家令嬢のリコリスはこの部屋を使っても問題無いが、彼女は大抵の衣装を自分の父の領地で賄えていた。王都ほどでないにしても、東部では指折りの大都会で生まれ育った人間である。


わざわざ王都まで来る必要が無かったという意味で、この店は初めてなのだ。


対し、結婚前は男爵家令嬢であり、結婚後は実家に睨にらまれた上に、弱小貴族に嫁いだアニエスは、王都の高級店に来ること自体が初めてだ。普段はもっと下級貴族向けの品揃えが豊富な店に行く。


店内に有る布で何とかそれらしくするのではなく、どんな注文だろうと応えられると豪語する豪商での買い物など、今までに無い経験だ。


それだけに、足が地に着かないほどご機嫌で買い物をしていた。


「でも、私まで一緒に仕立ててもらって良かったのでしょうか？」


「勿論よ。リコちゃんはうちの子も同然だもの。ね、ペイスちゃん」


「ええ。リコも遠慮は要りません」


何故このような超が付く高級店で、しかもリコリスとアニエスの二人が揃って買い物をしているかといえば、ペイスの姉であるジョゼフィーネのお買い物が原因だ。


先日、砂糖づくりにかまけて約束をすっぽかしてしまった埋め合わせに、ジョゼをペイスが持て成した。日頃はしたくても出来ない散財に、いたく満足したジョゼだったのだが、それを母や義妹に自慢したのだ。


政務が忙しいからとペイスに構って貰えないリコリスや、親子のスキンシップを取りたいアニエスの二人が、それを聞いて心穏やかに有る訳もなく。


ペイスが大切に思う女性二人の連合軍に対し、ペイスを除いた男性陣は戦略的撤退を選択。ペイストリー軍は孤立無援の中で包囲を受けて降伏。ジョゼと同じく買い物に付き合うことを条件に、講和となった。


「でも、お高いんじゃ……」


「僕も稼ぎはあります。リコの為に服の一つや二つ贈る甲斐性は有るつもりです」


「あらら〜私には？」


「母様も、今までの御礼を兼ねた親孝行です。どうぞお気のすむまで」


ジョゼだけを贔屓にしたと、ぷんすか腹を立てていたご婦人方。


機嫌をよくして貰う方法。いや、機嫌よく出来る人間は一人だけ。ことの原因たるペイスが、彼女たちが満足いくまで付き合うことになる。


彼女たちが買い物を始めたのは朝も早い時間からであったが、終わったのも朝だった。


買い物が早く終わったのではない。買い物に、三日を掛けたという意味である。一日目が主にアニエス用、二日目がリコリス用、三日目がペイス用とお土産用であり、三日目が朝のうちに終わったのは不幸中の幸い（？）だった。


ペイスの懐が、季節外れのブリザードに襲われたのは言うまでも無い。


新しい服やアクセサリーを手に入れ、ウキウキ気分で機嫌を直したアニエスや、親同伴とはいえ久しぶりにペイスとデートが出来たことに喜んだリコリス。そして、二人とは対照的にへとへとになって帰ってきたペイス。


三人がモルテールン領へ戻って来たとき。戻って来るのを見計らっていたように、金庫番のニコロがペイスを呼びだした。


「うっしっし。若様もお疲れ様です」


「……僕が疲れているのが嬉しそうですねニコロ」


「日頃は俺らを疲れさせるんですから、たまには逆があっても良いでしょう」


「失礼な。僕はいつでも皆の快適な職場環境の整備に腐心ふしんしているといいますのに。疲れたいというなら、仕事を増やしても良いですよ？」


疲れていても、口は減らない少年。いや、むしろ数日間は我慢を重ねただけに、ここぞとばかりに攻撃的な口調になる。


もっとも、日頃から口の悪い家人と過ごしているニコロは飄々ひょうひょうとしていた。それどころか、反撃までしようと試みる。


「あらら、良いんですかそんなことを言って」


「ん？」


「折角若様の疲れが吹っ飛びそうな話を持ってきたのに」


疲れの吹っ飛びそうな話というのは、良い話のはず。


心の清涼剤を求めていたペイスは、それは何かと尋ねる。


「何です、聞きたいので教えてください」


「あ〜俺仕事が残ってたの思い出したな〜。忙しいからな〜。従士長は酒が飲めるのにな〜」


もったいぶって、しかも露骨にチラチラとペイスに目をやるニコロ。誰に学んだのか、他人の足元を見て要求を吹っ掛ける。


疲れが一層溜まった気がした少年は、はあと溜息で答えた。


「良いでしょう。新人さんが来るまでシイツに手伝わせます。酒の方も、多少は回すよう言っておきましょう」


「うひょ。じゃあ教えますけど、若様が楽しみにしていた砂糖の試作品が出来たらしいですよ。執務室に試作品が運ばれていて……って早!!」


砂糖と聞くやいなや、ペイスは執務室に向けて走り出した。精神的な疲労などは既に地平の彼方に打ち捨てられた。


家の中を走るなど、貴族の令息としては行儀が悪いなんてものでは無い。


しかし少年は、自分の後ろで若い従士がそれを咎めて叫んでいるのを聞き流し、執務室まで駆け抜けた。


勢いそのままに、扉をノックすると同時に開ける。


「砂糖が出来ましたか!!」


部屋の中にはグラサージュとカセロールが打ち合わせをしていた。


毎度のこととはいえ、いきなりの乱入者には驚かされる。あまりの勢いに、一瞬ぽかんとした二人だったが、慣れている分平常心に戻るのも早い。


「ペイス!!　お前はドアの開け方を覚えろ。ノックと同時に入るな。何度言えば分かる!!」


「ノックよりも砂糖です。試作品はどこですか!!」


行儀作法なぞ、砂糖の前では糞くそくらえである。


目をらんらんと輝かせた菓子職人が部屋を見渡せば、執務机の上に布で包まれた何かが置いてあった。


色々な意味で鼻が効くペイスは、それこそ目当てのものだと気付いて飛びつく。


布を引っぺがしてみれば、黒っぽい塊がそこにあった。


「おお!!」


糖分たっぷりの汁から不純物を除き、丁寧に水分を飛ばして出来る糖の塊。一見すると石っぽく、岩塩とも間違えそうなこれこそ、ペイスが物心ついてから常に欲し続けた甘味調味料の王様である。


「うん、うん、これならいける」


ぺろりと舐めてみれば甘い味がして、ペイスは満足そうに頷く。


まだまだ出来が甘い。いやさ、粗い。とはいえ、自家製の砂糖が出来たことに変わりはなく、風味に癖のある砂糖でも作れるお菓子の算段を始めた。


あれも作りたい、これも試してみたいと、妄想に花を咲かせながら独り言を呟きつつ、おまけに部屋の中をうろうろとし始める。鬱陶うっとうしいことこの上なく、見かねて父親が声を掛けた。


「ペイス、少し落ち着け」


「でも父様、砂糖ですよ!!」


「分かっている。だから落ち着け」


カセロールは、興奮しっぱなしの息子をなだめた。慣れているはずのグラサージュが呆れるほどの時間を掛けて、ようやく話が出来るまで沈静化させる。


「下手をすれば数年は掛かるかもしれぬと覚悟していたが、ここまで順調に進むとは僥倖ぎょうこうだ」


「色々と試行錯誤も苦労もあったんですよ？」


「分かっている。それで、丁度グラスとも話していたところだが、砂糖の製造に目途が付いたとなれば、更に先のことを考えるべきだ」


「先？」


砂糖製造の先と聞き、ペイスなどはお菓子を思いついた。勿論、カセロールが言うのはそのことでは無い。


「うむ。酒と砂糖も、多少のトラブルと試行錯誤があったにせよ売り物になりそうな目途が付いた。となれば、より規模を拡張した上で、生産を安定させておきたい。幾ら良いものでも、供給量が不安定過ぎては特産品には出来んからな」


「ごもっともです」


特産品と銘打って大々的に売り出すのならば、他所の商人が来たときに売れるだけの在庫を常に確保しておかねば機会損失になる。その場で売れるはずのものが売れなかった、という損だけでは無い。一度無駄足を踏んだ人間は、二度目をかなり躊躇ちゅうちょするのだ。


最低でも、何時どの程度用意出来るか、という確約を貰えねば、商人などは見向きもしなくなる。供給量の安定は、需要の安定と同じぐらい大事なこと。


「後は、製品の質を上げねばならん。量が安定すれば質の安定も必要になるが、今の段階では何とか酒と砂糖と呼んでもおかしくない、といった程度。出来ることなら、他が容易く真似が出来ないぐらいの質が欲しい」


「生産量の安定と同時に、質の向上ですか。時間が掛かりますよ？」


「構わん。十年単位の計画が要ると思っているし、元々この話はお前が発端だ。お前の代で軌道に乗るぐらいでも構わないと思っている」


「父様……」


父親の信頼に、次期領主は感動すら覚える。


感情が揺れやすくなっている興奮度マックス状態というのもあるが、十年先を見据える父親の見識の高さに、素直に称賛の気持ちを抱いたのだ。


尊敬すべき親の期待に全力で応える、と奮い立つのがペイス。それを見て余計に不安になるのがその父親である。


「任せてください!!　酒の方は、職人を抱き込みましたし、地道な改良の目途は立っています。更にハイグレードな酒についても腹案がありますので、大丈夫でしょう。期待には応えて見せます」


「ほう」


息子が既に先々の見通しを立てていたことに、今度は父親が感動する番だった。これがあるから、自分の息子は侮れないのだと。


ペイスの考える腹案とは、現代人なら誰でも浮かぶ発想だった。酒を更に酒らしくするとなれば、考え付く思考の先には蒸留酒という言葉が浮かぶもの。


リキュール、バーボン、ウィスキー等、お菓子と馴染みのある酒については、ペイスも多少の知識がある。今後の酒の研究については腹案があるというのも、このことを指していた。


「砂糖の質の向上については……まずは精製をしてみるべきですね」


サトウモロコシの搾汁を煮詰めて作るロゾク糖は、サトウキビやテンサイから作るよりも多くの蜜を含むし、ショ糖含有量も少ない。それ故に近代では砂糖の原料として廃れてしまった訳だが、それでも精製すれば白い砂糖が出来上がる。


もっとも、その方法については試行錯誤を要し、今後も研究開発が必要である点をペイスは気にしていた。


砂糖の質という意味では、より白くしていくのが分かりやすいと、ペイスは考えていたのだ。


「若様、精製というのはどういうことです？」


「この試作品を、より純粋な糖の塊にしていくということです」


「……よく分かりません。砂糖は砂糖でしょう？　これ以上どうしようって言うんですか？」


「分かりやすく言うと、より白くすることを目指すということですよ」


「おお。なるほど」


ペイスからすれば、砂糖の色といえば白が常識。もっと言えば、氷と同じで透明である。


それを知る人間ならば、試作品のように黒っぽいものはまだまだ砂糖と呼ぶには未熟と考えるし、白くする為にもっと手間暇を掛けねばならないと思う。


しかし、砂糖というものにほとんど馴染みの無いグラサージュなどは別の感想を持つ。今でも十分に売り物になりそうな砂糖であっても、満足していないペイスの向上心の高さに驚くのだ。


グラサージュの感嘆の声に、カセロールも同意した。


「では、砂糖については引き続きペイスに任すか」


「是非お任せを!!」


さあやってやるぞ、という気合のみなぎるペイス。


大人たちからすれば、言いしれ無い不安もあり、大きな期待もある。


「失礼します」


粗方の方針が決まったあたりで、執務室がまた一人分密度を増した。グラサージュ担当分の予算について、ニコロが報告に来たからだ。


「ニコロ喜んでください」


ペイスの嬉しそうな声。いつもより声量も三割増しにデカイ。


部屋に来て早々の不審人物発見に、ニコロは警戒心を露わにした。


「なんすか？　すんごい嫌な予感がするんですけど」


「貴方の仕事がこれからもっと増えそうです。砂糖を精製する方向性が決まりました!!」


「うぎゃああ、やっぱり碌でも無いことだった!!」


「これから砂糖の質を上げ、目指すは真っ白な上白糖です。楽しい仕事ですよ。ワクワクしてきませんか？　してきますよね。いや、するべきです」


「若様は、その腹黒さこそもっと白くするべきです。ああ、俺のゆとりが。優雅な生活がぁ」


モルテールン家の執務室。腹黒い連中を清廉潔白に染めて欲しいと、切に願うニコロだった。

            





    
  
  




行商人の帰還


春の息吹がそこかしこに感じられるある日。


木々は萌木もえぎとなって人々に若々しさを見せつけ、遠くに見ゆる山々の肌も真っ白な肌から日焼けが見える。


そんな、のどかで麗らかな、始まりを思わせるような日。


モルテールン領には珍しい光景があった。


「さあさあ安いよ安いよ。あ、おばちゃん久しぶり」


馬車の御者台の上に立ち、荷馬車の荷物を見せつけながら、男が声を上げていた。春らしい明るい声に、人々は引き寄せられるらしい。


馬車の周りには、、本村でも噂好きな女性たちや、賑やかな子供たちが居る。


「ラミトくんも立派になったわね」


「ありがとう。おばちゃんもどう？　この織物、綺麗でしょう。今都会で流行してる柄でね。中々手に入らないものなんだけど、おばちゃんには昔っから世話になってるから特別に安くしておくよ？」


「あら嬉しい。御幾らかしら」


街商人デココの弟子として、行商人のふりをしているラミトが、行商人らしく商品を仕入れてモルテールン領に戻って来た。


仕入れてきたのは、布、果物、塩、鉄鍬など。取り立てて珍しいというものも無いが、モルテールン領では何時だって不足気味のものであり、長らくモルテールン領で過ごしてきたラミトだからこそ、村人が欲しいものが分かるのだ。


目の前のご婦人に布を広げて見せているが、お互いに顔見知りどころか親戚も同然。おばちゃんたちの好みなんて十分に分かっているのだから、身内びいきもあって良く売れる。


しかも、わざと布の仕入れは少なくしていた。高い商品は一気に大量に仕入れるのではなく、品薄感を出して購買意欲を煽るのがテクニック。デココから伝授された行商人のコツその十二だ。


こうして見ると、ラミトも中々行商人としてそれっぽく見える。


「ラミト兄ちゃん!!」


「ようテツ。元気だったか」


「おう。ラミト兄ちゃん、なんか美味しいもん無い？」


買わずともわいわい商品を品評するだけで楽しめる、賑やかな割に財布のひもが固めな女性陣の間から、男の子が顔を出す。


ラミトを慕う村の後輩。テツことローテップ。年はまだ八つと、ペイスの一つ下。やんちゃ盛りで、じっとしているのがとにかく苦手な年頃。


今日も今日とて家の手伝いをさせられていたのだが、久しぶりにラミトが帰ってきたとあって手伝いをほっぽりだして野次馬に来ていたのだ。


それを分かってラミトは苦笑する。


「ん？　あるぞ。ほれ、干し葡萄を仕入れてきた。二粒で銅貨一枚ってところだな」


美味しいものを食べるというのは、どんな時代でも娯楽の筆頭格。不味いものだけを食わされるなどは拷問のようなものであり、美味しいものを食べるのは至福の時。


とはいっても、美味しいものでも毎日食べていれば飽きが来る。ましてやそれがありきたりの田舎料理ともなれば、飽きない方がおかしい。


行商人が来たとき、子供たちの興味は、珍しいおもちゃか、でなければ美味しい食い物だ。


モルテールン領の食事情を身をもって経験しているラミトも、その辺は抜かりない。ザースデンには無い珍しい食べ物で、それでいて子供の小遣いでも買えそうなリーズナブルな商品を仕入れてきていた。


その一つが干し葡萄。


日持ちがする上に小さくて持ち運びやすく、仕入れる手間もかから無いし、質についてもどこだって大きな違いが無い。


街の市場で仕入れたので、仕入れ値は一袋で一シロット。原価に換算して、四粒から五粒で銅貨一枚程度。原価率五十パーセントとなれば、行商の荷としてはかなりのお買い得商品なのだが、子供がそれを知る訳も無い。


銅貨一枚だってそうそう手に入らない子供の身としては、タダじゃないことに文句を垂れた。


「高えよ。良いじゃん奢ってよ」


「馬鹿。商人がタダで物やってたら首を括るしかなくなるだろうが。これでも大分サービスしてんだ。デココさんにバレたら怒られちまう。ほれ、買わないんならあっちいけ」


「ケチ!!　母ちゃんに言いつけてやる」


「どうせ言いつけるなら小遣い寄越せって言ってみろ。金持ってきたならおまけしてやるから」


多分手伝いから逃げ出してきただろうから、母親のところに行けば説教だろうな、とラミトは少年を見送る。






次の客は二つ隣の家の旦那さんだ。


「かかか、ラミトも良い仕事してるぜ。ところでよう、酒はねえのか？」


「ひと瓶だけ良いワインがある。けどおっちゃん、この間の新年会の後、散々酔っぱらって怒られたはずだろ。禁酒するとか言ってなかったか？」


「だから禁酒したじゃねえか。三日も禁酒したんだぞ？」


「それは禁酒って言わないと思う」


「かてえこと言うなって。お前、硬いのは下しもだけにしとけ？　いや、若いから硬えのは当たり前か？」


「よ〜し決めた。おっちゃんには酒は売らない」


「おいおい、冗談ぐらい良いじゃねえか」


「下ネタで喜ぶ行商人が居る訳無いだろ」


ラミトも長くモルテールン領に居ただけあって、子供達には顔が効くし慕われている。


おばちゃん連中には可愛がられるし、おっちゃん連中にはからかわれるのも、ほとんど身内みたいなものだからだろう。






やいのやいの賑やかな商談の中。皆が良く知る少年もやってきた。


「ラミト、やってますね」


「あ、ペイストリー様。ご挨拶が遅れましたが、ラミト＝アイドリハッパ帰参致しました」


「ご苦労様。後で屋敷に顔を出してください。注文したいものが有るので」


「!?　分かりました」


ラミトは外務官として、他領との折衝や情報収集に従事している。


この仕事は、主家への忠誠心がまず何よりも重要。他家とは否応なく接触するだけに、篭絡ろうらくや調略の対象になり易い。外交交渉でも、交渉条件を緩める見返りが、個人的利得を匂わせるものであったりすることも多い。


例えば関税を引き下げる代わりに、利益の幾らかをキャッシュバックする、というような交渉があった場合。個人の利益になる大金よりも御家の繁栄と忠誠の為に尽くす、強い精神力が求められる。


ラミトはまだそこまで成熟した外務官ではないが、将来的にはそうなって欲しいと見込まれて絶賛教育中。


注文したい商品があるから屋敷に寄れというのが、ラミトへの用事の口実なのは分かり切っているが、村人にはそこまで分からない。また若様がおかしなことをしようとしている、ぐらいの認識である。


モルテールン家からしても、ラミトが領地に戻って来るたびに報告を聞き、問題点を洗い出し、改善点を指摘し、忠誠心を鼓舞するケアの必要性がある。それも出来るだけ秘密裏に。どこに他家の耳や目があるか分からないのだから。


まだまだ未熟なラミトは、ペイスやカセロールに呼ばれるたびに緊張していた。


肩に力が入ったままのラミトが領主屋敷に出向けば、即座に執務室に行くように言われる。


モルテールン家のお屋敷はまだ真新しく、ラミトでもちょっと気を抜くと迷ってしまいそうな広さがあった。迷って女性区画にでも入ってしまえば懲罰ものである為、気は抜けない。


「失礼します」


執務室に呼ばれたラミトは、ガチガチになりながらも部屋に入った。


部屋には、父親のグラサージュ、領主カセロール、次期領主ペイスに、従士長のシイツが居た。


直接の上司であるダグラッドは居ない。今は別の任務で外出中だ。


「よく帰って来たなラミト。元気そうでよかった」


「は、はい。えっと……ラミト＝アイドリハッパ、ダバン男爵領より帰参致しました!!」


堅苦しい敬礼に、重役たちは苦笑した。


新人らしい初々しさは微笑ほほえましいが、赤ん坊のときから知っているラミトの緊張っぷりはつい口出ししたくなる程度には危なっかしい。


この緊張をほぐすのは、父親の役目。


「そう堅くなるな。俺たちはお前がどういう仕事をしてきたか、聞きたいだけだ。なに、いつも通りの世間話と思って気楽に話せ」


「親父ぃ、そうは言っても」


グラスの言葉に、ラミトは更に緊張する。


今の任務を与えられるとき、ペイスから言われたことがある。自分の任務の成否が、モルテールン家の浮沈うきしずみに関わってくると。


従士になる前に海賊討伐では醜態を晒さらし、その上で従士になっての初仕事だけに、他人から見ても丸分かりなほど気合が入っているのだ。


「ラミトが頑張ってくれれば、それだけ我が家としては助かるというのも事実です。ですが、ここに居る面々にまで堅くなる必要はありません。見れば分かるでしょう。酒好きのおっさんばかりです」


「ひでえ。坊、それじゃあまるで俺らが飲んだくれの駄目親父みてえじゃねえですかい」


「そう言っています。普通の常識人と呼べるのは、この中じゃ僕ぐらいじゃないでしょうか？」


「無いですね。あり得無い。若様が一番非常識だ」


執務室に笑いが起きる。


それでようやくラミトは肩の力を抜いた。


「それで、初めてのダバン男爵領はどうだった？」

            





    
  
  




カセロールがラミトに尋ねた。


今回のラミトの仕事は、色々と騒動のあったダバン男爵領の事後偵察任務。モルテールン家としてはまずまずの結果となった騒動の後に、ダバン男爵領がどういう風になっているかを確認して来ることだった。


九割方観光のような仕事ではあるのだが、万が一にもモルテールン家に見落としがあり、ダバン男爵領でモルテールン家がボロクソに罵られるようなことがあってはたまらない。


そんなことが無いということを確認する為だけに、ラミトが行商人として足を運んだのだ。


「良いところでした。山あいに町があったんですが、山道を越えるときに、その街を見下ろす光景はとても綺麗でした」


「そうか。街の様子はどうだった？」


「普通っちゃ普通でした。なんかよそものにはそっけない感じがしましたけど、別に変わったところの無い日常って感じでしたね」


「ふむ……」


ラミトの報告は、特に変わり映えの無い報告だった。ごくごく普通の町だとラミトは言う。


だが、有る一点にペイスが片眉を上げる。


「そっけない感じ？　行商人に対してですか？」


「はい。挨拶してもジロっと見返されるような感じで。別に何かを言われたって訳でも無いですし、嫌われてる訳でも無さそうでしたが、何だか歓迎されてない雰囲気がありました」


「それは妙ですね」


ペイスは考え込む。


腕を組んで瞑目めいもくしつつ、じっと無言になった。


ペイスの思慮深さは皆が知るところなので、シイツにしてもペイスの言葉が気になる。


「妙？　何がですかい？」


「あそこは今政治的に孤立し、行商人の行き来も減っていたはず。ワインの買い付けに来る行商人ぐらいでしょうが、それならば歓迎されるはずです。何せ主産業ですから」


「何かヘマこいて、商人にぼったくられたんじゃねえですかい？　あそこの領主は商売センスがねえでしょうし」


「だったら歓迎されないどころか嫌われますよ。好かれるでもなく、嫌われるでもない状況が妙なんです」


行商人に対して、好意的な領地は多い。商人が来ないと困ることはあっても、来て困ることは滅多にないからだ。宿泊してくれればお金も落としていってくれるし、珍しいものを運んでくれるなら嬉しい。


逆に嫌われるとするなら強欲な商人や詐欺師まがいの商人による被害というのが一番しっくりくる。


しかし、嫌われるでもなく、好かれるでもない、遠巻きにされる理由として思いつくものは何があるのか。


「……調べますかい？」


「ラミトにもう一度。いや、ダグラッドに行かせた方がいいですね」


「そりゃまた何で？」


「同じ人間が何度も足しげく通うと怪しまれるからです」


ペイスの指摘に、当たり前のように皆頷いた。若いラミトは経験不足もある。短期間に何度も同じところに行けば、怪しい目で見られること間違いなし。


「なら、ラミトはどうします？　別のところに行かせますかい？」


「何があるか分かりませんから、男爵領の地理に明るいラミトは手元に置いておきたいですね」


「んじゃあ、自宅待機ですかい？」


「そうなりますね。ということで、ラミトはしばらく実家でゆっくり休むと良いですよ」


「はあ」


「休暇ってことだよ。羨ましいぜ」


シイツは、ここしばらく休みなし。


新人が入って落ち着いたことで、ようやくまともな睡眠がとれるようになったと喜ぶぐらいだ。


それを思えば、休んで良いと言われたラミトはラッキーだろう。


「私には休暇は貰えませんかね？　久しぶりに息子とゆっくり話がしたいんですが」


「却下だ。グラスには国道の件もあるし、休まれては困る」


当然、領内の建設関係を一手に担うグラスも、休暇は当分お預け。むしろ今が一番忙しい。


「やっぱり、人手が足らんのですよ。いっそ暇な奴に、仕事を押し付けるってのは？」


「ほほう、それは良い。半人前でも倍働けば人並になるだろう」


ワーカーホリック気味な大人たちの目が、ギラリとラミトを見た。


丁度良く自分の代わりに手の空いてそうな奴が居た、という雰囲気で。


「そ、それじゃあ俺はこれで失礼します!!」


慌てて踵きびすを返して部屋を出て行ったラミトを見送る面々。


彼らは、ラミトが揶揄からかい甲斐のある男であることに笑い声を上げるのだった。

            





泣かせた時


従士とは、神王国においては平民以上貴族未満の存在。


自分の財産を領主から保証してもらえるし、ある種の免税特権も仕える家には認めてもらえる。多くの部分で仕える主家に守られるという点では平民より立場が上。


平民ならば収入の何割かが税金として取られるし、いざとなれば財産の接収も起こり得る。だが、従士の収入は元々税から支払われるので無税の場合が多い。勿論、土地からの収益は別に税が掛かることが多いが。


その上で、有事の際には騎乗が認められている。


モルテールン家では領主家の意向もあって、従士家のものならば平時でも騎乗が許されていた。


いざというときの為に練習するのは良いことだ、というのが建前だ。


ラミトは行商人を装う為に普段は馬車を使っているが、馬はモルテールン家からの借り物。馬一頭には家が一軒買えるほどの大金が必要で、それを預けてもらえるだけでも如何にラミトが信用されているかを示すものだ。この馬をただ遊ばせるのも勿体無い。


また、ラミトが従士家出身であることも村びとなら全員知っているので、人目を憚はばかることも無い。今日ばかりは構わないだろうと、ぱっかぱっかと呑気な音をさせながら、乗馬を楽しんでいた。


「なんか、いつの間にか大きくなったよな」


ラミトが見ていたのは、去年開墾された畑。


本村から少し遠くはあるが、区画整理もきっちりされていて、今は三分の一ほどに豆が植えてあるのを見ていた。まだ芽も出ていないが、モルテールン家では数年前からよく見かける光景。ただし、規模が変わった。


この場所は、ラミトがまだ従士になる前の子供だった頃は、草すらまともに生えない荒地だった。モルテールン領ならば何処でも見られた荒野。


人の背丈よりも大きい岩が埋もれていたり、ゴツゴツした石が幾らでも転がっていた中。岩を何十人もが力を込めて掘り起こし、石を丁寧に片づけ、硬くなった土を何度も何度も掘り返して柔らかくし、肥料を撒いて地力を作り、用水路を作って水気をタップリ含ませ、石灰や灰を撒いて土味を調整し、実り豊かな畑にしていった。


地道な開墾作業と農地拡大の政務は、かつてはラミトの父であるグラサージュが担当していただけに、青年ラミトにとってもなじみ深い。


ちなみに農地拡大に掛かった労力や費用は相当なものであり、この土地の収益から取り戻すのに、恐らく百年は掛かると言われている。


逆にいえば、それほどの費用と労力を掛けたからこそ、今のモルテールン領の右肩上がりの活況があるのだと言えた。


私財をはたいてまで農地を増やして領地を豊かにする。まさにモルテールン家は領地貴族の鑑と、仕える身ながら誇らしい。


「お？」


そんな畑の中に、見慣れた顔が幾つかあった。下を向いて作業しているから分かりづらいが、背格好は見慣れた奴ら。


ラミトは馬をぱからぱからと速足にさせて近づく。


「よっす、みんな頑張ってるか？」


「ようラミト。馬に乗って散歩か？　良いご身分だな」


ラミトが声を掛けたのは、村の若い衆だ。声を掛けられたところで顔を上げたが、その額には健康的な汗がにじんでいる。どいつもこいつも日焼けしていて服装も雑。いかにも農夫という格好。それが四人ばかり。


皆同じ時期か、或いは数年程度ラミトより早く聖別の儀を受けている奴らで、村の中では最も頼りにされる労働力。力仕事担当の若者たちだ。


十代後半或いは二十代前半の、今が人生で一番輝かしいと思える年代。


村の中でも一番騒がしい年代でもある。


いいご身分だと茶化しながらも、その口調には親しみがあった。


「ふはは、もっと敬っても良いぞ。ほれ、図が高い」


「こら調子に乗んな。それで、お前は今日も仕事か？」


「今日は休暇を貰えたから、気晴らしに来た。散歩してたらお前らが居たから声かけただけ」


「ふ〜ん」


貴族を政治家とするならば、従士はその手足となって働く、いわば官僚。


一応は領内ではエリート中のエリートな訳だが、どうにもラミトは威厳というものに欠ける。生来の性格が調子に乗りやすい楽天家で、社交的ではあるが要らないことを口走って喧嘩することもしばしば。


村の若い集からも調子のいいことを言う性格を知られている上に、元々モルテールン家は上下の垣根が低い。それだけに、領民と従士の会話もかなりくだけていた。


「そうそう聞いたぞラミト」


「あん？」


そんなだから、ラミトに対しても遠慮なく絡む。


若い衆の一人が、馬から降りた従士の首をぐっと掴んで寄せた。


汗臭い匂いに、引き寄せられた方は若干顰め面だが、寄せた方は実にあくどい顔をしている。


男は更に腕の力を込め、ラミトの耳元まで顔を近づけて小さな声で会話しだした。男同士の秘密の会話という奴だ。


「お前、新村で美人な未亡人に言い寄られたんだって？」


「げっ、誰から聞いたんだよ」


男のにやけた顔の理由が分かったとたん、ラミトの顔には一層の苦みが走った。


「トバイアムさんだ。面白い話だってんでゲハゲハ笑いながら話してくれた。あの人は声がでかいからな。村中のみんなが知ってる」


「マジか……」


従士の頭の中に、馬鹿笑いをしながら歩き回る大男の顔が浮かぶ。あの脳筋男ならやりかねないと、頭を振って想像をかき消す。


ラミトは独身。


それも、古参従士の家に生まれているのだから、モルテールン領に限ればエリートのボンボン。


当人も従士として既に地位を得ている。現代日本で言えば一種試験をパスした国家公務員のような地位。


そのくせ、今まで女に縁が薄くて経験も浅い初心うぶな年頃。


生計の不安定な若い寡婦おんなやもめなどは安定した職業についている人間と再婚したいと願うもの。モルテールン領はまだマシだが、ただでさえ寡婦というのは収入が少ない。仮に普通に畑を借りられたとしても、力仕事となるとどうしたって男手には劣るし、夫婦で分業するよりも効率は悪い。従士家に入れるならば普通は大喜びする。


経験豊富で色気のある人妻からすれば、ラミトなどは美味しいカモがネギを背負って鍋持参で歩いてるようなもの。調味料もおまけで持っているかもしれない。


うちに泊まっていかないか、などという色っぽいお誘いは、新村に寄るたびにラミトを喜ばせ……もとい、苦しませてきた。


「お前だって、満更じゃないんだろ？」


「そりゃあ、俺だって男だし、言い寄られれば嬉しいさ」


本村の男連中の内、こうやって馬鹿話している連中はまさに今が結婚適齢期。


現在の本村の人口は二百五十人弱。数年前と比べると格段に人口が増えているのだが、若い結婚適齢期の独身男女に限れば二十一人。これは、人口の多くが子供であることも一つの要因であり、他所からの家族連れの移民が何組かあるという点も要員の一つ。


二十一人といっても半分ほどは女であり、残りの半分の男を並べたなら、半分以上はモテない男になる。人気とは偏るのだ。


モテない男にとってみれば、他人の色ごとなどは揶揄からかうネタでしか無い。誰だって〝最後の一人〟という売れ残りにはなりたくないとは思っているのだが、かといってまだ遊びたい年頃だ。


未亡人からの誘いなどは、この年頃の男にとっては興味津々の話題だった。


ラミトは良いおもちゃである。


「で、どうなんだよ」


「どうって、何が？」


「その未亡人だよ。お前独身だろ？　相手も今は独身ってなら、丁度良いじゃん。嫁に貰えば？」


「なっ!!」


ラミトは狼狽えた。


自分にはその気が全くなかったのだが、他人から見れば良い相手に見えると気付いたからだ。


そろそろ嫁さんを貰えという家族からのプレッシャーもある。丁度良いと言われると、否定のしようが無い。咄嗟とっさに、頭の中に浮かんだのは不埒な映像。艶めかしい未亡人のセクシーな情景だった。思わず鼻の下が伸びる。


「ぐふふ」


だらしない顔。


「……何だか、嬉しそうね」


そんなラミトの背後から、声が掛かる。


冷たく、ヒヤリとした声。


「サ、サーニャ!!」


ラミトに声を掛けたのは、本村では一いち、二にを争う人気者の女性。


先に挙げた二十一人の中では、まず早めに独身から抜け出すだろうと誰もが疑わないデココ商店の看板娘サーニャ。勝気な印象を与えがちだが、面倒見も良いことから年下には慕われている女性だ。


何故彼女が畑に来ていたのかを不思議に思うことも無く、ラミトはこれ以上無いほど狼狽していた。見苦しいほどに慌てる。


「そんなに驚くこと無いじゃない。あたしの家もこの村にある訳だし、〝偶然〟話を聞いちゃうこともあるわよね。ふ〜ん、未亡人。ラミトは年上が好みって言ってたもんねぇ。良かったわね。色目を使ってくれる女性が居て」


サーニャは、ジトッとした目でラミトを見る。


その頃には何となく雰囲気を察して、若い連中は既に退散していた。君子危うきに近寄らずというのは、動物の生存本能でもある。


逃げ足の速さはモルテールン家のお家芸。門前の小僧も習っていないお経が読めるのだ。生まれたときからモルテールン領に居る面々もまた上に倣った見事な総撤退だった。


言葉に出来ない圧力を受け、独り残されたラミトは半歩ほど後ずさりながら、反論する。


「何だよ。モテたって喜んじゃいけないってのか!?」


「そんなことは言ってないわよ。別に」


「じゃあ何だよ」


ラミトは、サーニャに対しては強く出れない。惚れた弱みがあるからだ。


同僚として仕事をするようになって、ようやく普通に会話も出来るようになったが、まだまだぎこちなさがある。


思春期の男の意気地なさに比べると、サーニャはさっぱりしていた。普段は普通に仕事をこなし、ラミトのことなどまるで眼中に無いかのように振る舞っていた。少なくとも、ラミトにはそう見えるような態度だった。


「何でもないわよ。ラミトが戻ってきてるって聞いて、同僚だし、たまたま、たまったま休みが一緒だったから、顔でも見てやろうと思って来たら話が聞こえただけよ。ふん、何さ。良かったわね、素敵な恋人が見つかって。良いんじゃない。その未亡人って人と結婚でもなんでもすれば。じゃあね、私はお店に戻るから!!」


踵を返してその場を離れるサーニャ。


何故かその眼には涙を浮かべ、手に持っていたバスケットをラミトに投げつけていった。ラミトにぶつかり、中身が辺りにぶちまけられる。


散らばったのはサンドイッチ。ぐしゃりと潰れ、或いはバラバラに分解されたのを見れば、どうやらお弁当だったらしい。


ラミトは、サーニャが何故泣いていたのかも分からず、また何故怒っていたのかも分からず、その場に呆然と立ちすくむ。






「何だったんだよ……」


呆けた青年は、どう見ても不格好。


「……ラミトは馬鹿ですか？」


そんな間抜け面を晒していた男に、ペイスが声を掛けた。


少年も見回りの一環で、偶々この現場に出くわしたのだ。ラミトとサーニャが口論。というよりも、一方的にサーニャがまくし立てているところ辺りから見ていたので、大方の事情は分かる。


他の誰かは知らずとも、ペイスはそれ相応に人生経験も持っているのだから、何があったかは分かるというもの。分からない人間は相当に鈍感だ。


「ペイス様」


呆けた顔がようやく元の間抜け面に戻ったところで、ラミトはペイスに気付いた。


一応は主家筋の人間なので、軽く背筋を伸ばして敬礼するが、ペイスはそんなもの不要と言いつつ、軽くラミトを掴んだ。


「女の子を泣かせるとは、ラミトは何をやっているんですか。豆腐とうふの角に頭でもぶつけてみますか？」


「言ってる意味がよく分からないんですが」


「……鈍いですね。サーニャは、ラミトが結婚するかもしれないと聞いてショックを受けたんですよ？」


「俺、そんな気は無いですよ？」


「貴方がどう思っているかではなく、サーニャがどう受け止めたかが問題なのです。まったく、貴重な食料がこんなになって」


ペイスは、地面に落ちてしまったサンドイッチの残骸を片づける。菓子職人としては、食材が無駄に捨てられることは悲しいことだ。ましてや、食材一つを手に入れるのに山を越えて運ばねばならぬモルテールン領では尚更。


勿体無いとペイスは呟き、その後はラミトをキッと睨みつけた。その視線にラミトはまたもたじろぐ。


「ラミト」


「はい？」


「ちょっと顔を貸しなさい。貴方には、やってもらいたいことが出来ました」


「俺、休暇中なんですけど」


「つべこべ言わない。サーニャを泣かせたままで良いんですか!!」


「良くないです!!」


ペイスの声に背筋を伸ばしたラミト。


言われるがままに、ペイスについて行くのだった。

            





サーニャの想い


かつて、一人の少年が居た。


小さいときから剣を学び、読み書きを習い、父親のことを尊敬し、祖父のことを敬愛し、家族を愛し、自分に絶対的な自信を持つ男。


家柄も良く、貧しい村の中では珍しく衣食に困ることの無い家に生まれた。


やがて長じるにつけ、目鼻立ちも大人っぽくなり、周りの女性も放っておかなくなったとき、彼は一人の女性に言った。


「……あたしのこと、好きって言ったくせに。馬鹿ラミト!!」


サーニャは泣いていた。


泣きながら、駆け出していた。どこか当てがあった訳ではなく、ただ闇雲に。泣き止もうと努力しても、掬った水がこぼれる様にして涙が溢れる。自分でもどうして泣いているのか分からないほどぐちゃぐちゃの感情。


そんな状況なので、考えがあって動いている訳では無かった。


それでも人は、適当に動いているようでも。いや、そういうときだからこそ、自然と慣れた道を進むらしい。


気付けば、自分の良く知った場所に居た。その本村の良く見慣れた風景は、自宅のすぐ傍だった。


「サーニャじゃん。やっほ〜元気？　ってどうしたの!?」


自分の家の近くとなれば、サーニャの幼馴染で親友であるリラが居るのも不思議は無い。


泣いていた女性は、友達の前でぽろぽろと涙を零した。


日頃は勝気で、お姉さん然としているサーニャが泣いているのだ。親友としても、これはただごとではないと慌てた。


「な、何だか分かんないけど、とにかくこっちに来なよ。お湯沸かしてあげるから」


リラは、家畜の世話を一先ず置いて、親友を家の中に誘った。リラとサーニャが連れ立って家に入るのを、ヤギが一匹メェと鳴きながら見送った。


若い女性が人目も憚らず泣いているのだ。何となく、良くないことがあったんだろうなということぐらいは分かる。


あまり周りから好奇の目線で見られるのもまずかろうと、半ば隠すようにして部屋の椅子に座らせた。


サーニャは顔が酷いことになっているので、白湯さゆを御馳走ごちそうするついでに顔を洗えるように盥たらいと布も用意する。


幸いにして冬の徴用の報酬で薪はタップリあるから、遠慮することも無くお湯を沸かす。


「……ありがと」


そんな友人の気遣いに、サーニャは礼を言った。


温かい布で顔を拭えば、顔は多少綺麗になる。涙で荒れていた顔艶も、幾分かは基に戻ったようだ。


「何があったのよ」


「……ラミトが未亡人と結婚しちゃうかも」


「え!?　ラミトってサーニャが好きなんじゃないの？」


リラは驚いた。


ラミトがサーニャに懸想しているのはモルテールン領では知らぬもの無し。と言うよりも、正しくはラミトがサーニャにプロポーズをして、その場で断られていることを知らない人間が居ない。


田舎の噂話ネットワークは高精度かつ高速なので、実際にことがあった三日後には村中の人間が知っていた。


だからこそ、いきなりラミトがサーニャ以外と結婚と言われても、びっくりするしか無い。


ラミトは今でもサーニャが好きなんじゃないのか、という質問に、当のサーニャが心細げな顔をした。


「そう思ってた。ラミトはあたしのことが好きなんだって。でも、何だか最近不安になるの」


「あの子はサーニャに首ったけだから心配無いと思うけど」


「でもさ、未亡人だよ？　それも美人の。あたしよりもフラフラっとそっちに行っちゃいそうな気がするの。鼻の下なんてこんなに伸ばしちゃってさ。デレデレしちゃってさ。すんごい嬉しそうにしてたんだよ？」


昔からラミトは年上が好き。甘えさせてくれる女性が好みだと、スラヴォミールの年下好きと合わせて、男連中の間では周知の事実だった。


何かと噂話を聞くことも多いサーニャとしても、そんな話を聞いたことがあった。


つまり、年上の未亡人となればラミトの好みにジャストフィットという訳だ。心穏やかにいるのは難しかった。


「サーニャ、ラミトのこと振ったんじゃないの？」


「違うわよ!!」


サーニャはリラの指摘を目いっぱい否定する。


子供のときラミトは、それはそれは同年代の女の子からモテた。


まず、剣を習っていることもあって運動が出来る。子供の頃の運動能力の高さは、そのままヒーロー的存在の証。モテ要素の筆頭格。


父親が弓の名手ということもあって、指導を受けている弓も上手かった。ハトなどを射止めることも良くあり、それだけでも大人たちからも称賛される立派なことだ。子供たちからしても憧憬の対象であり、ラミトが自分の捕ったハトをおすそ分けしてくれたときなどは、リラからさえ嫉妬されたものだ。


当時はまだ三家しか無い従士家の嫡子ということもあったし、貧しい領民に比べると栄養状態も少しはマシだった為背も伸びている。体格だって良いし、ペイスの指導もあって小奇麗で清潔感もある。


これだけの要素があったのだから、ラミトは結構な人気物件だった。


当然、性格的に調子に乗りやすいラミトは、かなりの天狗になった。


自分が領内では一番いい男だ、とでも言わんばかりの態度で、サーニャに対して結婚を前提に付き合って欲しいと交際を申し込んだ。


ラミトからすれば、断られるはずが無いとでも思っていただろう。






しかしサーニャはそのとき、交際を断った。


理由は二つ。


一つは、ラミトが危うく見えたから。


サーニャは、両親から他領の話を聞いて育った。それだけに、モルテールン領が貧しい領地だというのを知っていたのだ。たかだか数十人しか居ない貧領の従士家など、ちょっと外に出ればど田舎の貧乏人に過ぎない、ということもおぼろげに察していた。


また、実際の戦場を経験したものが多いモルテールン領では、戦場の経験談も聞く。ラミトどころか、カセロールやグラサージュ以上に腕の立つ傭兵や騎士が珍しく無いことも聞いた。


ラミトが自らの素晴らしさであると誇る武力も、武芸も、地位も、富貴も、サーニャからすれば吹けば飛ぶような危うい感じに見えたのだ。


もう一つは、自分の未熟さ。


識字率の低い世界だ。モルテールン領の中でも、文字の読み書きが出来るサーニャは上から数えた方が間違いなく早い知識層で、デココ商店で雇用が即決だったことからも分かるように、優秀な人材だ。


しかし、これもまた上を見れば幾らでもサーニャ以上が存在する。モルテールン領のようなど田舎の辺境でちょっと賢い方だからと言って、それが自慢出来るものでは無いことを彼女は知っていた。デココの店で働くようになって、尚更それを強く意識するようになった。


これからザースデンも人が増え、移住者もどんどん来るだろう。実際に今でも幾つかの家が家族ごと越してきてる。自分の、高が知れた能力などは、いずれ平凡に埋もれるはず。


そんな将来への不安。


ラミトにせよサーニャにせよ、将来には不安要素があるのだ。ラミトが成長し、また自分が成長しなければ、実力主義を標榜するモルテールン家では没落するかもしれない。


ラミトはまだグラサージュの後援をもらえるからマシだろう。


だが、せめて自分がある程度実力をつけ、成熟した大人の女性として周りから認められるまで、とても恋愛にうつつを抜かせる状況では無いと考えた。特に、結婚なんて考えられる訳も無い。好きと言うだけで結婚出来るほど、サーニャが考えなしでは無かったのは、ある意味不幸だったのかもしれない。余人であったなら何の憂いも無くラミトのプロポーズを受けていたはずなのだから。


将来の不安とラミトの危うさ。だからこそ彼からの求愛を一旦保留にした。


そう、保留だ。決してラミトが嫌な訳では無い。むしろ逆。幼馴染で気心知れた仲。欠点も分かってはいるが、それ以上に良い部分や優しい部分を沢山知っていた。


「え？　振って無かったんだ。じゃあ何でＯＫしないのよ。サーニャだってラミトのこと嫌いじゃないんでしょ？　両想いじゃん」


「だって……あたしたちもまだ子供だったし。ほら、ラミトだって一時期凄い落ち込んだじゃない」


「ああ、あったあった。ボンビーノ子爵領から戻って来たときだっけ。一番の手柄を立てるって大見得を切っておいて、怪我するだけで帰ってきたときね。あれは見ていて可哀想なぐらい落ち込んでたわよね」


「ね？　そうなることが分かってたから、あのときは頷かなかったの」


ラミトは、自分に自信満々だった成人前、海賊討伐に参加した。そのときは碌な活躍が出来なかったこともあり、自信を喪失するには十分だった。更にはサーニャに振り向いて貰いたいが為に無茶をして、隣国の騎士に捕まったことがある。かなり主家に迷惑を掛けたこともあり、本人は未熟さを痛感し、今は地道に経験を積んでいるところだった。


そう考えれば、サーニャの考えは正しかったと言えるだろう。


「まだまだあたしたちは子供っぽい。だから、もう少し大人になってから、今度は私からラミトに気持ちを伝えようって思ってた」


「わお」


「でもさ、よく考えたら、あたしが努力する分だけ、あいつも頑張ってるのよ。今日も、久しぶりに見たらちょっぴり大人っぽくなってた。きっとこれからどんどん格好良く、頼りがいのある男になるよ。そうなるとさ、他の女も放って置かないよねってことに、気付かされた」


「サーニャ……あんた、さりげなく惚気るね」


ラミトがカッコいいだとか、大人っぽくなっただとか、傍から聞けば惚気以外のなにものでも無い。これほど面と向かって惚気るのは、他にはペイストリーかカセロールぐらいだ。


「じゃあさ、もういっそ好きだって言っちゃえば良いじゃん。どうせ両想いなんだし」


「……駄目」


「何でよ」


「今日、思いっきり八つ当たりしちゃった。一緒に食べようと思ってお弁当作ってたんだけど、力いっぱいぶつけて逃げちゃった。今更まともに顔見れない」


「おう、何という乙女っぷり。サーニャも普段はサバサバしてるのに、いざってときにはヘタれるよね」


「いざってときにラミトが頼れるようになってくれればつり合いが取れるわ」


「だから、それをそのまま本人に言いなさいって」


「無理ぃ!!」


リラと会話するうちに、サーニャも感情が落ち着いてきたらしい。


その分、今更になって羞恥心が出てきた。


「お弁当だって、早起きして作ったんでしょ？　ラミトが帰って来るって知らせがあってから」


「……うん。夜明け前から頑張った」


「何でそこまで尽くしておいて、最後の一歩で躊躇するかなあ。私には分からないよ」


「ああ、どんな顔して会えば良いんだろ。やっぱり、最初はごめんなさいって謝った方がいいかな？」


「そうじゃない？　お弁当ぶつけたんでしょ？」


「でもさ、いきなりごめんって言って喧嘩になるよりは、最近頑張ってるねとかの方が無難かな」


「そうかもね〜」


結局、グダグダと愚痴を言い合う女子会になってしまった。とは言っても、サーニャは休みを貰っているからいいが、リラは仕事を放置してきたのだ。これからすぐにでも戻らないといけない。


親友の痴話喧嘩にいつまでも付き合うことは出来なかった。


「じゃあ、私は仕事に戻るから。サーニャも、下手に意地張らない方が良いからね」


「ごめん、変なことに付き合わせて。ありがとう」


リラは家畜の世話に戻った。


泣き腫らした目を少しこすりながら、親友に感謝の気持ちを向けつつ見送るサーニャ。もやもやしていた感情を洗いざらいぶちまけたら思いのほかすっきりした。


その分、ラミトに顔向け出来ないと悩んでも居るのだが。






恋する少女が、いっそ仕事に戻ろうかと足を向けたとき。


家を出て歩いていたところで、ふとサーニャを呼び止める声がした。


「サーニャ」


後ろからだったので振り向けば、そこには声の主。


「ペイストリー様。どうされたんですか？」


「サーニャがラミトに酷い目に遭わされて走っていたという噂が有ったので、貴女を探していたのですよ」


「酷い目？　そんなことは無いですよ。むしろ私の方がラミトを酷い目に遭わせたかしら？」


「それはそれは。ラミトにはこれ以上無い経験ですね」


ペイスが笑う。


その笑顔には、屈託が無い。裏を知りつつもこんな顔で笑えるのだから、ペイスも大概演技派である。


「そうそう、サーニャに少し頼みがあるんです」


「何でしょう？」


「実は、今度デココに卸す新商品を開発中なのですが、味見の上で品評してもらえませんか？」


「私が？」


「はい。丁度サーニャが都合よく……いや、サーニャでなければならない任務です」


「そんな!!　でも、私にしか出来ない？」


「はい。ちょっと私についてきてもらえますか」


ペイスの言うことが突拍子もないことなのはいつものことなので、サーニャとしても別に気にしない。まして今は、接客なんて出来ない顔だし、歩き回ってラミトに鉢合わせする危険も冒したくない。大人しく少年の後ろを歩く。


ペイスについていった先は、モルテールン領の領主館だった。更に、その中の応接室。


しばらくそこで待たされると、やがて香ばしい良い香りが漂ってきた。


「さて、では味見をしてもらいましょう」


ペイスが給仕に持ってきたのは、ホカホカ焼きたてのレーズンパンだった。

            





ラミトの決意


「……パン、ですか？」


「そうですね。パンの一種。パネトーネというものです。まあとりあえず食べてみてください」


サーニャは一口パンをちぎって食べる。


いつの間にかお茶まで用意されていて、恐縮することしきりだ。これも一口だけ口に含むと、ふわっと紅茶独特の香りが鼻に抜けた。豆茶でなく紅茶ということに、更に恐縮することしきりだ。


紅茶なんて、普段はお祝いでも飲めない高級品。


慌てて、パンの方に目を向けた。


「……普通のパンですね」


「そうでしょうね」


「ちょっと甘いかな？　美味しいですが、普通のブドウパンと何が違うんでしょうか」


サーニャの疑問は商人らしい質問だった。店番をすることで、物を売るには違いの説明やセールスポイントの説明が大事だと学んだのだろう。


そのことに内心喜びながら、ペイスは笑顔を見せた。


「このパネトーネには、実はちょっとした昔話が有るんですよ」


そう言ってペイスはパネトーネの逸話を語りだした。以前、ボンビーノ子爵家でアーラッチやウランタを前にして語った物語と同じ物だ。


「昔々、イタリアのミラノと言う町でのこと。その街には、極ありふれた一軒のパン屋があった。パン屋の主人は、名前をアントニオといい、親しいものからはトニーの愛称で呼ばれていたそうです」


「ミラノ？　知らない名前だ」


「そうでしょうね。そういえば、パンを焼くのはサーニャも得意でしたね」


「独身者が窯かま当番になることが多いですから」


デココの店に誘うときも窯当番であったか、とペイスは思い出す。


妙なところで繋がりがあるものだ。


「このトニーには娘が一人いた。その子の名前はアダルジーサ。街でも評判の娘で、パン屋の看板娘として可愛がられていた。そんなアダルジーサの前に一人の青年が現れる。名をウゲットと言い、この青年はアダルジーサに惹かれ、将来結婚したいとまで思う様になった。が、この青年には結婚する為に乗り越えるべき壁があった。とてもとても大きな壁」


「壁……」


愛した人間と結ばれるのに、簡単にはいかないもどかしさ。


サーニャは、いつの間にか今の自分の境遇をアダルジーサに重ねていた。


「ウゲットは実は貴族だったのです。貴族と平民の間には、結婚する為には身分の壁というものが存在した」


「ちょっと分かる気がします」


モルテールン領では比較的低いとはいえ、従士と平民、或いは平民と貴族という壁は存在する。さしあたって従士と平民の壁というのは、現代日本で言えば正社員とフリーターの違いのようなものだろうか。


結婚するとなったとき、片方が正社員で片方がフリーター。特に男の方がフリーターだったら、親ならばまず反対する。あるいは反対しないまでも心配はするだろう。


逆に、男が従士だったなら、相手が平民だろうと気にならない。ただし、経営者の娘とも言うべき貴族の娘に手を出すのは憚られるといった感じだろうか。


モルテールン領でも別に法律で禁止している訳では無いが、特に他所から移ってきた人間にはこの手の身分差による見えない壁を意識するものが多い。


この世界でも身分の差は大きく、パン屋の話もそんなこともありそうだというリアリティを持って、サーニャは聞いていた。


「どうしてもアダルジーサと結婚したいウゲットは、身分を隠したままトニーのパン屋に弟子入りした。そして、自分の作ったパンがトニーを越えたとき……具体的には領主に認められたとき。アダルジーサとの結婚を認めて欲しいといい、トニーに認めさせた」


「凄い情熱的」


「ええ、確かにウゲットは情熱的かつ精力的だった。才能もあったのでしょう。あるパーティーのとき、ウゲットが献上したパンが、領主にいたく気に入られる。その上栄誉としてパンにウゲットの名前を付けることが許された。パンに名前が付くということは、そのパンが作り続けられる限り名前と功績が残るということ。相当な名誉です」


「そうですね」


「ところがウゲットはこの名誉を辞退した」


「えっ!?」


名誉の辞退。これはサーニャにしても驚きだった。


貴族という地位を捨てて身分違いの女性を娶めとろうというのだ。貰える名誉は多い方が箔が付くし、結婚の障害も低くなるような気がする。


そんなサーニャの想いを見透かすように、ペイスは話を続けた。


「代わりに、師匠であるトニーの名前をパンに付けたのです。そうして出来たのがこのパネトーネ。師匠としてトニーも喜んだことでしょう。結局ウゲットはこの後、師匠に自分の身分も含めて全てを打ち明けるのですが、トニーはとても驚いた。その上で、娘と弟子の結婚を祝福したそうです。ウゲットは貴族の地位を捨て、そのまま生涯をパン職人として過ごし、他の町にも名前が轟くようになった。傍には妻が居て、生涯幸せに暮らしたそうです。めでたしめでたし」


「良いお話ですね」


サーニャは心底めでたい話だと思った。


身分を捨ててでも好きな女性に尽くす。憧れが無いといえば嘘になるだろう。自分だってそんな風に一途に愛されるならばと考えると、何故かラミトの三枚目なふざけた笑顔が浮かんで、慌てて頭を振った。どうせならカッコいい笑顔を思い浮かべろよと自嘲しつつ。


「確かに良い話です。一つのスイーツは、ときに百の言葉よりも多くの想いを伝える。今サーニャが食べたパネトーネにだって、そんな想いが残っているかもしれませんね」


「食べるのが惜しくなるような……」


ペイスはサーニャの言葉に笑った。


どうやら、言葉の意味には気付かなかったらしいと。


「さてサーニャ。このパネトーネ、誰が作ったか分かりますか？」


「ペイストリー様じゃないんですか？」


ペイスがお菓子作りに異常な情熱を燃やしていることは、ザースデンで知らぬものなし。お菓子と聞けばペイスというぐらいに常識的な話であるから、当然今回のレーズンパンもペイスが作ったのだろうと考えた。


しかし、ペイスは首を横に振る。


「いいえ違います。僕が作った訳じゃ無い。ちょっと作った料理人に登場してもらいましょうか」


そう言って、ペイスは一旦部屋を出る。


しばらくすると、どこかバツの悪そうな顔をした男が入ってきた。サーニャもその顔を見て動きが固まった。


「サーニャ、今日のパネトーネを作ってくれたのは、ラミトです。デココ商店の看板商品にして貰う予定ですから、従業員が作り方の一つも知らないと問題になるでしょう。折角こうしてラミトが戻ってきているので、丁度良いと思ってレシピを伝授しました」


「え？　あの？　ええ!?」


「サーニャも、自分の店の品を知らずにいるのも拙いでしょう。正確な味の品評をして、商品説明と販売につなげる。これはサーニャの仕事でしょうね。改めて聞きますが、パネトーネの味。どうでした？」


「う、あ、え……美味しかったです」


サーニャの言葉に、露骨にほっとした様子を見せるラミト。どうやら本当にラミトが作ったらしいと、サーニャは驚いた。


改めてパネトーネを見てみれば、確かに不慣れな感じの不格好さがある気がする。それもまたラミトらしさのように思えて、思わず可笑しくなった。


「サーニャも喜んでくれましたし、ラミトも良かったですね」


「はい」


「ラミト、サーニャに言いたいことがあるんじゃないですか？」


ペイスは、暗に言葉でラミトのケツを引っぱたいた。背中を押して、いい加減にじれったい二人をどうにかしようというおせっかいからだ。


しばらく目を不審に泳がせていたが、ラミトとてモルテールン家の薫陶くんとう篤き男。ぐっと腹に力を込めて、サーニャを見た。


「サーニャ、そのありがとう」


「え？」


「お前が前に言ってただろ。自分たちはまだこれからだから、今は結婚なんて考えられないって」


「ええ」


「最近さ、それの意味がようやく分かった。……気がする」


「はっきりしないわね」


肝心なところでビシっと決められないラミトに、ペイスなどは溜息をついたが、サーニャは笑った。そういえばこういう人だったなと。


「これからはさ。俺も頑張らないといけないって思うんだ」


「そうね。私も頑張る」


「だからお互いに頑張ろう。そんで、いつか、その……」


「いつか？」


大事なところだ。


そこが肝心なところだ、とペイスはじっと見守っている。


「いつか俺が一人前になったら。また、こうして二人で食事でもどうかなって」


「それは勿論いいけど……何それ」


ヘタレだ。完璧にヘタレの腑抜けである。


サーニャも流石にこの様子には笑いを堪えられなかった。部屋には笑い声が鳴る。


このラミトの意気地なしっぷり。


笑ったのはサーニャだけでは無い。


「二人とも、ちょっと失礼」


ペイスが、部屋のドアを開けた途端。


「あっ、まずい!!……おほほ、ペイス、偶然ね」


「姉様。それに母様。リコまで。何やってるんですか!!」


恐らくラミトの態度につい笑いが漏れてしまったのだろう。外の物音に、ペイスが気付いたのだ。


ドアの外に居たのは、モルテールン家の噂好きの面々。


淑女しゅくじょたるもの、というペイスのお説教が始まるに至って、もはや先ほどまでの甘ったるい空気は無い。


ちょっと残念だったな、とラミトなどは苦笑する。


「ねえラミト」


「ん？」


サーニャの呼びかけに、顔を向ける青年。目と目がぶつかり合い、思わず青年は顔を赤らめた。


「さっきの続き。私、待ってるから。早く一人前になってね」


「……お、おう!!　任せろ!!　俺が本気になったらすぐだよな!!」


「調子に乗らない」


「イテ、イテテ、耳をつねるな。痛いって」






お調子屋のラミト。


早くも尻に敷かれる未来を予感させる会話だった。

            





    
  
  




    
  
  




盗み食い


青上月になれば、春も終わりに近づく。


夏の訪れをかすかに感じ始める頃。緑の勢いが増し、風の匂いにも青さを感じる。


モルテールン領では、早い畑では冬を越して大きく実った麦の収穫があり、落穂拾いが始まっていた。


寡婦、孤児、下男下女といった貧しい階級の人間が、刈り入れの終わった畑に落ちている穂を拾って回るのが落穂拾い。


領内では近年の農政改革もあって収穫量は右肩上がり。


麦の収穫のうち凡およそ三割ほどが来年の種籾たねもみや備蓄、二割が土地を所有する領主家への税、四割が土地を借りている農家の取り分となり、残りの一割弱が落穂ひろいによる収穫だ。


それでも尚拾いきれない粒は、休耕時期に鶏のエサとしてついばまれることもある。


雀やハトといった害鳥も盛んにやって来る為、モルテールン領では数年前より子供たちによる投石や罠の練習シーズンともなっていた。かつてラミトがしていたように、弓の練習台にしている子も居る。小さい子が無邪気に追いかけていたりもする。


野鳥のサイズも現代日本のものと比べれば一回りか二回りは大きい。特にハトは食い応えもあるし、買い取ってくれる大人も多いということで、子供たちの丁度いい小遣い稼ぎになる。特に、石投げで捕まえたりすれば、その日のヒーロー間違いなし。


「うっしゃあ!!　ルミ見ろ、一発で仕留めたぜ」


「んだよ。そんな近くからなら当てて当然だろうが。どけ、次は俺がやる。マルク、見てろよ」


「まあルミの腕じゃ……あれ？　ペイスじゃん。お〜い!!」


「あぁぁ、テメエ、大声出すから逃げちまったじゃねえか」


毎度のお騒がせ、幼馴染ペアもまた小遣い稼ぎと鍛錬たんれんを兼ねて害鳥狩りをしていたのだが、マルクが馬に乗ったペイスを見かけて呼びかけた。


おかげで鳥が皆一斉に逃げてしまった為に、ルミはおかんむりである。


「二人とも、鳥退治ですか？」


「おう。みてみろよこれ。俺が仕留めた」


「ハトですか。早めに血抜きしておいてくれれば、うちでも買い取りますよ？」


「マジか。じゃあ後で持って行くわ」


マルクは、自分の仕留めた獲物を誇らしげに見せびらかす。


実際、投石はコントロールが非常に難しく、狙ったところに当てるのは相当にセンスと練習が要る。しかも的が鳥となれば飛んで逃げる。一度距離を測って修正、というようなことも出来ないので、一回こっきりのチャンスをものにする図太い神経も必要。


子供たちの中でも、期間中に一羽でも仕留められれば家族にもべた褒めされるレベル。


「っち、マルクが馬鹿みたいに叫ばなけりゃ、俺だって仕留められてたのによ。ってか馬鹿だよな、馬鹿」


「んだとコラ!!」


そんな自慢気なマルクに苛立っているのがルミニートだ。


成長期の為か、マルクも最近は体つきが大きくなってきた。差が広がっていくことに焦っているというのもある。彼女自身はそれほど大きくならないのに、マルクだけがニョキニョキ伸びている。身体が大きくなれば力も強くなり、力が強くなればあらゆる面で有利になる。


背がマルクほど伸びないルミの心情、一言でいえば〝ずるい〟だ。


「ルミの腕がいいことは知っていますよ」


「そうか？　じゃあ俺が仕留めたときも買い取ってくれるよな」


「勿論です。しかし、どうせならうちに持ち込んで現金化するより、デココのところに持ち込んではどうです？　物々交換に応じてくれるかもしれません」


「ナータ商店に？」


ハトの肉などは脂肪分が少ないことから、ささ身を解したような細長い形で保存用に加工されることがある。或いはジャーキーのように加工されることも珍しくない。


酒のつまみのようにして食べられることもあるが、野趣あふれる風味にファンも居る。


モルテールン家に持ち込めば、手間暇の掛かる保存食にはしない。多少熟成したところでローストになるか、詰め物でもされて丸焼きになるか、スープの具材になるか。料理人の判断に任される。


食材の一つとして扱われる分、買い叩かれることは無いが、子供の小遣いの範疇から出ることも無い。


対しデココのような商人に持ち込めば、商材として見てもらえる分、上手くすれば小遣い以上で買い取ってくれるかもしれない。勿論、買い叩かれるかもしれない。


普通ならば、子供にとっては海千山千の商人に買い叩かれるリスクが極めて高い為、選択肢にはならないが、マルクとルミは事情が違う。


両人がペイスと仲が良いのは、デココならばよく知っている。下手に二人の恨みを買って、巡り巡ってペイスに悪口を吹き込まれるリスクを思えば、そうそう買い叩くとも思えない。


また、一度領主家でお金を貰い、それで買い物をすれば商店側は利益を載せて売る。当たり前の商行為。ハトで買えば、物々交換だけに原価で勘定してくれる。その分だけお得な取引も出来る。


「ええ。デココのお店も最近は繁盛しているようですし、景気が良いならおまけもしてくれるでしょう」


「お、良いこと聞いた。ラッキーじゃんそれ」


「ずりい、マルクばっかり。俺はまだ捕まえてねえぞ」


デココの作ったナータ商会。主要な商材はモルテールン領の農作物。領内の麦や豆を一括で買い取り、訪れた行商人などに利益を載せて卸すのが、メインのビジネスモデル。


主要顧客のモルテールン家を含めて、一括で大量に買うと単位当たりの価格やコストは安くなる。それを小分けにして行商人に売ることで、相場で売っても利益が出る、という寸法だ。


ときには商会の抱える商人が直接大きな町に売りに行くこともある。ラミトがこれだ。


モルテールン領は雨が少ない。それは言い換えれば、晴れの日が多いということ。日照量に不足は無く、十分な農業用水さえ確保出来るなら、元より乾燥に強い麦は育ちやすい。これをデココは早いうちから見極めていた。


今年の麦も予想通りというか、他領の人間から見れば予想以上の収穫があった。それを見越して値を付けていたデココなどはちゃんと利益を確保出来るが、予想外だった他の商人などは、がくんと下がった相場で大損をこいた。


今は、モルテールン領のポテンシャルに気付いたものたちが、それなりにやってきている。


遠くからやってきたものたちが空荷を避ける為に寄るとすれば、ナータ商会しか無い。


今、デココのところはモルテールン家お抱えの商会として、大繁盛好景気の真っ最中にある。


確実に需要の見込める保存食の材料などは、喜んで引き取ってくれるだろう。


もっとも、現状でその恩恵を受けられそうなのはマルクだけという点に、ルミからすれば不満もある。


「ならば、ルミはちょっと僕の手伝いをしてもらえませんか？」


「手伝い？　そりゃ構わねえけど……そういえばペイスは何処に行くところだったんだ？　馬まで持ち出して」


「貯水池の方で養蜂の準備をしているので、視察をしに行くところでした。ガラガンから連絡があって、少し厄介なものが出たそうなので」


「何だか分かんねえけど、面白そうだな。良し、行く。馬に乗せてくれよ」


「ルミ、ずりぃぞ。俺も馬に乗せろ!!」


ルミニートも一応はレディ。形式だけなら淑女。腐くさっても（？）従士家の令嬢であり、良家の子女というやつだ。ペイスは紳士として、馬の上にエスコートする。


もっとも、エスコートなぞ無くても勝手に飛び乗るのだが。


馬の上に二人乗りとなれば、結構窮屈きゅうくつになる。


ここにもう一人乗せろと言っても無理な話なので、マルクだけは小走りになった。悲しき身分社会では、不便は下の立場が甘受するしか無いのだ。まさかペイスに走らせて、従士家の人間だけが馬に乗るという訳にもいかない。


ちなみに、従士階級でも無い人間が馬に乗るだけでも問題視される土地もあるが、モルテールン領は虚飾を嫌う領主家の意向で、従士家の人間ならば御目こぼしがある。将来に向けての練習という名目があり、いずれ領主家の役に立つ為の稽古ならば、むしろ忠孝として褒めるべきだ、という建前だ。


馬に乗りたがった何処かの悪ガキ達の為に、悪ガキ筆頭がひねり出した理屈なのは余談である。


貯水池の近く。新しく用意された森林管理用の建物に着いたとき、息が上がっていたマルクには果実水の差し入れがある。ペイスから、せめてもの労いだ。


それを物欲しげにルミが見つめるが、流石に寄越せと言わない程度には常識も持っていた。


「ペイス様、わざわざ来てもらって申し訳無いっす」


「構いませんよガラガン。上の人間こそ率先して働くのが、当家の方針です。それで、厄介な問題が起きたと聞きましたが？」


管理棟には、森林管理長のガラガンが待ち構えていた。


今回のペイスの目的は、彼から陳情があった問題を解決する為だ。


「ええ。どうも森にハチクイが居るらしいっす。森の木も花が膨らみ始める時期っすから、養蜂を試す前に何とかしときたいっす」


「確かに、それは厄介ですね」


「しかも手ごわいっす。俺一人じゃどうにも手に負えないんで」


「当然でしょうね。しかし安心してください。ここに人手があります」


ペイスが指さした先には、息を整えるのに必死なマルクと、果実水をこっそり盗み飲みしようとしていたルミが居た。ペイスは無言で、果実水をマルクの方にずいと押しやる。


「ペイスよう。ハチクイってのは何だ？」


「そうそう、俺も知りてえ。手ごわいとか厄介とか言ってたけど、クマみたいなもんか？　ってあれはハチミツ食いだよな？」


「養蜂ではクマと同じぐらい厄介というのはそうですが、それほど危ないものではありません」


「そうなのか？」


「ええ。ハチクイというのは、あそこにいるやつです」


ペイスがまた別のところを指さす。その先には、ビロピロと高い音で鳴く鳥が居た。その見た目の通り、ハチクイとは鳥の一種。


名前にあるように蜂を食べる鳥で、古くから養蜂の天敵とされる害鳥。南大陸には広く繁殖していて、羽の綺麗なことからカザリドリの異名を持つ。


このハチクイが何故厄介かといえば、飛んで逃げるという一点にある。


捕まえることが難しい割に食欲旺盛で、しかも群れを成す。少なくとも森番一人や二人で対処出来るような相手では無い。


「とりあえず、一羽か二羽捕まえてくれれば、後はこっちで対処出来るっす」


「そんなもんなのか？」


「ルミは知らないようっすけど、ハチクイは仲間を呼ぶ鳥。一羽捕まえて籠罠の中に入れておけば、芋づる式に捕まえられるんすよ」


「へぇ〜」


この、一羽だけでも捕まえるという点が難しい。


羽が折れるぐらいならば大丈夫だが、出来る限り無傷で捕らえねばならないのだ。非常に機敏に飛び回り、小柄なハチクイ。生け捕りの難度はそこそこ高い。


「具体的には、どう捕まえるつもりでしたか？」


「罠っす。丁度人手が増えたのなら、早速試してもいいっすか？」


「構いません」


従士の提案に、御曹司は頷く。


「マルクとルミは、貯水池の降り口は分かるっすか？」


「ああ分かるぜ」


「そこに網を張っておいたんで、逃がさないように追い立てて欲しいっす。くれぐれも上に逃がさないように」


「うへえ、面倒くせえな」


飛び回る鳥を所定の場所に追い立てるというのが、ガラガンの作戦。これには当然人手が必要。特に、石投げが得意である程度遠距離から誘導出来る人材が良い。


となれば、人使いの荒さには定評のあるペイスだけに、幼馴染を働かせることにも躊躇が無かった。


早速とばかりに、捕獲作戦が決まる。


「うっし、準備は出来たぜ」


「では、作戦開始!!」


ペイスの号令一下。勢いよく動き出す子供たち。


こういうときに張り切るのが、行動力の有り余る悪ガキというもの。


「てりゃ!!」


マルクが投石紐で投げた石は、カンという堅い音を残す。


「マルクの下手糞!!　木に当ててどうすんだよ」


「うるせえ。こちとら走って来たから疲れてんだよ!!　ルミこそ外してばっかだろうが!!」


「これは誘導の為にわざとやってんだ。お前と一緒にすんじゃねえ!!」


騒がしく、ハチクイ捕獲作戦が進む。


一度目は見事に失敗。二度目は惜しくも失敗し、三度目の正直とばかりに挑戦したところで、ようやく一羽を捕らえることに成功した。結構ギリギリで。


「ふう、これで一仕事終えたな」


「お疲れ様です」


「お疲れ様っす。二人とも、手伝ってくれたお礼にこれをやるっすよ」


幼馴染の活躍に、素直に感謝するペイス。


勿論、ガラガンからもお礼にとパンが貰えた。窯役を兼任するガラガンの役得の一つだが、育ち盛りの人間には小腹を満たすに丁度いい。


早速とばかりに被りつく万年欠食児童もどきが二匹。


「ペイス様、それに二人とも、助かったっす」


「ガラガンも仕事は大変ですか？」


「そりゃもう大変っすよ。害獣も増えてるし、見回りの度に色々あります」


「森が豊かになってきている証拠でしょうね。しかし、害獣とはまた穏やかでは有りませんね。必要があれば駆除しなければならない。どんな害獣が居るんです？」


「最近見たのだと、タヌキっぽいのが居たっすね。アナグマかもしれませんが、すばしっこい奴でした」


タヌキにしろアナグマにしろ、野菜を作る畑に出てこられては荒らされる。


そのうち、村人も総動員して山狩りをせねばならないと、ペイス達は歩きながら相談する。定期的な害獣駆除も、領主家の仕事のうちだ。


森林管理棟まで戻って来たところで、目ざとい少年はふとガラガンに尋ねた。


「ところでガラガン」


「はい？」


「貴方が見かけたタヌキっぽいのって、あれですか？」


「ああそうです。あれあれ……あれ？」


管理棟のすぐ傍に居た動物。


一同を見かけるやいなや、口に何かを咥えたまま一目散に逃げだした。


何故こんなところに居たのか。何を咥えていたのか。その疑問はすぐに溶けることになった。一人の悲痛な叫びによって。


「ああ!!　俺のハトがぁぁ!!　戦利品がぁあ!!」


「ぷぷ、だっせぇ、タヌキに盗まれてやんの」


マルクは、大事なものはきちんと仕舞うべきだと教訓を得るのだった。

            





ナータ商会のお買い物


「くっそ〜、あのタヌキ野郎、ぜってえ俺が捕まえてやる」


「ぷっ傑作だな。散々自慢しておいて盗み取られるとか。俺、タヌキと目が合ったときに思わず笑っちまったぜ。こっち見て、ヤベッみたいに一瞬動きが止まってから逃げたのな。そんときのマルクの顔が。ぷぷっ」


「うるせえ。ちくしょう、俺の小遣いがぁ」


マルクが騒がしく落ち込む。


「まあまあ。折角手伝ってもらったので、僕から二人にお駄賃あげますから。仕事の給料ってことで」


「ホントか？　うっしゃあ!!　どうせならペイスもナータ商会に行こうぜ。お前と一緒ならおまけが貰えるかもしれないし」


現金なルミは、ペイスを利用する気満々でナータ商会に誘う。


このまま順調に育てば、男を手玉に取って利用し尽す悪女になること請け合いであり、その被害担当はマルクで決まりだ。


お色気要素も身に付ければ万全。その場合の被害担当もマルクに間違い無い。


「そうですね、偶には視察もしておくべきでしょうし、他所の様子も聞きたい」


幼馴染三人は、連れ立って本村まで戻る。


流石に今度は、落ち込むマルクを走らせるようなことはせず、馬の手綱を曳きながら三人で歩いていた。


目的地はナータ商会。本村の広場から領主館に向かって伸びる道路に面していて、俗にいう一等地にある。


デココの立ち上げた商会の店舗は、工事も進んで立派な建物が出来上がっていた。


一階は石造り。馬車置きや商品の積み下ろし場として整備されていて、広々とした空間がある。馬車を直接乗り入れて、商品を積み下ろし出来るようになっているのだ。


二階からはレンガを積み上げて作られた四階建ての建物。本村では領主館に次ぐ大きさの建物で、今ではそれなりの賑わいを見せていた。


村の人間を雇い入れたこともあり、丁稚と思しき小僧が働く中、ペイス達は建物の四階に進む。


ナータ商会の人間からすれば、銀髪の少年が誰であるかなどは百も承知なので、奥に入っていくことを咎めることも無い。誰何すいかする必要さえ無い。


最上階の奥の部屋の扉をノックし、中から女性の声がした後に子供三人が入る。


「サーニャ、頑張っていますか？」


「ペイストリー様、いらっしゃいませ。後ろの二人もいらっしゃい」


「うぃっすサーニャ」


部屋でペイス達を出迎えたのは、ナータ商会の事務を任され始めたサーニャだ。


何かと忙しい商会長デココに代わって面会者の調整を行い、商会長が留守のときには店番として客の前に立つこともある看板娘。


若い行商人の中には、サーニャに会いたいが為にわざとデココが居ないタイミングを見計らってやって来るものまで居るという。


サーニャはちょっとばかりキツい目つきではあるが、村娘の中でも優良物件と目される、今のザースデンではアイドル的な女性だ。


ペイスの紹介で務められたということもあり、他の村人の二割増しぐらいでペイスに好感を持っている訳で、訪ねてきた少年達に対しても嬉しそうに応対する。


「デココは留守ですか？」


「あいにくと、グラスさんから注文のあった建築資材を買い付けるとかで、出ています。丁度今日戻る予定ではあるのですが」


「そうですか」


「何か御用がおありですか？」


「後ろの二人に聞いてください。小遣いで買い物をするそうなので」


興味津々で部屋の中を見回す二人組を、サーニャは見つめつつ、軽く腕を組んで考え込んだ。


サーニャにある程度許されている裁量の範囲で、何が出来るかについて。


「そうですか。それなら倉庫に案内します。ちょっと待ってくださいね」


何か思いついたらしく、そう言って、サーニャはごそごそと木板を何枚か持ち出した。


木板には、細かく几帳面なデココの字でびっしりと書き込まれている。デココ謹製の従業員教育用商品価格早見表だ。


「ではこちらに」


美女の先導に付いていく三人。


ペイスやルミは普通に歩いているが、マルクだけはやや下に目線が行っているのは御愛嬌だ。具体的にはサーニャの腰の下あたりに目線がいっている。彼も思春期。


「ここです」


建物の裏口を出ると、直ぐ近くには大きな倉庫があった。これまたレンガ造りの上に漆喰が塗られていて、三階建てぐらいの高さがありながら吹き抜けになっている、文字通りの物流倉庫。ペイスなどは、学校の体育館のようだ、と感じた。


鉄の錠を外し、大き目の扉を開ければ、中には大量の袋や木箱が積み上げられている。


麦の収穫が始まっているモルテールン領だけに、既に倉庫には今年収穫された麦が置いてある。或いは、他領から仕入れてきた消耗品などが置いてあるのだ。


「すげえ」


これほど大量の物資を見たことが無かったルミやマルクは、素直に驚嘆を覚えた。見上げるほどに積まれた木箱の山。ついつい昇りたくなるほどに好奇心を刺激する。


「サーニャ、サーニャ、これ何だ？」


ルミが、目についたものについて尋ねる。土の塊のような、見慣れない謎の物体が麻袋に詰められて並んでいる。

            





    
  
  




「えっとそれは……十九番……サルグレット産のタロイモ、だそうよ。お芋さんね。一袋が三十ロブニ」


「一個だけってのは無理か？」


「う〜ん、デココさんに聞かないと。値段が一袋で決められてるから」


「ふ〜ん」


サーニャも、計算の出来るエリート。


値段が予め決められていれば、その値段の通りに売るぐらいは出来る為、留守を預かっているのだ。


しかし、それを更に小分け出来るほどに、計算が出来る訳では無い。割り算の出来る人間などは神王国では超希少レアである。


「芋とか麦とか、そんなんばっかだな」


「日持ちのするものが多いでしょうからね。生姜ならあそこにあるようですけど？」


「生で齧れないよな」


「乾燥生姜のようですから、そもそも生ではありませんよ」


マルクの疑問には、看板娘ではなく名物男が答えた。


銀髪の少年の言う通り、スーパーマーケットでも無い以上、廃棄のリスクは極力小さくしたいもの。商店としては長く保管しておけるものを商材とするのがセオリー。


生鮮食料品を扱うには、確実な生産地や出荷先、迅速な運搬手段、可能な限り近い消費地、信頼関係のある販売先というものが必要で、土着の商人に強みがある。デココではまだそこまでの販路が無い。


「ジャム加工する為に仕入れた果物なんかもありますよ。キルヒェンの村長さんのところで入用だとか。予備も含めて置いてあるので、幾つか小分けに販売しても良いと聞いてます」


「村長のところでジャム？　冬備えでもないのに？」


「最近、他所からの来客や泊まり客が多いから、上客のもてなし用に欲しいって話です。シイツさんには話が通ってて、購入の補助がでるとか？　って話は聞いてます」


「なら、父様にも報告は行ってるのでしょうね。果物というなら僕も見てみたい」


「俺も見てみたい!!」


モルテールン領で採れる果物というのは、それほど数がある訳では無い。瓜うりやベリーといったものぐらいだろう。それも、井戸の周りや各家の裏庭や内庭でちょっと作られている程度。フルーツの類は、育てるのに大量の水が要る為、モルテールン領では難しかったのだ。


特に種や苗からの成長に時間も掛かる、木に生なる果実の類は中々無い。だから、ルミもマルクも、そしてペイスも気になる訳だ。


「え〜っと……十一番が、ボンカ。一袋が七シロットで、一つなら四ロブニ。こっちが、十二番？　じゃない十三番だからロイム。一袋が十八シロット…四分の三クラウン？　って何だろ。まいっか、一個なら十五ロブニだって」


まだまだ不慣れなサーニャも、木板とにらめっこしながら一生懸命店員の仕事をこなす。


彼女の精いっぱいの説明を聞いていた子供三人だが、全員が全員、悪知恵の働くことには定評がある。


今回も、ルミがピンときたアイデアを口にした。


「ペイス、俺がボンカ買ったら、ボンカパイ作ってくれねえ？」


「お、それ良いじゃん。出来たの半分こで良いからさ、作ってくれよ」


ルミが大好きなボンカパイ。レシピは今のところモルテールン領ではペイスしか知らず、おまけに砂糖やハチミツを手に入れられるのも領主家のみの為、一般家庭では作れない幻のパイ。


それをちゃっかりおねだりするところがルミらしいし、一応は配慮として半分こにするも、深く物事を考えずに計算が苦手で、実は砂糖諸々含めると半分では足り無いことに気付かないマルクもマルクらしい。


幼馴染たちの相変わらずの様子に苦笑いのペイスだが、職人として熱烈なリクエストがあるというのは嬉しいものだ。まあいいでしょうと、了承する。


「よっしゃ!!」


両腕にグッと力を込めて喜びの感情を露わにするルミ。既に期待でよだれを垂らさんばかり。


その様子に、何かを察したのだろう。年上の少女もまた、ボンカパイに興味を示した。


「あの、ペイストリー様、あたしもお給料から幾らか出せば、食べさせてもらえますか？」


「サーニャならば問題無いでしょう。一切れぐらいなら譲ります。値段は……どうしましょう？」


「えっと、月に六シロット貰ってるので、それぐらいまでなら」


「なら、原価度外視で一シロットで構いませんよ」


銀貨一枚でパイ一切れと考えれば割高な気がするが、砂糖は小さじ一杯でも銀貨が要ると思えば格安価格。


お菓子を欲しがる人間には寛容で、気前も良くなるのが菓子好き筆頭の少年だ。特別価格だと笑う。


「サーニャはそんなに小遣いもらってるのか?!」


「小遣いじゃなくて給料よ。働いて稼ぐお金。半分は家に入れてるの」


「残りの半分はどうしてるんだ？」


「結婚資金に貯めてるわ」


「すげえ……俺なんて、銅貨二十枚ぐらいでも喜んでるのに」


身近なお姉さんが、意外と高給取りだったことに驚く子供二人。ハト肉で銅貨が貰えれば狂喜乱舞する年頃からすれば、自分の稼ぎだけでも家族を養えそうな自立した女性に驚きがあったのだ。


モルテールン領も、商人の往来が活発になるにつけ、商業活動も増えてきつつある。今までであれば月に一度程度だった商取引が、週に一度、ないしは二度ぐらいの頻度になってきたし、本村には商店まで出来たのだ。現金収入の方策を、各家でも模索中である。


繕つくろい物の内職、賓客の持て成しでのチップ、井戸端で採れるハーブの加工品売却等々、小銭稼ぎ程度であっても馬鹿には出来なかったりする。どの家でも事情はさほど変わらない。


そんな中にあって、まとまった額を定期的コンスタントに稼げるとなれば、一家の大黒柱だ。子供二人からすれば、サーニャがとてもすごい大人に見える。キラキラと輝く大人のお姉さんという奴だ。


「結婚資金って、相手は居るのか？」


「あたしぐらいになると、その気になれば幾らでも選べるのよ」


「ルミとは大違いだなっ痛ぇええ!!」


マルクのデリカシー皆無な質問にも余裕のサーニャと、余裕よりも先に手、もとい足が出るルミニートは好対照だ。


年下の男の子の質問に表情も変えずに頬に手を添えるのがサーニャで、同い年の男の子の発言に表情を変えずに綺麗なハイキックを決めるのがルミである。


「二人ともじゃれるのもその辺に……って、おや？」


「どうしたよペイス。あいてて」


「どうやら、デココが戻って来たらしいですね」


「何で分かるんだよ」


「外が騒がしくなってきましたし、商売っ気のある話が聞こえるじゃないですか。ルミもマルクも覚えておくといいですが、こうして、聞かれていると思っていない話の中にこそ、重要なことが隠れていたりするのです。〝ついうっかり聞いてしまう〟ことも、ときには大事なことですよ？」


「ふ〜んそんなもんか」


「それって盗み聞きって言わね？」


ルミのもっともな疑問には、あえて答えないペイス。


「マルク、お尻が痛そうなところ悪いのですが、デココを呼んできてください」


「何で俺が？」


「ルミがボンカを前にして動かないからですよ」


「食い意地だけは一人前っと危ねえ。だから、いきなり手を出すんじゃねえよ!!　もう少し御淑おしとやかにしろってんだ」


「出してんのは足だ」


「余計に悪いわ!!」


口の悪いマルクは、足癖の悪いルミから逃げるようにして、駆け足で倉庫を出て行った。


彼に呼ばれて、デココが倉庫に来たのはそのすぐ後だ。


「ペイストリー様、お待たせしたようで申し訳ございません」


「いえいえ。事前の連絡もなく来たのは我々ですし、今回は僕がおまけですよ。二人の買い物に付き合ってます」


「それはそれは。マルクさんにルミニートさん、お二人とも当商会をご利用頂きありがとうございます」


商人らしい柔和な笑顔を見せるデココ。年下の子供たちにも、お客様として接する姿勢が商売人である。


「デココに相談ですが、ここにある果物を二人に売って欲しいのです。お代は二人の小遣いで買えるぐらいで」


「勿論、わたくし共も商売ですから、売るのは構いません。ペイストリー様のお顔を立てまして、少しはサービスさせて頂きますよ」


「よっしゃ!!　ちょっと待てよ、どうすりゃ一番良いか考えるから。欲しいのがいっぱいあんだよ。全部買えっかな？……そうだマルク、お前の小遣いも俺にくれよ」


「ふざっけんな。何で俺に集たかるんだよ。ペイスに集れよ」


「僕は向こうでデココと商談がありますので、二人はじっくり喧嘩……話し合いをするといいですよ」


騒がしい子供二人をサーニャに任せ、広い倉庫内で、少し離れた位置に移動する成人男性二人。


「デココ、何か面白い話はありましたか？」


二人だけともなれば、どちらも真面目な顔になる。


商人は、スッと指を二本立てた。


「……今回は二レットで」


「金貨二枚？　それほど大きなニュースがあったのですか？」


「ええ。安売りが出来ないぐらいは」


「デココのことは信用しましょう。それで、どんな内容ですか」


ペイスは自分の財布から、レーテシュ金貨を二枚出してデココに握らせる。


「冬の間は動きが鈍く分からなかったんですが、春になってから食料品と鉄製品の価格が大きく動きました。知り合いの商人にも聞きましたが、東部に近づくほど値が上がっているらしいです」


「鉄と食料？　……なるほど、戦争ですか？」


「その可能性が高いと、商人仲間は言っていました。私の独断で事後報告になりますが、情報収集の為にラミトさんを王都へ出向かせてます」


「英断です。僕も父様に相談しておきましょう」


戦乱の絶えない南大陸。


夏も近づくこの季節。戦争の季節であった。

            





それぞれの仕事


「ペイス、これから言うことは私が許可するまで、従士以外には口外無用だ。特に、リコリス嬢には絶対に言うな。口が裂けてもな」


モルテールン家の執務室。


一点豪華主義で用意されていた執務机。その前に座る父親の神妙な様子に、ペイスは嫌な予感を覚えた。


ソファーにも座らず、立ったまま自分の推測を語る。


「……フバーレク辺境伯に何かありましたか？」


「うむ。東部で戦争があるという話を聞いて、私が調べに飛んでいたのは知っているな？」


「はい。王都のラミトと合流して、情報を収集、精査していたという話でしたね」


「そうだ。それで二日ほどかけて調べていたのだが、つい先ほど最新の情報が手に入った」


椅子の主が体重を掛けたことで、執務用の椅子がギイときしむ。


二拍ほどの間があり、決意を固めたようにカセロールは口を開く。


「それによると、フバーレク辺境伯領にルトルート辺境伯側からの侵攻があったらしい。奇襲に近いものであったらしく、当然フバーレク卿も撃退せんと軍を纏めたらしいのだが……」


「だが？」


「どうやら負けたらしい。戦闘の詳細は不明だが、敗軍は今アルコムまで軍を引いて、再編に当たっているそうだ。その場にフバーレク卿の姿が無かったとのことで、今東部は大混乱と聞いている」


「大変じゃないですか!!」


フバーレク辺境伯と、隣国のルトルート辺境伯は、お互いに実力伯仲で戦い合う関係。小競り合いならばしょっちゅう起きていたが、前線から領都まで引かねばならないほどの大敗となれば前代未聞のこと。


更には領主であり、リコリスにとっては実の父親となるフバーレク辺境伯本人の安否も不明となれば、一大事。


辺境伯領が敵国の手に落ちれば、国防の危機でもある。事態は、ペイスが想像していた以上に悪化していると見るべきだろう。


「当然、我が国としても座視出来るものでは無い。遠からず、我々にも援軍の要請がある」


「援軍……」


「私は一足先に東部へ飛び、情報収集を行う。恐らく王都や他領への情報伝達も私が行うことになるだろう。一刻を争う事態になるやもしれん。当家の軍編成や運用を含め、今この瞬間から当家の全権をお前に委ねる。最善を尽くせ。フバーレク辺境伯領で落ち合おう」


「分かりました」


数年前までであれば、カセロールがモルテールン家の軍を率いなければならず、他家への単独行動など出来なかった。


しかし、今は状況が違うとカセロールは決断した。頼れる仲間、後を託せる息子が居る。ならば自分が動くことで、動かせる状況もあるだろう。元々カセロールは、単独行動でこそ真価を発揮するワンマンアーミーだ。


「早速動きたいと思うが、後は任せていいな？」


「一つだけ確認を。父様不在の中、当家の軍を纏めるとなると、僕が率いて戦場に向かうことになるでしょう。領地に残して政務を預けるのは誰になりますか？」


「常識で言えばシイツを残すが……戦力は多いに越したことは無い。ふむ」


ペイスの疑問に、領主はしばし考え込む。非常の時だ。非常の手を打つのも一興かと、カセロールは判断した。


「よし、ジョゼに任せることにする。あれも私の子だ。念の為にニコロは置いて行き、ジョゼの補佐をさせろ」


「姉様にですか？　父様も大胆な決断をなさる」


「お前に初めて政務を任せたときほどでは無い。ジョゼならば大丈夫と信じよう」


「分かりました」


二言三言、会話を残してカセロールはその場を離れる。


フバーレク辺境伯領の危機は神王国の危機。カセロールが貴族に叙されたのは、まさにこのようなときの為だ。






後を任されたペイスは、戦時体制を整え始める。


備蓄の確認、戦力の把握、領内の防備、やるべきことは幾らでも有った。早速とばかりに家人を招集する。


「坊、至急来てくれって、何があったんで？」


「シイツ待ってました」


「大将は？　坊が執務机にいるってのは、どういうことで？」


「それを今から説明します。全員揃うまで待ってください」


呼び出しを受け、領内で自分の仕事をこなしていた従士達が集められた。


徐々に人が集まる中、ただごとならぬと空気が語る。しかも、普段は執務室には顔を見せないジョゼまで居るのだから、皆は否が応にも無口になった。


「全員集まりましたか？」


「新人以外は、全員でさあ」


「では皆に状況を説明します。ここでこれから話すことは、許可が出るまでここに居る人間以外には話さないように」


口外無用と知り、一同に緊張が走る。


「東部で戦争が起きました。フバーレク家とルトルート家が争い、フバーレク家が敗れたとのことです」


「なっ!?」


「父様は一足先に戦地に赴き、王都や諸領への伝令に従事するとのこと。今現在、当家の全ての権限を、僕が代行している状況です」


「うへぇ、大変なこった」


シイツが大変だ、といった言葉は二つの意味があった。


国を揺るがす事態に、対応せねばならないという意味での大変さ。そして、それに対応する為の指揮を、ペイスが取っているという意味での大変さ。


後者は手綱を取るのが自分になるとの予想からである。


「フバーレク家の事情を鑑みれば、まず間違いなく当家に援軍の要請があります。父様は、先んじて派兵を決定しました。皆を集めたのは、今後のことを指示する為。まずはシイツ」


「はいよ」


真っ先にペイスが声を掛けたのは、当然ながら従士長。彼を外に出すか、内に残すかで、モルテールン家の方針が決まるといっても過言では無いのだ。


「今回はシイツも連れていきます。取り急ぎ遠征軍編成の指揮を執ってください。本村から十五名、他三村からは各十名の徴兵です。五名づつを一つの班に。補佐にはコアントローとトバイアムを付けます。編成後は、各班をそれぞれここに居る皆の下につけ、全体の統括は父様と合流するまで僕がやります。最精鋭の班はシイツが直接率いてください」


「了解でさあ」


ペイスの出した結論は、カセロールとも話していたように、文字通りの総動員令発布。シイツを連れての遠征という事態が、最重要課題であるという何よりの証左。


「グラス、貴方はスラヴォミールとガラガンの二人と共に、物資の確認と調達にあたってください。その後は三人に物資の護衛班を任せます。三班での交代制で、後方を固めてください」


「どのぐらいの期間分を目途に物資を集めればいいでしょう」


「ひと月分。多ければ多いほど良いですが、現金も用意しておいてください。どうせデココも揉み手の準備をしているでしょうから、難しくは無いはずです」


「承知しました」


モルテールン家は、こと補給に関しては他家に比べて圧倒的なアドバンテージを持つ。距離と時間を無視出来るカセロールとペイスが居る限り、モルテールン家に補給切れはあり得ない。


しかし、だからと言って補給物資を全く用意しない状況もあり得ない。怪我、病気、死亡、魔力切れ等々。ペイスやカセロールが動けなくなる事態は想定すべきだし、そうなった場合でも大丈夫なように、ある程度は持久体制を整えておかねばならない。


「ダグラッドは情報収集と整理。その後は東部の状況を南部の各家に伝達。出来る限り素早く。おおざっぱな内容だけで構いませんので」


「分かりましたよ……相変わらず人使いが荒い。若様の魔法はアテに出来ますか？」


「いいえ。伝達は通常手段を使ってください。南部に伝達をするのは持久戦になったときの用意ですから、急ぐ必要は無いものですし、仮に急いで伝えたとしても、他家が準備を整えるのにはどのみち時間が掛かる。それよりは、父様と我々の合流を優先します」


「手紙の字が荒くなるぐらいは勘弁してくださいよ？」


ここまで一気にしゃべり、改めてペイスが一通り見渡すと、自分が何故呼ばれたかを薄々察し始めた少女と目が合う。


「ペイス、あたしは何で呼ばれたのよ」


「ジョゼ姉様に、残って政務を執って貰うからですよ。ニコロを補佐に残します」


「そうよね。戦争って聞いたときからそんな気がした。でも、ニコロだけなんて頼りないじゃない。万が一があったらどうすれば良いの？」


モルテールン領は、他国とも接する辺境にして最前線の領地。東部の乱に乗じて、外国や他家がことを起こす可能性はある。平時ですら、どれほど準備しておいてもし過ぎということは無いのだ。家中の戦力の大部分が留守になるとなれば、最悪を想定しておくべき。


ジョゼの判断は正しかった。


「新人たちは皆残していくので、いざというときには彼らと共に逃げてください。ニコロは見捨てて良いです」


「若様、酷い!!」


「優先度の問題です。最優先はリコ。その次はジョゼ姉様と母様です。領民の避難が必要になれば、まず子供を優先。次いで女性です。何かあれば、ビビ姉様を頼るようにしてください」


「ハースキヴィ家に？　分かったわ」


いざというとき、やはり頼れるのは血縁だ。自分たちの姉が嫁いでいるハースキヴィ家ならば、少なくとも弱り目に襲い掛かることは無いだろうという信頼がある。当代当主も立派な騎士であり、経営的な才覚はともかく、誠実さは信用も出来た。


こういうときの為に貸しも作ってある。何かあれば重要人物だけでもハースキヴィ家に逃がせというペイスの指示に、ジョゼは頷いた。


そして、唯一の居残り組にして、いざというときには見捨てろと言われたニコロは落ち込んでいた。しゃがみ込み、今まで一生懸命お家に尽くしてきたのに扱いが酷いとブツブツ言いながらいじける。


その様子を見て、モルテールン家の従士達とペイスは、やれやれと肩をすくめた。


何も、ニコロを虐いじめようとしている訳ではなく、むしろ逆なのだから。


「俺も頑張ってるのにさぁ、見捨てろとか酷いよね。いつもいつも無茶な仕事ばかりさせるくせにさぁ」


小声でブツブツ言う若者の肩に、ペイスはポンと手を置いた。


「ニコロ、仮に他の誰が残ろうと、僕は同じように命じますよ。僕も含め、領地を守るものが逃げるときは最後に逃げる。それに、ニコロならば殿しんがりを任せられると信じてのこと。何もないとは思いますが、いざというときには僕の大事な人たちは任せます」


「うひょ、そういうことですか。そうですよね。俺は頼られてるんですよね。ああ、でもそう言われると、今度はプレッシャーが……」


信頼故に最後まで残すのだと言われれば、ニコロとしても複雑な気持ちだった。だが、先輩たちからも後ろは任せたと声を掛けられれば、イジケていたところからも復活だ。


ちなみに、モルテールン家筆頭苦労人の称号は、シイツからニコロに相続予定である。


「では、皆取り掛かってください。姉様は残ってください。少し引継ぎがあるので」


ジョゼとニコロ以外は自分の仕事に向かい、部屋を出ていく。


「それで、引継ぎって何すればいいの？　あたし、領主のお仕事ってあまりよく分かんないんだけど」


「基本的に、先に片づけておける仕事は出来るだけ僕が片づけて行きます。姉様には、突発の事象にのみ対応して貰うことになるでしょう」


「あんまり自信は無いわよ？」


「父様と落ち合った後であれば、戦場の状況次第では僕か父様が戻って来ることも可能ですし、あまり心配は要らないです。極論を言えば、姉様にお願いしたいのは、執務室の椅子に座っていることですから」


どんな組織でも、最終的な判断を下せる人間が不在である場合、急な状況の変化や、突発的なトラブルには極めて脆弱になる。


どれだけ良く出来た自動運転でも、最後のブレーキや停止スイッチは人間の判断に委ねられるように、どれほど万全の体制であっても、最後の一線を決意する人間の存在は欠かせない。


「んじゃ、若様。話がまとまったところで、さっさと仕事を片付けてください。片づけられるのは今のうちにやっておくんでしょ？」


「何かあるんですか？」


「ここ数日カセロール様も情報収集とやらで居られなかったので、決済が溜まってます。順番にいきますと、まず放牧予定の変更。ヤギの出産シーズンなもんで、頭数が大分増えてます。スラヴォミールの申請で放牧予定に修正がありましたので裁可をください。急がないと放牧地が砂漠になっちゃうもんで」


「……森に近すぎます。ガラガンが居ないと森の監視が出来ないので、村側の方を先に開放するように。サインはこれでいいですか？」


「ども。とりあえずは一月ぐらいもちます。次は国道整備に関して。コアンさんの要望で、警備費用を増額で調整したいらしいです。今回の件もあって状況が大分変ってますが」


「要求の内容は？」


「村人の自警団を組織したいそうです。見回りぐらいでも役に立つって話で、それなら少なくても良いから賃金を出してやりたいと。そうなると、どっかで予算を削らないとならない訳でして。どう調整しますか？」


「ふむ、ならば新人の訓練費用を警備費用に回してください。どのみち僕らが戻らないと訓練も出来ませんから浮くはずです。新人をそのまま警備に回してもらってもいいです。たとえ六人程度でも役には立つでしょう」


「どうせ新人を使うなら、俺んところに回してもらいたいですけどね」


ペイスは、カセロールに代わって政務を片づけていく。領主という政治家に求められる仕事は、極論を言うなら二つだけ。


判断と決断である。


ペイスは領主代理として、積み上げられた課題をどんどんと裁可していった。


「ふ〜ん、ペイスや父様はいつもこんな感じなのね」


「姉様、自分でも出来そうですか？」


「うん、無理ね。今決めたわ。私は大人しく座ってるだけにする。ニコロ、今のうちに仕事片づけておかないと、私はやる気ないからね」


「うし、じゃあちょっと仕事を取ってきます」


ジョゼのお人形宣言に、ニコロは焦った。ただでさえ人手不足の中で、裁可が止まるというのだ。


慌てた苦労人は部屋から飛び出し、今まで急ぎで無かった仕事の資料などもこの際だからと取りに向かう。






そんなドタバタの中、ニコロが執務室を出てしばらくして。


トントンと、軽い感じのノックがあった。苦労人が戻って来たのかと、ペイスが入室を促したとき。


珍しく少年が固まる。


部屋に入ってきたのは、涙を溜めたリコリスと、侍女のキャエラだった。

            





出陣


大戦の英雄を旗頭に集まったモルテールン家精鋭。彼らは、常日頃から隣国との闘いの最前線にいるという自負を持っていた。元よりいつ死ぬかも分からない世界で、モルテールン領は更に過酷な場所だったからだ。


一触即発の仮想敵国と向き合い、領地は水も乏しい貧困地域。人も寄り付かず、それでいて悪人共はこぞって逃げて来る。そんな環境で十余年。


ただでさえ厳しい環境で生き、苦労と忍耐を友とする彼らには、有事は常に身近な存在。いつだって、危険と隣り合わせで生きてきた。


東部への遠征という事態に際しても、一切怯おびえることなく、怯ひるむことなく、奮ふるうでもなく、勇いさむでもなく、ただ淡々と準備を整えていく。


この、命がけの戦いすら普段と変わらない日常の一部という有様こそ、精鋭を精鋭と呼ぶ所以ゆえんである。並の人間とは、心構えが違う。


しかし、そんな精鋭の中にあっても、指揮を執るべき人間の不在は大きい。一頭の狼に率いられた羊の群れは、一頭の羊に率いられた狼の群れを駆逐するという。精鋭が精鋭として機能するには、トップもまた精鋭でなくてはならない。


にもかかわらず、今尚集まった人間を率いるべき人間だけが不在。


本村の広場に集まった彼らには、珍しく戸惑いがあった。


「坊はまだか？」


「まだです」


「こっちは準備出来たってのに、何やってんだ？」


従士長は胡乱げに屋敷の方を見やった。


いつもならば時間はきっちりと守る年若きリーダーが、今日に限って人を待たせている。珍しいこともあるものだと思わなくもないが、ことがことだけに気になるのだ。また、何か良からぬことが起きたのではないかと心配にもなる。


シイツがこれであるから、集まった人間達もまた不安そうにしていた。騎兵七名、歩兵四十五名の全員が、ざわざわと騒ざわめいている。


「俺が見てきましょうか？」


「そうだな、頼む」


集まったものの中では若年のガラガンが手を上げて、様子見に立候補した。それに対してシイツが許可を出したので、若者は屋敷の方に馬を走らせる。フットワークの軽さはガラガンのみならず若者の専売特許という奴だ。


どういう状況にせよ、これで何がしか分かるはず。集まった皆もそう思った。


体感では皆それ相応に待った気がしたが、一体どれほどの時間であったか。しばらくすると、ガラガンだけが戻って来た。


顔色は悪い。というより、何かをぐっと堪えているような顔だった。唇を真一文字に引き絞り、眉間にはくっきりと縦皺が彫り込まれている。


ペイスを伴っている訳でもないガラガンのただならぬ様子に、周りが騒めく。


「静かにしやがれ」


シイツの一喝で騒めきは収まるが、不安そうな様子は変わらない。むしろ、不安の度合いは増した気さえする。


「シイツ従士長」


「何だ？」


ガラガンの報告に、皆は一斉に注目する。


一体何があったのだろうかと。


「若様はもうすぐ来ます。先に行けと言われて、俺だけ戻って来たっす」


意外と普通の答えに誰もがほっとした。


有事が起きた際、モルテールン家を味方にするのは大変心強い。裏を返してみると、敵からすればかなり邪魔な存在だということ。


カセロールが単独で領地を離れている今、カセロールの弱点ともなるペイスやジョゼといった家族を敵が狙う可能性は存在していた。血なまぐさい世界に危険は常に付き物だが、敵国が戦争しているのなら弱点を攻める可能性はいつもより高い。


そういう事態では無かったことに、気の回し過ぎだったかと安堵したのだ。


「そうか。で、何があった？」


「それが……」


一瞬、苦しそうな顔をさらに歪めたガラガンだったが、やがて決壊する。


「ぶははは、駄目だ。ひ〜おかしいぃ。ふへ、ふへはははは」


腹をよじらせ、大笑いしだした若者に、周りの年長者たちはポカンとした。


「おい、笑ってちゃ分からんだろう」


説明を促す声に、ヒーヒーと苦しそうな様子で説明するガラガン。


「いやそれが、俺が屋敷に戻ったら、若様がまだ執務室に居ましてね」


「それで？」


「妙だなって思って執務室に入ったら、リコリス様も居たんすよ」


「あん？　あのお嬢様がか？」


察しの良いシイツは、この辺でガラガンが何を言いたいのか大よそ理解した。


本来居るはずの無い女性が居たとなれば、この遅延トラブルの原因はそれしかない。


「どうもリコリス様も今回の件を知ったっぽくてですね。故郷がどうなったのかとか、若様が危険な真似をするんじゃないかとか、実家に一度帰りたいとか、まあ散々に泣いてまして」


「それで、何でお前は笑ってるんだ？」


リコリスが泣いていたというなら、むしろバッドニュースだ。笑うというより、悲痛な共感を覚えてしかるべきではないか。笑うというのは、如何にもリコリスに対して配慮が欠けているのではないか。


そんな非難の目つきでシイツはガラガンを見たが、それでも若者の笑いは止まらない。


「リコリス様を宥めるのに四苦八苦してる若様の顔が、珍しかったもんで。しどろもどろになってる若様なんて初めて見たもんすから、それがツボにはまったっす。ふはへへははは」


「あ〜……つまり、特に問題ないと？」


「そうみたいっす。ぷひゃひゃふふひゃ」


ガラガンの話した、実に馬鹿馬鹿しい理由を聞いて、全員肩の力が抜けてしまった。


いつの時代も、男の天敵は女性である。特に、惚れた弱みがあれば尚更。


「そうか。それなら全員整列だ。婚約者を泣かせた色男がもうすぐ来るぞ」


「はい」






全員が改めて綺麗に整列し終えた頃。


蹄鉄の四拍子を伴って、疲れた顔の美少年がやってきた。その様子を見て、多くは笑いを噛み堪えている。


代表して、シイツがニヤついた顔でペイスを迎えた。


「坊、お疲れの様子で。その様子なら、リコリス様も落ち着いたようで」


「……シイツ、編成と準備ご苦労様。皆楽にしてください。それと、トバイアム、一歩前へ」


「あん？　何だ？」


全員が握った右手を胸の前に当ててペイスを迎える中、迎えられた方は、早々に姿勢を崩してよいと許可を出した。堅苦しいのが苦手なのは、モルテールン領主親子の共通点だ。


そして、何故か厳つい男だけを一歩前に出す。そのまま、シイツに何事かを耳打ちした。


ごにょごにょと何事かを内緒話する二人。


ペイスから耳打ちされたシイツは、そのままトバイアムの後ろに回り、おもむろに右足を後ろに引き上げ、勢いづけてケツを蹴り上げた。恐ろしく容赦のない蹴りだった。


「痛ってえええ!!」


「リコから聞きましたが、口外無用と言ったにもかかわらず、廊下で大声を出していたそうですね。それも委細漏らさずぺらぺらと。おかげでリコを安心させるのには時間が掛かりました」


「俺ぁ普通にしゃべってただけだって」


「それでなくとも貴方は声が大きい。無用な心配をさせたくなかったのですが、彼女を泣かせてしまいました。今のは僕の八つ当たりです」


「酷ぇえ!!」


いい具合に当たったらしく、大男はそのまま蹴られたところを押さえて蹲る。


トバイアムが調子に乗って不用心な真似をするのは良くあることだが、今回ばかりは御咎めなしという訳にもいかなかったようだ。


カセロールやペイスの気遣いがパーになってしまったのだから。


「全く……さて、予定よりも遅くなりましたが、全員聞いてください」


「はっ」


緩んだ空気が、一気に引き締まる。


「皆も既に知っていると思いますが、改めて状況を説明します。東部で戦争が起き、当家の友軍であるフバーレク家が敗れました。現在は領都まで軍を引いているとのことで、父様が既に先行して現地に行っています。敗軍があの父様を放っておく訳も無いので、今頃は正式に援軍要請を受けているでしょうし、それを断る選択肢など当家には無い。我々は、この援軍要請による行動となります。いいですか？」


「「はい」」


「作戦目標としては、東部を安定させることが第一義。敵軍が東部のみならず王国を蹂躙じゅうりんするであろう状況を、必ず阻止します。最低でも戦線を膠着こうちゃくさせられれば、後は国軍の仕事でしょう。中央軍初め、我が国の主力の準備が整うまでおよそ一月。その間の敵軍の軍事行動を可能な限り阻止します」


「敵とは戦わねえんですかい？」


「父様と合流した後の状況次第でしょう。向こうが進軍を止め、睨み合いになれば我々は抑止力になります。交戦があるかも不明です」


「俺の勘じゃあ、戦いは避けられねえって感じなんですけどね」


モルテールン家は、国家安定の為の戦力を期待されて貴族位と領地を授かったことになっている。期待される役割も、それに準じる。


大軍は、準備にも行動にも時間が掛かる。フバーレク辺境伯とも親しいカドレチェク公爵あたりは、今回の事態に際して中央の国軍を動かすだろうが、それにしたってどうしても準備には相応の手間があるもの。


この、援軍が来るまでの時間稼ぎこそ、モルテールン家が得意とし、かつ期待されている役割。単独でも一個小隊に匹敵すると言われるカセロールが、嫌がらせのようにして時間を稼ぐことで、本体到着まで可能な限り不利を減らす。


ある意味で、米軍が来るまでの防衛を意図する自衛隊のような役割だ。


即応力は現地駐留の防衛部隊に匹敵し、最低でも一個小隊に匹敵する戦力。ゲリラ的な時間稼ぎには、これ以上都合のいいものも無い。四伯と呼ばれる重鎮たちにも、モルテールン家が一目置かれてきた所以だ。


しかし、これらの小規模戦力で撃退出来るほど敵も甘くない。それは当該領軍の仕事であり、或いは国軍の仕事。モルテールン家が決戦戦力となるようなときは、二十数年前の大戦の再来だ。


あくまで補助戦力がお家の役目と、ペイスは皆に言い含めた。


「現地に飛んだ時の行動を確認しておきます。シイツ」


「はいよ」


「現地では、誰が指揮官か不明です」


「フバーレク伯じゃねえんですかい？」


「その安否が不明だそうなのです。無用な混乱を避ける為にあえて教えていませんでした。それを念頭に置いて、シイツは現地の指揮官を確認してください。父様と合流するにせよ、現地指揮官と合流するにせよ、シイツの【遠見】が役立ちます」


「了解でさあ」


シイツは胸を張って答えた。


我らが頼もしき従士長は、世に知られた魔法使い。直接的な攻撃力こそ準騎士一人分の一人力だが、こと戦術的な情報収集と状況判断には百人力。


歴戦の古豪であり、切った張っただけではない大局的な判断の出来る指揮官として、モルテールン家の面々からも信頼は篤い。


「グラス」


「はい」


「補給物資の管理を任せます。辺境伯軍は物資を粗方捨てて逃げた可能性もあります。たとえ友軍が相手でも油断せずに、物資の確保を行ってください」


「分かりました。微力を尽くします」


グラサージュもまたモルテールン家の古株。父親の代からモルテールン家に仕えてきただけに領主家からは全幅の信頼を寄せられている。


万が一にも損害を受ければ全員が飢えかねない後方指揮を、任せられるだけの力量も確か。


彼は、与えられた任務に対して気合を込め、愛用の弓をぎゅっと握った。何度も自分の危ういところを救ってくれた相棒だけに、手に馴染む。


「そしてコアン」


次に声を掛けられたのは、シイツに並ぶ古株。古戦場の生え抜きコアントロー。


自分よりも遥かに年下の上司に対して、口数少なく頷くだけで答えた。


「前衛を預けます。先の作戦目標の通り、我々が最前線に出る可能性は低い。それでも、敵前で剣を交えるのは貴方がたが頼り。我々は小勢です。コアンが前線であると同時に、最終防衛線です。死ぬなとは言いませんが、その背中に我々全員の命があると思ってください」


「うむ、任せて頂こう」


それぞれの役割を言い渡したところで、改めてペイスが全員を見回す。


村人から選りすぐった腕利きの男たち四十五名。それ以上に腕に覚えのある従士七名。一個小隊強の戦力。これにペイスとカセロールが加わった、総勢五十四名がモルテールン家の総兵力。


「皆、準備は良いですね？　それでは、出発」


ペイスの掛け声とともに、全員が【転移】していく。


魔法で飛ばされるのが初めてのものは、急に景色が変わる感覚に思わず身体がぐらついた。いきなり見ていた光景が切り替わると、バランスが崩れた錯覚を起こすのだ。勿論、慣れたものは微動だにしない。


そんな銘々めいめいの中、いち早く状況を確認したシイツから、怒声のような大声が響く。全員の耳に良く通る声。


「坊!!」


「分かっています。総員、戦闘態勢!!」


シイツの声が届くと同時。ペイスも周りの状況を察した。


モルテールン領から一気に東部辺境のアルコムまで飛ぶのはカセロールでも不可能だが、ペイスの魔力量ならば可能。


時間を惜しんで領都まで一足飛びに移動した訳だが、それだけに飛んだ先の状況は不確かだった。


そして、現在の状況とやらは想定されるもののうちでも最悪に類するもの。


既に、あちこちで黒煙が上がっていた。

            





危機


「あちこちから火の手が上がってます」


「見りゃ分かるってんだよ。それより、状況の確認……っておいおい」


フバーレク辺境伯領の領都。


そこに転移したモルテールン家の面々は、早々に物々しい雰囲気の兵士たちに取り囲まれた。


囲んでいるのは数十人といったところ。もちろん精鋭ぞろいのモルテールン家、戦っても五分ごぶ以上の勝ち目はあるが、モルテールン側も無事では済みそうにない。


もしや、既に領都が陥落かんらくしていたのかと緊張が走る。


しかし、いざとなれば転移で逃げられるモルテールン家にとっては恐れるほどのものでもない。


「我々はフバーレク家に助力せんと駆け付けたモルテールン領軍。万夫不当ばんぷふとうのモルテールンの名を聞いて、恐れぬものだけ前へ出なさい」


ペイストリーの口上に、怯んだのは囲っていた方だった。ここにカセロールは居ないのだが、そんなことは囲んでいる人間に分かるはずも無いだろう。


首狩り騎士と恐れられるカセロールの勇名を利用して、ペイスは早速策を講じた訳だ。


「まて、モルテールンと言ったか？」


そんな逃げ腰の兵士の中から、一人の男が進み出てきた。


見た目は二十代後半から三十代前半。傷と煤でくすんだ鎧を着た、指揮官らしき人物。


「囲みを解け。友軍だ」


その男の指示で、囲みが解かれる。


「失礼しました。私はフバーレク家従士コーンウォリス＝ウーヴェンと申します。御家のカセロール様には、当家へのご協力を賜り、一同感謝しております。ご無礼をお許し願いたい」


「モルテールン家カセロールの嫡子ペイストリーです。ウーヴェン殿、早速ですが状況をお教え願いたい。見たところ火の手が上がっているようですが、敵軍の侵入を許したのですか？」


「いいえ。あれは敵の攻撃によるものですが、敵兵の侵入は阻止しております」


「敵兵の侵入を阻止したが、火計を受けた？　投石器のようなものがあったのですか？」


「不明です。空から油の入った壺のようなものを落とされ、街区の一部が延焼しました。現在防衛と同時に消火活動中でして、その最中にあなた方と遭遇したという状況です」


「そうですか。現状、指揮は誰が執っていますか？」


「正門のところで当家のものが」


「ならばそちらに我々も行きましょう。貴方達はそのまま消火を続けてください」


領都でもあるアルコムは、町全体が城壁で囲まれている。東部辺境の中心でもあり、それ相応に防備は整っていた。


そこに外部から火をつけるとなると、相当に入念な準備が必要なはずである。


転移早々のただならぬ状況に、モルテールン軍は一塊になって正門へ急ぐ。


「野戦でフバーレク伯に勝って、更には領都まで侵攻する。これほどの機動力を維持しながら、攻城戦まで準備万端というのも妙な話ですね」


「やってやれねえことはねえでしょうが、難しいでしょうぜ。攻城兵器ってのはどんなもんでも鈍足ってのが相場でしょうから。野戦のときにゃ壊されねえように後方に置いてるでしょうし」


「となると、敵方に強力な魔法使いでも居るのでしょうか？」


「そう考えた方が自然でさあ。物を運ぶ魔法なのか、遠くから火をつける魔法なのか、物を投げる魔法って可能性もありますぜ」


「現状では情報不足です。正門へ急ぎましょう」


正門に着くと、そこには頼もしい味方が居た。


「父様!!」


「ペイスか。よく来たな。皆もご苦労」


「はい」


城壁の上に立ち、戦場を眺めるカセロールの姿がそこにあった。


風景画の一枚を思わせるほどに自然に佇たたずむ様子に、場違いながらも芸術性すら感じる。


「父様、指揮権をお返しします」


モルテールン家の当主はカセロール。


先行していた領主と合流出来た以上、指揮権は代行ペイスからカセロールに返されるのが当然。


息子の言葉に、父親は軽く頷くだけで答えた。


「そうか。ならばペイスはこれから援軍を呼んで来い」


「援軍ですか？」


「うむ。状況は切迫している」


カセロールの話によれば、今押し寄せている軍は間違いなくルトルート辺境伯軍だそうだ。辺境国境での野戦に勝利した余勢をかって、一気に領都までなだれ込んできたという。


しかも、攻城戦の準備もある程度あるらしい。というよりも、最初から攻城戦を目論んでいた節があるという。


野戦や、前線拠点攻略をあっという間に終わらせ、瞬く間に領都まで押し寄せたという話を聞き、ペイスは訝しがった。


「それほど急いできたのなら、補給線も伸び切っているのでは？」


「そこが妙なところでな。同じようにフバーレク家も考えて、領都まで撤退する際に補給線の分断を試みたそうだ。ところが……」


城壁の上は危ないので、安全な場所に避難しつつ会話を続ける。


「補給線の分断の為に軍を動かすと、それを狙いすましたように別動隊の攻撃を受けたそうだ。そもそもの最初から、偵察隊は徹底的に潰されて、野戦でも完全に後手後手だったらしい。その上、補給部隊への奇襲部隊を奇襲されるという有様。清々しいぐらいに此方の動きが見透かされていたらしいな。前線の放棄と撤退は妥当な判断だった」


「別動隊による奇襲……以前にスクヮーレ殿が襲われたときを思い出しますね」


「うむ。あのときも、妙にフバーレク家の動きを読み切っていた節がある。あのときはたまたまかと思っていたが、今回のように続けば、なにがしかのカラクリが有るのかもしれん」


「魔法、ですか？」


「それは分からん。可能性としては高いだろうが、内通者という線もあるし、本当に知恵比べでこちらの手を読み切ってくる切れものが居るのかもしれん。どれにせよ、フバーレク家が初戦から連敗を重ねて、打つ手が全て裏目に出た結果、こうして領都に籠城することになったらしい」


カセロールの話は、ここまでが前置きだ。


現状の認識のすり合わせが終われば、そこから打開策を模索せねばならない。


「まず、援軍の無い籠城などは愚策なので、誰かが援軍を呼びに行くべきだ。私も既に近隣には飛んだが、彼らの腰は重い」


「すぐ傍にまでルトルート軍が来てる訳ですからね」


東部の貴族家は、極論フバーレク家が滅びても問題ない。自分の家の安泰こそ一義であるから、辺境伯家が潰されたところで、例えば中央軍などが出張ってきて盛り返してから動いても構わない訳だ。


それを考えると、辺境伯家当主不在という先の見えない状況で援軍を出し、援軍に出した戦力が丸ごと負け、更にはルトルート家の矛先が自分たちに向く、というのが最悪の想定。


最悪を避ける為に、まずは自領の守りを固めるという方針を執る家が多く、援軍には及び腰のところが多かった。


「となると、東部以外から援軍を呼ばねばならない、ってことですかい」


シイツの言葉に、カセロールは頷く。


「そうなるな。中央軍は呼ばずとも来るだろうが、大軍だけに時間が掛かろう。敵の手の内がはっきりしない今となっては、実に心もとない。となれば、魔力の豊富なペイスが遠くから援軍を連れて来るのが良手となるだろう。相手の意表も突ける」


現時点でも攻勢を受け、城内の街にまで火を付けられてしまっている。どれほど持ちこたえられるかは怪しいものだ。


出来る限り急いで援軍を呼ぼうと思えば、大軍を一気に運んでこられる、規格外ペイスの力量に期待するや切である。


「分かりました。早速行ってこようと思います。援軍の要請は何処に？」


「任せる。お前が説得出来ると思えるところから行ってこい。報酬は、フバーレク家に付けておけ」


「そんな空手形、いいんですかい？」


「構わん。どうせ今は当主不在だ。非常事態と開き直るさ。許可は事後承諾で取る」


カセロールの大胆な指示に、苦笑いのシイツ。


悪だくみに余念のない大人たちの後押しを受け、ペイスは何処かに【転移】する。


「さて、では私は私の仕事をするか」


「手伝いますぜ」


英雄カセロールには英雄の仕事というものがある。


正門で指揮を執るフバーレク家の面々のところまで行き、そのまま胸を張って言ってのけた。


遠くにある他の門まで聞こえるぐらいの大声で。


「フバーレク家の勇士諸君。私はカセロール＝ミル＝モルテールン。これより、我がモルテールン家が総力をもって諸君らを援護する。我々の後には、すぐにも頼もしき援軍がやって来る。必ずやって来る。私を信じ、今少し、耐えてくれ!!」


カセロールの声が聞こえたのだろう。そこかしこでおおという叫び声が起こった。連敗続きで領都に逃げ込んだものたちも、今ならば少しは気持ちを盛り返して戦える。


士気は戦場において重要な要素。


敵の手の内は不明だが、ペイスが援軍を連れて来るまで守り切ればまだ五分に盛り返すことも可能だし、押し返す可能性もある。


その為に、出来ることは全部やるのが指揮官の仕事。そして、名前だけで士気を鼓舞出来るのが英雄の役目である。


「正門は大丈夫か？」


勢いを盛り返したところで、カセロールがフバーレク家の一人に問いかけた。彼は、フバーレク家の嫡子、ルーカス＝ミル＝フバーレク。二十歳の青年である。


聞けば、留守を預かっていた留守役だという。当主不在という衝撃の中、逃げて来る軍を迎えつつも取り纏め、迎撃態勢を整えたという。それだけでも流石は東部重鎮の後継者というべき手腕だが、カセロールの助力で更に防衛について自信を深めた。


「こちらは大丈夫です。モルテールン卿、西に援護を頼みます。城壁に取りつかれて危険な状況です」


「承知した。行くぞ、お前達!!」


「合点でさあ大将」


モルテールン家は、やはりカセロールが率いると一味違う。


数十名の軍集団が、城壁の上に登ろうとする敵軍を、当たるを幸いとなぎ倒しながら西門に向かった。


ときには、カセロールが城壁外に【転移】で奇襲するような真似も行いつつの防衛を行い、モルテールン家は、獅子奮迅の活躍を見せた。


明るい間を戦い続け、夕闇が空を覆い始めた頃。夜戦を不利ととったのか、ルトルート軍は一旦兵を引いた。


「うちの被害状況は？」


「死者なし、重傷者なし、軽傷者が五名」


「軽傷の理由と度合いは？」


「敵の投石に当たって怪我したのが三名。交戦時に矢が掠ったのが一名。張り切り過ぎて足を捻ったのが一名」


シイツの報告に、カセロールは頷く。


敵が一旦引いたからだろうか、緊張が多少解れたのか野次も飛ぶ。


「足を捻ったってのは誰だ？」


「本村の若い奴だな。ダグラッドの班だ」


「なんでえ、スラヴォミールがやらかしたんじゃねえのか」


「それは酷いっち」


はははと笑いが出る程度には解れた雰囲気。


何度も死線を越えてきた連中は、肝が図太く出来ている。


「明日も、恐らく総攻撃があるだろうな」


「大将の勘ですかい？」


「いや、予想だ。ルトルート家としても、フバーレク家がカドレチェク家の後援を得た情勢を承知している。中央の国軍が出張って来るのは予想済みだろう。ならば、それが来るまでにここを落としたいはずだ。厚い城壁のこの町は、攻めるのに困難だが守るに容易い。ルトルート家が大軍で籠れば、中央軍でも取り返すのに難渋するに違いない」


「確かに」


「フバーレク家が明らかに劣勢となる状況を一気に作り上げ、睨みを利かせて近隣の神王国側増援を阻止し、孤立させて領都を包囲。ここまでの戦略は見事に敵方に嵌められた。このままならば此方が消耗する分だけ不利になる一方。いずれ領都も落ちる。フバーレク領が敵の手に落ちれば、我が国の情勢は一気に不安定化するだろう。諸外国の動き次第では、屈辱的な講和を呑まざるを得ないかもな」


「フバーレク家の一族の処罰ってのは要求に含まれるかもしれませんぜ」


「あり得る。そうなると、リコリス嬢を保護する我々も、ただでは済まん。ここは負けられないな」


「やっぱり、坊の働きで相手の裏をかくのが良いって話ですぜ」


「そうだ」


辺境伯領を落とせるほどの軍を、収容出来る防衛施設など国内にも数えるほどしかない。


外交交渉を行うにせよ、或いは更なる軍事行動にせよ、拠点となるべき場所の確保は必須。相手の軍事行動の目的がフバーレク家の屈伏にあるとするならば、早期に領都を落としたいはず。


ならば、総攻撃が今後も続くと予想するのは自然。


明日も厳しい戦いになるだろう。そう考えて、モルテールン家の面々は見張りを残して休むことにした。


次の日は、朝から良い天気だった。


季節がらの陽気が広がり、見晴らしも良い。防衛側としては申し分のない天気。


一つ、モルテールン家に誤算があったとするならば、その日、従士長とカセロールが、敵の矢に倒れたことだけだった。

            





英雄の負傷


ルトルート辺境伯家は、先年の小競り合い以降政治的に劣勢な状況にあった。周辺の貴族を動員しながらも、大した成果を出せずに終わったからだ。しかも、局所の限定戦とはいえ負けて軍を引いている。


動員に応じた周辺の貴族からは、無駄足を踏まされたと散々に詰なじられた。


無論、無策でそのまま過ごした訳ではない。


公爵家の後ろ盾を得て、徐々に圧力を増す仇敵きゅうてきフバーレク家の脅威を説いてまわった。しかし、脅威論の流布自体は一定の効果があるものの、他家からすればそれほど心に響くことでもない。


他国の軍事的脅威に備えるのが辺境伯という地位だ。軍事的脅威を取り除くどころか、負けて一層脅威を高めていれば無能の誹そしりは免れない。そして、無能に付いていく部下は居ない。


何とか打開する方法を考えていた中。


光明は身近なところから現れた。


「其方の進言通りに、今のところ上手くいっているな」


「はい。我が魔法を駆使すれば当然のことです」


ルトルート辺境伯と会話するのは、小柄な男だった。


最近、ルトルート家の家中で急速に発言力を増した若者で、それはとある能力が理由だ。


辺境伯家ほどの大家で発言力を確保出来る能力。それは、ときには一人で万軍以上の効果を持つ能力。そう、魔法である。


「其方を当家に迎え入れておいて正解だった。今後とも活躍には相応の礼で報いるぞ」


「恐縮です閣下」


「して、現状はどうだ」


「しばしお待ちを。今お見せいたしますので」


魔力が高まったところで、魔法使いの男はルトルート辺境伯の肩に手を置く。


すると、辺境伯の目には映像が見えるようになった。無論、魔法を使っている人間にも共有されている映像だ。


戦場を俯瞰ふかんするような、現場を一望する映像。離れたところに居ながらも、手に取るように戦場の様子が分かる。指揮者にとって、これほど便利な能力というのも中々ない。


魔法使いは万人に一人とも言われる稀有なものであり、戦場で利用出来るほどの魔法となれば更にその中でも一握り。


宝くじの大当たりを当てたような幸運を、ルトルート辺境伯は誇らしく思っていた。


「ふむ、順調だな」


「そのようです。昨日は西門の方で良い形に押していたのですが、押し返されました。今日こそは、押し切っておきたいですね」


「言われるまでも無い。お、今日は東門の方が薄いようだな」


「昨日の西門の攻勢を受けてでしょう。指揮するフバーレクの息子は経験不足故、対応が場当たり的になりがちかと」


「ふむ。虎の子の守備隊の五割ほどが西門に居るように見えるな。逆に東側は手薄だ。こちらから攻める好機。よし、すぐに東に増援を送れ。マルレーニ伯爵を向かわせろ」


「はっ」


辺境伯の指示に、傍に居た兵士が了承の返事を残し、伝令に走った。辺境伯の指示は迅速に伝わる。


まもなく、アルコム東側の城壁に大勢殺到し始めた。数にして千以上。マルレーニ伯爵の指揮する部隊が、我こそ手柄を立てんと勢いづく。


大津波のような攻勢に、守る側は明らかに劣勢で、数も少ないように思われた。事実、先だってからの敗戦以後、守備側の兵力には明らかな限界が見える。


「よしよし、東の方も押し始めたぞ。順調だ」


「それはようございました」


「このまま押し込めば勝てる……ん？　何だあの集団」


「少し寄ってみましょう」


ルトルート辺境伯の目に、東門の様子がだんだん詳細に見えてきた。それを見る顔つきは徐々に険しくなる。


数十人ほどの集団が、折角勢いづいていた攻勢を阻止し始めたからだ。かなりの強兵が一団となって立ちはだかる。これは、数を頼りにして攻めるマルレーニ伯では手に余るに違いない。


城壁という限られた狭い戦場では、兵の数は瞬発力ではなく持久力として現れる。そして、強さは兵の質によって決まるのだ。一人しか通れない通路は、敵が何人だろうと常に一対一の戦い。極論すれば、スタミナが続く限り強兵一人で守ることも不可能ではない。


防御力或いは攻撃力が兵の質に比例し、継戦能力が兵の数に比例する。狭い限定空間の戦いとは往々にしてそうなる。数が多ければ勝てるという単純計算は成り立たない。


たとえ数十人と言えども、適切に指揮された良質の兵となれば、雑兵も含めた雑多を押し返すぐらいは可能。


指揮官の質次第では、という但し書きが付くが。


「あれは、モルテールンのゴミではないかっ!!」


詳しく見えたところで、カッと目を見開いた辺境伯。


戦場において、いつもいつもハエの如く飛び回り、毎度邪魔をして来る忌々しい相手を見つけたのだ。見つめる目つきは蛇のように鋭く、タールのように粘っこい恨みがへばりついている。


それもさもありなん。神王国の英雄は、サイリ王国から見れば悪魔である。


「弓兵に伝令!!」


「何と伝えればよいでしょうか」


「ひと際目立って飛び回る、幽霊を退治せよ。他は捨て置いて構わん。あいつらを集中して狙え。モルテールンの首を取ったとなると、褒美は望むだけやる。予備も全てあげろ」


「はっ」


ルトルート辺境伯ジェレッドは、なりふり構わぬ攻撃命令を出した。


今ここで神出鬼没の幽霊騎士を倒せれば、その影響は計り知れない。戦力のほぼ全てを東門に集中し、投石兵や弓兵をありったけ投入。いざというときの為に取っておいた予備も惜しまず注ぎ込む。夜戦に備えて休ませていた兵もあげる。まさに総力の限りを尽くす。


戦場では捕らえることも難しい相手が、今は城壁を守る為に身動きも取れない状況。飛び回っていたハエが、じっと一カ所に留まる今こそ叩くチャンス。


ここでモルテールンの尻尾を捕まえたことこそ、勝機と決断したのだ。


やがて、その決断は一つの成果をもたらす。


喜色満面の伝令が、東門を攻撃していたマルレーニ伯爵から送られてきたのだ。


開口一番、大きな声で誇らしげに報告する。


「閣下!!　やりました!!」


「何だ!!」


「幽霊と覗き魔を共に仕留めました!!」


首狩りと恐れられるカセロール。覗き魔として嫌われるシイツ。共に悪名を知られた人物。


この二人を倒したとの報告に、流石のジェレッドも喜色を露わにした。


「おお、やったか。して、それは確かか？」


ただし、喜びながらも疑ってかかる。


本当に倒したのかどうか。何せ相手はあのモルテールンだ。二十年来の懸案事項。そう簡単に片づけられるとも思わない。


慎重さは、指揮官に当然求められるものだった。


「矢が当たるのは間違いなく確認しました。共に顔の辺りでしたから、まず間違いなく重症です」


伝令の報告に、魔法使いの男も同調した。


「魔法でも確認しました。確かに両名が負傷して後方に担ぎ込まれ、部下たちが右往左往しております」


複数の筋からの同じ情報。


これで、ようやくモルテールン家の魔法使い二人を仕留めたと確信出来た。


「でかした!!　よし、あのモルテールンが動けぬとなると、奴らの士気はズタボロのはずだ。総攻撃をかけよ。いまこそ、長年の恨みを晴らし、我らの悲願を果たすときぞ!!」


辺境伯の号令一下。


幽霊騎士打ち取ったりとの報せに勢いづいたルトルート辺境伯軍は、今まさに城壁をも飲み込もうとしていた。


◇◇◇◇◇


「大将と従士長がやられた!!」


モルテールン家に的を絞って襲われたことで、幾ら精鋭で知られた一団と言えども相応に被害を受けた。土砂降りのように降り注ぐ矢や石を、完璧に防ぐのは不可能だった。


最も痛手であったことは、指揮を執るべきカセロールと、代役を担うべきシイツが負傷するという事態が発生したことだった。


「皆、落ち着け」


「カセロール様、しゃべっちゃいけません。傷にさわります」


狼狽ろうばいという言葉がそのまま当てはまりそうなモルテールン家の面々に、深手を負ったカセロールが話しかける。


矢は既に抜かれたが、カセロールは片目を潰されて失明。もう少し深く刺さっていれば、脳まで達するところだった。正に九死に一生。


傷に触るから大人しくしていろとの部下の進言は正しい。それほどに、痛々しい姿だった。


「落ち着けと言っている。今、我々が為すべきことを間違えるな。城壁を死守せよ。ここが落とされれば、遠からず神王国は混乱する。飢狼のような周辺国も一斉に動き、先の大戦の再来となる。何としてもそれは防がねばならん。ここは引けない」


「しかし、シイツさんまでも……」


皆の目は、カセロールからシイツに移される。


そこには、頭部から出血し、更には全身ハリネズミのようになったシイツの姿があった。カセロールを守る為に身を挺したのだ。


傷口から毒でも入ったのか発熱し始めていて、とても危険な状況だ。


「諦めるな。ここで我々が踏ん張れば、必ず助けは来る」


カセロールの言葉に、モルテールン家の皆は思い出した。一人の少年の姿を。


自分たちが主と仰ぐ男の息子。モルテールン家の秘密兵器にして決戦兵器。


今、主要なメンバーが倒れたことで、浮ついたものたちを引き締めるのには、その存在が必要だった。


カセロールは、傷の痛みを堪え、じっと想いをはせる。


自分は、自分の運の良さを信じている、と。


今まで幾たびも戦場に出た。死にそうだと思ったこと、命の危機を覚えたこと、身の危険を感じたことなど、両手で指折りしても足りないぐらいあった。


しかし、どんなときも自分は生き抜いてきたのだ。


自分は神に愛されている。


カセロールは、そう信じてきた。


魔法を授かったことに始まり、自分の背中を預けられる仲間と出会って功績を上げてこられたこともそう。


自分の身分では望むべくもない伴侶と出会えたこともそう。


そして、自分の後事を託すに足る子供にも恵まれた。


信じるに足るだけのものを、自分は持っているのだと、今は信じたかった。


「しかし、間に合うかどうか」


「大丈夫だ。私は、ここぞという賭けには負けたことが無いんだ」


カセロールは自らの強運を信じる。周りの皆にも、それを信じろと強要した。


今の自分たちの命運を、──全賭け《オールイン》だと言い切る。


そして、カセロールは賭けに勝った。


自分たちの元に、切り札が戻ったのだから。


部下の一人が、喜色をもって一人の少年を連れてきた。


「父様、遅くなりました」


「待っていたぞペイス」


「若様!!」


「ペイストリー様っ!!」


戦場に舞い戻ってきたペイスは、明らかに疲労していた。


目の下に隈が出来、自慢の銀髪にもハリが無い。一睡もせずに活動していたのだろうと、誰しもが悟る。


しかし、苦境にあっても人を惹きつける目の輝きだけは変わらなかった。


カセロールとシイツの痛々しい姿を見たペイスは、流石に平常心とはいかなかったのだが、カセロールは努めて平静な声で息子に問いかける。


「ペイス、援軍はどれほど集まった」


刻一刻と落城の迫る状況。ペイストリーの連れてきた援軍だけが、状況を反転し得る希望である。


敵軍は、概算で三万以上。対しフバーレク家は三千にも満たない。城攻めにおいて攻め手三倍の法則があるというが、十倍であればどう見ても守備側が不利だ。


せめて、万とは言わずともそれに近い兵力が欲しい。


しかし、ペイスの言葉は無常だった。


「連れてきたのは、レーテシュ家、ボンビーノ家を始めとする南部の面々。数にして、精鋭二百ほどです」


「たった二百!!」


「もう終わりだ!!」


当然、部下たちのショックも大きい。


常に冷静なカセロールとて、もう少し欲しかったと思うほどには衝撃的な数字。


「嫌な予感がしたので、半日で集められるだけ急いで持ってきました」


「くっ、それで持ちこたえるしかないか」


一晩で集まったにしては上出来とも思えるが、やはり少ない。


ここは徹底的な遅滞戦闘を行い、持ちこたえるしかないだろう。


或いは、いっそ精鋭を率いて領都を放棄。援軍を改めて集めて、奪還を図るべきか。


モルテールン家の面々は、考え込む。


がしかし、そんな思惑は、不意に破られる。


「父様とシイツが重傷のこの状況を考えると、このまま引けば当家は敗北となるでしょう。モルテールン家は、父様が居る限り常勝無敗が宿命づけられた家です。このまま守るべきでしょう」


「しかし、あまりに戦力が乏しすぎる。相手の手の内もまだ読み切れていない」


「レーテシュ家が情報を持っていて、相手の魔法の正体もある程度分かりました。ここは僕に任せてもらえませんか？」


「任せる？……何とかなるのか？」


カセロールの問いに、少年は頷いた。


「ええ。僕に策があります」


ペイスの自信は何処から来るのか。


非常識が服を着て歩いているような人間の言う策とは、一体どういうものか。


そう、誰もが聞きたがった。


雰囲気を察したペイスは軽く間を置き、モルテールン家の面々を見回す。


「任せてもらえますか」


「良いだろう」


カセロールは決断する。


どうせ自分は指揮を満足に執れない。ならば、いっそペイスに全てを任せる。


戦場の武人は、決断が早かった。


「さて、まずは父様とシイツを安全な内地に運ぶとして……敵を撃退させる手を打ちましょう」


「一体、何をするんです？」


「そうですね……トバイアム」


「あん？」


ペイスは、従士達の疑問を聞き流し、彼らの体つきをジロジロと見回した後にトバイアムの名を呼んだ。


何やら思惑あり気に値踏みした後、軽く首肯した。


「トバイアムには、魔法使いになってもらいましょう。今から貴方は世界一の魔法使いです」


「はぁ?!」


そこに居た誰もが、ペイスの言った言葉の意味を理解出来ずにいた。

            





いたずらっ子の奸計


城壁の上で、颯爽さっそうと立つ男が居た。


戦場いくさばの燻煙くんえんを眼下に払い、剣を片手に威風堂々たる姿を見せる。


彼は、顔に裂布さきぬのの包帯を巻き、立派な鎧を身に纏い、敵前に怯えることも無く声を張り上げた。


「やあやあ、遠からんものは音に聞け、近くば寄って目にも見よ。我こそは神王国にその人ありと呼ばれしモルテールン家が当主、カセロール＝ミル＝モルテールンなるぞ。そこに蠢くはサイリ王国のゴミ虫共。一思いに潰されたいと思うものは、一人残らず掛かってこい」


この男の言葉に、城壁を攻めていたものたちは驚いた。


何も無いところに突如として現れただけに、驚愕は計り知れない。


「嘘だっ、幽霊騎士ファントムは矢で射抜かれたはずだ。俺は間違いなくこの目で見たんだ!!」


「あれで無事なはずがない!!」


否定はする。しかし、自信が無さげだった。


それもそのはず。包帯の下から見えるのは、見え辛いが確かにモルテールン家の当主の顔立ちだ。包帯をしているのは傷を負ったからだと納得するにしても、まるで無傷のように平然としている。普通、片目を潰されれば平衡感覚が狂い、真っすぐ立つことすら難しい。

            





    
  
  




顔を射抜かれているはずなのに、それを庇う風でも無く静せいとしているのだ。


「奴は不死身か!!」


「幽霊だ。ホントの幽霊になっちまったんだ!!」


人間というものは、得体のしれないものを恐怖する本能がある。


箱の中に何が入っているか分からないと、手を突っ込むのも怖がるが、中に入っているものが分かっていれば、それが苦手なものでも平気で手を入れられたりもする。


未知こそ恐怖の根源。


重傷を負ったはずの男に対する恐怖。殺しても殺しても死なない男なのではないか。そう考えれば不気味でしかない。


今、サイリ王国兵士の眼前に【転移】で現れた男が、カセロールであると分かったが為に、軍勢の足並みは乱れた。


「怯むな。たかが手負いの一人に何を臆するか!!」


後方で督戦とくせんする将もあった。逃げようとするものあらば、自分が切り捨てると言わんばかりに声を張り上げる。


マルレーニ伯爵などがその筆頭であった。神王国とサイリ王国は互いに争って譲らず、将兵の質も量も大差がない。彼自身、サイリ王国でも指折りの用兵巧者だ。


「ぶひゃひゃひゃ、威勢がいいな。このカセロール様が直々に引導を渡してくれる」


ところが、その督戦の将めがけて、隻眼の男が現れるのだからたまらない。


子供を含む数人を共にして、果敢に攻めて来る。剣筋も確かで、歴戦を思わせる豪のもの。勇者と名高いカセロールの腕に違いないと、襲われた方は慄おののいた。


「不味い、一旦隊列を整えろ」


城壁を越えようと、ばらけていた隊を自分の身の周りにひとまず集めるマルレーニ伯。襲って来る幽霊騎士は、いつ何時自分の背後に現れるかもしれないのだから、身を守るにはその手しかない。


一息置き、改めて隻眼の包帯男を包囲し始める。なるほど、確かにカセロールらしいと合点がいった。


包帯の下にある顔は確かに見覚えがあるし、腕のほども多数を相手取って引けを取らぬほど。これだけでもカセロールと信じるに足るが、何よりも確かな証拠は、供と一緒に【転移】を繰り返している様だ。世に魔法使いは多けれど、瞬間移動を使いこなす魔法使いなどはそうそうあってたまるか、と言いたい。


「あれこそ憎き仇敵モルテールンぞ、皆今度こそ打ち取れ」


一時は不意を突かれて算を乱したが、改めて兵を整えれば小勢何するものぞと勢いづく。


が、モルテールンは更に不敵に笑う。


「ぶひゃひゃ、俺様の新技をとくと見ろ。地面丸ごと転移させてくれるわ!!」


隻眼の男が両の腕かいなをバンと地面に着いたときだった。


今まで押しつぶせとばかり寄っていたサイリ王国の兵たちの足元が、一気に窪んだ。


「な、なんだ!?」


「助けてくれっ!!」


幾ら鍛えられた精兵でも、足元定かならぬ状態では文字通り、剣が空を切る。


しかも一度のみならず何度となくそんな現象が起きるのだ。


「ぶひゃひゃ、そりゃそりゃ!!」


「〝父様〟、少々やり過ぎですね」


「ぷっ、若様にやり過ぎって言われるとか」


戦場のただ中にあるとは思えぬ様子で、モルテールンの集団は城壁に戻る。


悔しがるのは、サイリ王国の兵。そして、それを魔法で見ていたルトルート辺境伯である。


辺境伯は、後方に居ながらも自分の思う通りに行かない様子に苛立つ。


「おい、何故モルテールンの蛆蝿ウジバエが居る。仕留めたはずではないか」


「さて。思っていたほどの傷では無かったのか」


「ええい、忌々しい。さては蝿ではなく蜚蠊ゴキブリであったか。しぶとい上に生き汚い」


「お味方も、彼奴きゃつらのせいで浮ついておりますな」


戦場の機微は雲のように移ろいやすい。


今まで押せ押せと意気顕揚であったものが、いつの間にか逃げ腰になるものが出始めていた。


このまま黙って拱手傍観きょうしゅぼうかんする手は無い。やられっぱなしで後手後手に回るほど、辺境伯も無能ではないのだ。


「よし、このまま予備を全て当てろ」


「既に予備まで費やしておりますが」


「むむ、ならばどうするか……おい、この周りに敵は居らぬな？」


「それは間違いなく。上空から見てみましたが、敵は皆城に籠っております」


「ならばこの本陣も当てる。全軍で向かえ」


ルトルート辺境伯の言葉に、周りのものは驚いた。


自分たちは安全な場所に居ると信じているものたちだったから、目を向いて反対しだす。


「なりません。ここが動けば、御身が危なくなりますぞ」


「何を言う。目の前に勝機が転がっているではないか。敵に囲まれる心配が無いとなれば、離れてモルテールンの奇襲を危ぶむより、いっそ取りついてしまった方が奴らとて戦いにくいに相違あるまい」


「それは確かに……」


モルテールン対策というのは、二十年来の戦いの中である程度練られている。


敵同数にモルテールンあれば逃げ、敵少なければ一つに固まって当たれというのが常道となっていた。


同数以下ならば不意を突かれて危険だが、同数よりも多ければ、一団となることで奇襲の隙を与えずにすむ。逆に、奇襲がいつでも有り得ると分かっていながら兵を分けるのは愚策とされていた。


自分の武に自信が無く、臆病であればあるほど、前線から離れた後方の安全地帯から指揮しようとするもの。破られることを恐れて前線を厚くしたがるもの。矢石飛び交い血しぶきの舞う中に飛び込むのは勇気が要る。慎重で臆病な人間ほど後方に居たがる。


そして、この心の動きこそ、モルテールンからすれば狙い頃だった。安全にするつもりで前線から離れれば離れるほど、却って身の回りを危うくすること、鎧兜を脱ぐが如しである。


ルトルート辺境伯も歴戦の武者である。自分を後方の安全地帯に置こうとするほど気弱ではない。


「掛かれや!!　今こそ好機!!」


ルトルート辺境伯も、地方の雄。痘痕あばた顔を赤くしながら、我に続けとばかり動き出す。


颯爽と馬にまたがり、供回りを従えて後詰も全てモルテールンの居る城壁に当てた。


「見よ、連中も逃げ出したぞ」


戦況は、また変わる。


一時押し返すかに見えた神王国側の動きも、ルトルート辺境伯直々の動きに矛先は鈍る。


これには流石にモルテールンの一団もたまらず、城壁の中に逃げ込んだ。戦機を逃さず果敢に攻めた決断は素晴らしいの一言。


勢いづいたサイリ王国軍。いよいよ城壁も超えるかというとき。


「閣下!!」


「何だっ」


辺境伯は、伝令の方を振り向きもせずに応えた。


「お味方後方。ことごとく討ち果たされ、兵糧も全て奪われました」


慌てた伝令の言葉。


一瞬、何を言っているのかが分からなかった。


「なっ、馬鹿な。敵は全て城内だ!!」


慌てて辺境伯が振り返れば、後方の多くに紅蓮の炎が上がっていた。


◇◇◇◇◇


一人の男。いや、少年が、しみじみと呟いた。


彼が見るのは、戦場を所狭しと暴れる一団。


「凄いですね」


「うむ。さすがペイストリー殿だ。上手くカセロール殿を装っておられる」


少年ウランタの声に答えたのは、見るも猛々しい若武者セルジャン＝ミル＝レーテシュ。


誰あろうこの二人は、知己であるペイスの求めに応じたもの。援軍として東方に逸早く駆け付けた二百騎の中では、ただ二人の指揮官格。


南部閥トップの代理と、南部閥ナンバーツーだ。どちらが援軍の指揮を執ってもおかしくないし、本来ならそこにも政治的駆け引きが生まれるものなのだが、二人ともが揃ってペイスの指揮下に入るを是とした為に、わずかな時間で駆け付けられたという。ペイス以外の下につけと言われていたら、もっと揉めていたはずだ。


また、両者とも神王国で上から数えた方が早い大家とあって、敵方の情報もかなり詳しく調べていた。


それぞれの情報を持ち寄って万全を期すという意味でも、公平な差配の出来る中立的な立ち位置たるモルテールン家が、音頭を執る方が良いという判断も働いている


戦場に駆け付けてみれば、件くだんのモルテールン家に大事があった。


領主である準男爵本人と、その右腕にして腹心のシイツが、戦場を離れざるを得ない重傷を負っていたのだ。


すわ一大事。これこそペイスに対する借りを返すときと、危険を百も承知で近習のみを引き連れて参陣した。


彼らが居る場所は、城から見て敵軍本陣の更に後方。穴を掘られた場所に隠れていた。


「しかし、こうしてただ待つだけで、敵から見つかりはしないのですか？」


「これを被っている限りは大丈夫とのことだった。実際今も動きを見せていない以上大丈夫だろうとは思うが、警戒は必要だな」


そう言ってセルジャンは上を見た。二百名を隠すほどに大きな布。天幕のように頭上を覆う。


穴に潜ひそみ、被っている側からはタダの布にしか見えないが、他ならぬペイスが単なる布切れを渡す訳が無い。


これには、外から見たときに地面に見えるよう、地面そのものの模様が迷彩として【転写】されているのだ。


「卿も、敵方の魔法使いについては知っているのだろう？」


「……鳥を操る魔法、と聞いています」


「我々の調べでもそれらしい。教会に金貨五十枚を積んで得た情報でも裏が取れている」


「五十枚っ。相手もかなり大金を支払って口止めしていたのですね」


「よほど切り札として置いておきたかったらしい。我が家と御家が別々に調べて同じ結果となると、情報の確度は高い。噂通りとして、鳥の目を欺くとすれば、この布切れ一枚でもこと足りるだろう」


「今にも襲い掛かってこないかと不安ですが……」


ボンビーノ子爵ウランタ。まだ実戦経験浅く、敵方よりも圧倒的少数で奇襲を掛けんとする緊張感には慣れていない。それだけに不安も人一倍大きい。


「指揮するものがそう不安がってはいけない。ペイストリー殿が、きっと敵兵を引き付けると信じるのです」


「そう上手くいくのでしょうか」


「勇名を馳せたカセロール殿健在とあれば、必ず敵は脅威に感じ、排除の必要性を認識する。ましてや、怪我をしつつも背中に守るべきものを抱えて、遠くに逃げられないとなれば、絶好の機会に見える。総力を挙げて襲うだろうな。その価値があるのだから。私が敵の指揮官でもそうする」


「しかし実際は別人。包帯を二重に巻き、下に似顔にがおを【転写】ですか。あのような使い方があったとは」


「変装に便利だ。サイリ王国側も上手く騙されているようだし、魔法使いというのは本当に侮れない。戦いに向かぬ魔法とたかを括っていると、足元を掬われる」


ペイスから伝えられた作戦は、時間が無かった為にほとんど概要だけで、自分が敵を粗方引き付けるので、後ろに潜み頃合いを見て後方を襲え、というものだった。


カセロールが重体と分かっているから騙されはしないが、知らずに居れば自分達でも偽物の登場に騙されていただろうと背筋も寒くなる。


やがて、ペイスの暴虐ぼうぎゃく、もとい遠慮の二文字を捨てた騒動が起きる。


「はぁ!?」


「地面が無くなったぞ。あんなことまで出来るとは聞いていない！」


一同は更に驚いた。


城に押し寄せていた敵兵が、それぞれ数百という単位で穴々に落ちては埋められていく。考えもしなかった状況に、唖然とした。


「……あれも魔法ですか？」


「他に考えようも無かろう。はは、さすが。あのような奥の手を持っていようとは。あれをこの目に見られただけでも、ここに来た意味があった」


「転移の魔法で地面を瞬間移動させているのでしょうか？　それとも別に魔法使いが居る？　もしかしてペイストリー殿がなされたのか？　絵を描くのではなく？　どういう仕組みなのか……」


「考え込むのは後にされた方が良い。ほれ、敵が餌に食いついた」


衝撃的な光景に、置かれた状況すら忘れて考え込むウランタだったが、セルジャンの言葉にはっと我に返る。


今は戦場に居る。呆けていていい状況ではないのだ。


偽カセロールを打ち倒す機会と逸り、後方ががら空き。見張りは申し訳程度しか残っていない。


これを待っていたのだ。


セルジャンとウランタは共に手勢に檄を飛ばす。


「今だ!!　目に付くものは全て燃やせ!!」


敵を全て城壁に引き付け、後方を乱す作戦は成功する。


この日、ルトルート辺境伯は臍ほぞを噛んで撤退することになった。


そして、撤退する中で更なる絶望を味わうことになる。

            





反撃の策略


「敵、撤退していきます」


後軍を徹底的に奇襲されたことにより、サイリ王国軍が総撤退を開始した旨、伝令からの報告があった。


恐らくは占領している砦のいずれかに引き返して態勢を整える腹だろう。


しかし、何にせよ勝利は勝利。


最後の最後まで追い詰められていたものたちは、残りのありったけの力を込めて吠えた。


「うおぉぉ!!」


「ルトルートの奴らめ、俺たちの力を思い知ったか!!」


散々に負かされて領都まで引いたフバーレク家の一軍は、ようやく一矢報いたことに満身創痍ながらも喜んだ。


無論、この功績が何処にあるのかは分かり切っている。


「モルテールン卿、並びにお歴々の皆様、ご助力感謝致します」


「フバーレク家に助力するのは、友家として当然のことです」


一旦敵が引いたことで、全軍の指揮官だったフバーレク家の嫡男が、モルテールン家を筆頭とする援軍諸家に挨拶に来る。どこか肩の荷が下りたような顔をしているが、それもそうだろう。もし城壁を守り切れていなければ、彼の身の安全は保障されるはずも無かったのだから。


最後の一線を守り切った男の安堵した表情。


挨拶を代表して受けるのは当然、モルテールン家の筆頭問題児。


援軍のメインであったモルテールン家の当主が、怪我の為安全な場所に避難させられており、この場に居る中で唯一モルテールン家当主代理が務まる人間。


一策を用いて敵を撃退せしめた功績もあり、色々と問題も多いが手柄も多い。彼が代表して挨拶することに異を唱えるものは居なかった。


仮にいたとしても、高位貴族が皆異論を挟まない以上、口出しはしない。


「貴方がたのおかげで命拾いしました。心から御礼を言います。しかし、御父君が負傷されたことが残念です。我々に出来ることであれば何なりと言ってください」


「戦場に立つ以上、父も覚悟あってのことですが……お心遣いはありがたく頂戴します。さすれば一つお願いが」


「何でしょう」


お家の主力を損なってまで助力してくれたのだ。大抵の無理は聞くつもりで、フバーレク辺境伯子ルーカスは尋ねた。


常識的に考えれば、報酬とは別に治療費を払って欲しいであるとか、被害に見合う利権を寄越せといったところだろうか。仮にそうであっても、誠意をもって応える覚悟は出来ている。


もっとも、領地の大半を蚕食さんしょくされている現状で金を払えなどと言われても無い袖は振れないのだが、いずれにせよ、まずはどれだけの請求書が回されるかだけでも聞いておきたい。


常識的な要求をあれこれ予想する青年。


しかし、その予想は裏切られる。


「でしたら、御家の残存兵力と物資をお借りしたい。そして今後の援軍を含め、全ての兵権をお預け願いたい」


「何ですと!!」


ペイスの申し出に驚いたのは、ルーカスだけではない。援軍として参列している南部閥の面々も同様だった。


兵権を預けるということは、生殺与奪を全て任せるということ。自分たちの領軍を、他人にそっくり預けてしまうということなのだから、驚かずにはいられない。


「ペイストリー殿、横から口を挟んで申し訳ありませんが、そのようなものを他人に渡す訳にはいかないと思います。少なくとも貴族家当主としての常識から言えば、他人に軍を預けるのは、自分が自分の軍に害される危険を含む重大な決断。もしも軍を必要とされているのならば、参謀の長にでもなって、意見を優先的に通すだけでも良いのでは？」


「それでは駄目です。優先的に、では駄目なのですよ。全てを必ず、という状況でなければ意味が無い」


ウランタの常識的な意見は、ペイスに即座に却下される。


「ならばせめて、何をするのか、何時まで指揮権を振るうのか程度は知りたいものです。ルーカス＝フバーレク卿も同じだと思いますが」


「ボンビーノ卿のおっしゃる通りです」


「ふむ、それもそうですね」


御年九歳の子供に、軍事の指揮権を全て預ける。ましてやそれが、大軍がまたすぐにでも押し返しそうな中で。


普通ならばこれに頷くなどは狂人の所業だが、ことペイスに限ってそんな常識などには当てはまるはずも無い。


それを知るだけに、困惑するルーカスに代わってウランタが口を挟んだのだ。政治的な匂いがする為、セルジャンなどは黙って傍観している。


「一体、何をするおつもりですか？」


「ルーカス殿もおかしなことを聞きますね。戦時に兵権を預かる人間が行うのは、いつだって戦って勝利を得ることです。それ以上も、それ以下も無い」


「勝利ならば挙げたばかりではないですか。ペイストリー殿の策によって、大勝利です」


十分の一にも満たない戦力で、万を超える敵軍を撃退したのだ。勝利というなら、これ以上満足する戦果はあり得ない。


そうウランタやルーカスは思っていたが、ペイスは首を横に振る。


「笑止です。あんな小細工で、勝った負けたと一喜一憂していては話になりません。第一、敵の数を減らした訳ではない以上、態勢を整えられればまたすぐにでも押し寄せてきます。そうなれば、辺境伯不在の上に主力を失い、士気も兵数も劣る此方が圧倒的不利。これでは勝ったとも言えないでしょう。せめて、盗られた領土を奪い返すぐらいはやらねば、勝利とは言えない」


自信満々のペイス。その瞳には決意があった。


彼とて、指揮権を寄越せなどというのが非常識な要求であることは百も承知なのだ。それでも尚、尊敬すべき父や、生まれたときからの知己であるシイツを痛めつけられて、心穏やかでいられない事情がある。遠慮せずとも良いというお墨付きもある。


自重する気などさらさらなかった。さっさと指揮権を寄越せと詰め寄っている。


これを見ていたモルテールン家の面々はあきれ顔だ。


こういうときのペイスが聞く耳を持たないことは、モルテールン家の常識。


「大将も大怪我で、シイツさんまで動けないってのに、うちの若大将はまだ何かやらかすつもりだぞ。またぞろ悪だくみしてる顔になってらあ」


「あの人は人使い荒いからなあ」


「俺、ホント仕官先間違えた気がする」


「敵は怖くなくても若様のあの顔は怖いっす」


どこぞのイタズラっ子の非常識には慣れている面々は嫌がっているが、辺境伯子ルーカスには違って見える。


英雄の子。妹の婚約者にして若き英才。天才の名も聞く俊英。そんな傑物が自信あふれる姿勢で口にしたのだ。何かとんでもない自信の裏付けがあるに違いない、と考えた。


「モルテールン卿。貴君に我々の命を預けるとすれば……いや、預ける。だが、我が家にとってももはや欠かせない残存戦力だ。守りを欠かす訳にもいかぬ。出来るだけ損耗は少なくして頂きたい」


「損耗？　無用な心配ですね。あの程度の雑魚相手なら一兵も損なう必要は無い。とりあえず見ていてもらいましょう。心配が杞憂であったとすぐに分かるでしょう」


何を考えているのかさっぱり読めないペイスの様子。


ルーカスは、狐に化かされたように呆けるのだった。

            





    
  
  




◇◇◇◇◇


ルトルート辺境伯ジェレッドは、悔しさを噛みしめながら占領地へ行軍していた。


いや、行軍といえば聞こえはいいが、客観的な見方をするなら敗走だ。


食料も精々が一晩分ほどしかない状況の中、兵は速足で歩いていた。夕暮れの中、ザクザクと変わらない二拍子のリズムで、皆足を動かす。体中から焦げた臭いや汗の臭いがするのも厭いとわず、ただ急いで早歩き。偉い人間が馬上にあるのを恨めしそうにしながら。


「してやられましたな」


「もう一息でフバーレクの息の根を止め、モルテールンの害虫を駆除し、神王国に引導を渡せるかと思っていたのだが。中々ままならんものだ。神はよほど試練がお好きと見える」


馬上の面々が愚痴をこぼす。そうでもしなければ、呪詛が漏れそうだったからだ。悪態で済ませられるうちは、まだ余裕があるともいえる。


「この先、砦が幾つかあります。ヴォライン伯爵、ポーロー伯爵、アンジェルシア子爵の三隊がそれぞれ二千づつの手勢で守っておりますれば、ひとまずそこまでお引き頂き、軍を整え、再度の領都奪取を図るべきかと」


「うむ。それは俺も考えていた。ここからならばどこが近い？」


「ヴォライン伯爵のところでしょう。このペースならば一日弱で着きます」


「ならばそこに行こう」


ルトルート辺境伯は、今回の侵攻作戦に当たっては乾坤一擲けんこんいってきの力を込めていた。総力を挙げてフバーレク家を潰し、絶対に勝つと必勝を期していた。何故ならば、外交的・戦略的に極めて不利な状況に陥りつつあったからだ。


敵であるフバーレク家は、公爵家の後援を得て外交的な足場を着々と固め、更には軍事的にも小競り合いに勝利している。戦備増強にも抜かりが無かった。刻一刻と不利になっていく、ジリ貧と言うべき状況だ。


ことここに至っては生きるか死ぬかの決戦を挑む為、魔法使いを破格の待遇で雇い、かなり無理した徴兵で兵数を揃え、近隣諸領にも気前よく利益を提供して兵を出させ、優秀な参謀と共に綿密な作戦を練りに練った。物資についても金に糸目を付けずかき集めたし、傭兵だって同じようにした。


その甲斐あってか、野戦での勝利に始まり、電撃的に連戦連勝を重ねてフバーレク家を領都まで追い詰めたのだ。


あとほんの一押しというところで邪魔されたことに、忸怩じくじたる思いがある。


だがしかし、現状を見れば決して悲観することも無い。


準備は入念に整えただけあって、本国から占領した砦までの補給路は確保してある。幾らモルテールンやフバーレクでも崩せぬと確信出来るほどの防備もあった。


一戦場で兵糧を喪失したところで、砦までたどり着ければまた改めて領都を攻められる。


全体的に戦況を見るなら、十対ゼロだったものが九対一になった程度のこと。


「慌てることは無い。指揮官が慌てればそれで軍は動揺する」


「ごもっともです」


辺境伯も戦場の人。用兵の機微も多少は知る身。


馬だけならば数刻。徒歩かちであっても休みなしで急がせれば半日強で砦に着ける。余裕を見て一日という側近の意見は正しい。


「全軍に停止命令、一旦休憩を取れ」


「よろしいのですか？　このまま追撃される可能性も……」


「馬鹿な。敵は寡兵だ。我々が後退するのは大事をとってのこと。我々にも余力のある今追撃して来るのなら、返り討ちにするまで。それよりも、このまま急がせ、体力の差や足の差でばらつきが出ることが怖い。無いとは思うが、陣形が長細く長蛇に伸びたところで横っ腹に奇襲、というのも有り得る。相手にはモルテールンが居るからな。今までも数人を連れて奇襲ということがあった。数十、いや数百ぐらいの奇襲は有り得ると考えて備える」


「分かりました」


ルトルート辺境伯も慎重な判断をした。


神王国の本隊が大軍で押し寄せて来るまで早くて二週間。遅くとも一ヶ月程度。


それまでに堅固な城壁都市である領都アルコムを奪取出来れば、自軍は万を超えるだけに十分に対抗出来る。急場で足並みの揃わない神王国軍ならば、逆撃すら可能。


だからこそ、ここでしくじる訳にはいかない。今、優勢な状況は明らかなのだ。領都奪取は急ぎたくも、落ち着いた確実な行動が求められる。


そんな主人を、部下たちは皆尊敬の目で見る。


自分たちの主人は、戦場の勝ち負け以上にもっと高い視点を持っていると。


一時間ほどの休憩で、全軍の足並みは揃った。


辺境伯は一瞬、このまま取って返せば面白いか、とも思ったが、まずは万全の態勢を再編すべきと考えて腰を上げる。


辺りは既に日が落ちて暗くなっている。これから移動して、砦に着くのは深夜になるか、と考えた。


「夜襲を警戒すべきだな」


「何かおっしゃいましたか？」


「いや、独り言だ……ん？」


さあ出発しようとしていた矢先。慌てたように走って来る小柄な男が居た。


見慣れない風体で、子供のようにも見えたが、顔立ちは厳つい。身に付けているものはマルレーニ伯爵軍のもののようだった。


「待て、それ以上は近づくな」


当然、辺境伯の近習は止める。自分たちの信頼しているもの以外は近づけさせるつもりはない。


押しとどめられた小柄な男は、そのまま跪いて頭を伏せ、声を絞り出す。


「我が主マルレーニ伯より伝令。敵軍が此方に向かって来ております」


「何っ!!」


馬鹿な、と思わず叫びそうになったジェレッドは、軍の最高責任者として、心の中で三つ数えて落ち着きを取り戻す。


「それは確かか」


「分かりかねます。私は今申し上げたことを閣下にお伝えするようにとだけ言われましたので」


「そうだな。伝令の人間が状況を掴めることも無いか……おい、奴を呼べ」


状況を確認しようと思えば、ジェレッドには良い手がある。大金で雇っている【鳥】の魔法使い。鳥の目を使うことも出来る為、偵察にはもってこいの能力。


「お呼びですか？」


「うむ。ここに敵が押し寄せてきているとの報告があった。貴君の力を借りたい。偵察は可能か？」


「……難しいです。時間が時間ですので、あまりはっきりしたことは分かりませんが？」


「むう……仕方がない。それでもかまわないからやってくれ」


鳥の多くは、暗い中では物を見ることが上手く出来ない。ニワトリなどはその典型だ。


夜行性の鳥としてはフクロウ等も居る為、全ての鳥がそうという訳ではないが、夜間の視界が極端に悪くなる鳥は多い。


鳥使いと知られる魔法使いも、鳥については専門家。予め断ったうえで、夜でもまだ使える鳥で偵察を行う。


昼間ほどとはいかないまでも、おぼろげにあたりの様子が見える。すると確かに辺境伯の方に向かって急ぐ集団が見えた。


「確かに、何者かが此方に向かってきます」


「数は？」


「千は超えていますが、万は無いでしょう。大体二千と言ったところでしょうか」


「ならばフバーレクの残兵に違いない。我々が指揮しない軍で、我々がここに居ることを見越し、更にはそれだけの数を纏める。奴ら以外にあり得ない」


「しかし、敵は城内に閉じこもっていたはず。どうやってです？」


「分からん。が、我々の後方を乱した例もある。恐らく奴らの切り札に相違ない」


ルトルート辺境伯も歴戦の名将。フバーレク家を相手に長年戦ってきた古強者ふるつわもの。状況判断は早かった。


魔法なのか伏兵なのか。どちらにしても自分たちが命令を出していない軍となれば敵と思われた。


「ならば、これはチャンスだ」


「は？」


「奴らは、これを決戦として奇襲を掛けてきたのだ。狙いはこの俺の首。芸の無いモルテールンの入れ知恵だろうが、劣勢の立場なら逆転の手は俺の首を狙うのが一番。向かって来る二千騎は恐らく精鋭だ。逆にこれを討ち果たせば、奴らの戦意は折れるに違いない。すぐに迎撃の準備だ!!」


辺境伯の指揮のもと、疲れた体に鞭打って迎撃の態勢を整えたサイリ王国軍。


幾ら撤退行動中とはいえ、余力はまだまだある。数千の小勢など一飲みにしてくれると、手ぐすね引いて待ち構えた。


やがて、やって来る軍集団の影が見え始めた。


暗くてはっきりとは見えないと目を凝らしていたところ、向こうから矢が一本飛んできた。かなり手前に落ちたが、明確な攻撃だ。


「ええい、突撃だ!!」


矢の補給も無い現状で、残り少ない矢玉を消費したくは無かった。


止む無く、盾を構えての突撃となる。向こうも慌てたのか矢をしきりに放って来るが、兵の数が違うのだ。やがて辺境伯が狙った通りに乱戦になる。


お互いの兵が乱れ合うのであれば矢は使えない。これで一気に潰す。


そう考えていた辺境伯。しばらくすると、不自然な状況に気付いた。


「待て、待て。我こそはジェレッド＝メレデレク＝デ＝ルトルートなるぞ。お前たちは何者か!!」


「何!?　ルトルート閣下だと。止め、攻撃止め!!」


暗闇の中、お互いの攻撃が止まる。


自ら辺境伯の元に近づく一騎は、大声で自分はヴォライン伯爵であると名乗った。


砦を守っているはずの伯爵が、何故自分たちを襲ったのか。


辺境伯は、頭に血を昇らせながらも伯爵を呼ぶ。そして、いきなり大声で叱責した。


「何故我らを襲ったのか!!　そもそも卿らには砦を死守せよと命じたはずだ!!」


「は？　しかし、マルレーニ伯が砦まで供ともの数騎と一緒に来られ『味方は敵の軍によって壊滅。辺境伯も敗走であるから、直ぐに全軍で救援に向かえ』とおっしゃられたので。我々は一大事と思い、駆け付けてきたのです」


「マルレーニ伯が？　馬鹿な。つい先刻まで最前線におった。あり得ん話だ」


「しかし、顔も確認しました。確かにあれは伯爵閣下でした」


ヴォライン伯爵は自分でも伯爵の姿を見たという。何度となく目にしている人間の顔だから、間違いないと。


しかし、それならば城壁でフバーレク家やモルテールン家相手に奮闘し、先ほども先陣を切って突撃していったマルレーニ伯は誰だという話になる。


今だって、戦いの後始末に陣頭指揮で動き回っているのだから、伝令に出向く訳が無い。


「……まあそれは後で伯に聞こう。それで、我らを襲ったのは何故か？」


「はじめは様子を見ておりましたが、そちらが襲って来られたので……これは敵に違いないと」


「そちらから弓を打ち込んできただろう」


「私は命令を出しておりませんし、そんな事実も確認しておりませんが……暗い中で逸はやった兵が居たのやもしれません」


「何たることだ。我々は無用な同士討ちをしていたのか」


味方同士で争う同士討ちほど悲惨な戦いは無い。大義も無ければ功も無い。徒いたずらに損耗と疲労のみを重ねて、得られるものは皆無という最悪の戦い。


「それで、補給物資はどの程度持ち出したか？　特に食料は、我らも手持ちは無いぞ」


「それが……とにかく急げと言われましたので」


「何も持ち出さずに来たのか!!」


「いえ、矢や武具ならばそれなりに持ち出しましたが」


「そんなもので腹が膨れるかっ」


ここにきて、ついにルトルート辺境伯も感情を爆発させた。触るな危険の爆発物状態にある辺境伯。だが、それでも言うべきことを言うのが参謀の役目と、一人の近習が口を開いた。


「閣下、こうしてはおれませんぞ」


「何？」


「話を整理するなら、砦は今、空っぽの状況。騎兵だけでも急がせ、早急に守りを固めねば。今、本当にフバーレク家の追っ手が来れば、我らは飢えたまま戦わねばなりません。負けるとは思えませんが、絶対に有利とも限りません」


「クソがっ!!」


参謀の言う通りの状況だと、理解するだけの能力を持つ指揮官。伊達に一軍を率いている訳ではない。


手近なものに一通り八つ当たりしたところで冷静さをほぼ取り戻し、騎兵のみを砦に先行させた。


このときは、それが最善の判断と誰もが思った。


だが、二刻もすれば最悪の判断であったと気付く羽目になる。


「閣下!!」


「……その姿は如何いかがした。何故ポーロー伯爵が居る!!」


「面目次第もございません」


ポーロー伯爵は、二番目に近い場所にある砦を守る将。後方の補給路を遮断するのは兵法の常道である為、特に守りを固めるよう言いつけてあったはずだが、何故か戦場に居る。


ことここに至って、辺境伯の怒りは怒髪天を突く。


「閣下、御怒りを御鎮めください。事情を聞かねばなりません」


参謀が冷静に話を聞いたところはこうだ。


一番近い砦にルトルート家の騎兵が急行していたところ、砦が敵に襲われて危険だから援軍を出すようにと知らせを受けていたポーロー伯爵と接触。双方が互いに敵と誤認した為にまたも同士討ちが発生した。不幸中の幸いだったのは、一度同士討ちを経験していた側がそれに気付けたことだった。十騎の騎兵と三十人ほどの死傷者で済んだのは、先の同士討ちに比べれば軽微な被害と言える。


そのポーロー伯爵が言うには、ルトルート辺境伯本人が援軍に向かえと、顔に包帯を巻いたボロボロの姿で言いに来ていたとのこと。


最早疑う余地も無く、敵の策略である。


「全軍!!　全速で砦に向かう。足が折れても構わん。駆け抜けろ!!」


敵の策略となれば、砦は危うい。砦にまとまった兵力で籠られれば、自分たちは飢える。戦場での勘が、辺境伯に危機を告げていた。


一番近い砦に着いたとき。最も驚いたのは、いつの間にか堀ほりが一重増えていたこと。


更には、人影らしきものが砦のあちらこちらにある。


どういうことかと様子見に走らせた騎兵。不幸な彼は、砦の方から飛んできた矢に〝片目〟を射抜かれて倒れた。


射手の横には、小柄で子供のような影。


「サイリ王国軍に告げる!!　ここは元よりフバーレク家の物。我らフバーレク家に助力し、侵略者を退けんと駆け付けた正義の軍なり。勇兵五千を相手にしたくば、掛かってこい!!」


何を猪口才ちょこざいな、と辺境伯は突撃命令を出そうとしたが、それは参謀に止められた。


ただでさえ頑強な砦に、新たな堀まである。そこに五千もの兵が立てこもっているのなら、攻め落とすにもどれだけの犠牲が必要か分からない。今後の反攻を考えても、ここで兵を損耗するのは愚策と言われる。


その意見は正論である。


辺境伯は、悔しさと怒りに震えながらその場を離れていく。


冷静さを失っていたせいだろう。


その場の誰もが、砦の人影が風に吹かれて動いていることにも気づかなかった。

            





戦後の戦い


夏も近づく晩春の一日。


明るく爽やかな青空の下、瑞々しい新緑の映える中庭でお茶の香りを楽しむ人が居る。主賓は二人。片方は妙齢の女性で、しかも臨月間近な妊婦。もう片方は少年という、不釣り合い極まりない組み合わせだが、それを指摘するものは居ない。


お互いに護衛を後ろに置き、向かい合う形でお茶を手にしている。


一見すると上品でセレブなお茶会だが、そんな訳は無い。


「それで？　一つ目の砦を寡兵で奪還出来た後はどうなったの？」


「夜でしたから、布や板に兵士の絵を【転写】して衆兵に見せかけ、追い払いました。本物の兵士は、布の後ろで鎧や兜を引きずって、大勢居るような音を出させまして。鳥の目で音までは偵察出来ませんから」


「なるほどねえ。少数ならば、負傷した準男爵でも運べたという訳ね。それとも貴方が運んだのかしら？　噂によると、血の繋がった魔法使いには【転移】が貸せるということらしいけど？」


「ほう、それは初耳ですね」


偽装情報カバーストーリーとして、カセロールの魔法は『血縁の魔法使い』にならば貸せるということになっている。当然この情報とて最重要機密として扱っているのだが、さすがにレーテシュ伯はその情報を掴んでいた。


確証が無い為カマ掛けで揺さぶってはいるが、元よりこの程度でペイスが情報を漏らすとも思っていない。あわよくば、といった努力だ。


「……まあいいわ。お父上か、それとも貴方がやったのか。地面の一部を転移させるようなこともしたらしいから、それぐらいは教えてくれないかしら？　御領地の貯水池もそれで作ったんでしょ？」


「そんなことが父様に出来たとは知りませんでした。きっと、怪我をして潜在せんざい能力が目覚めたのでしょう。あのときの父様は怪我のせいかテンションがおかしかったですから、普段以上に力が出た可能性もありますね。制約が強くなるほど力が強くなる性質があるのかもしれません」


「ケチね。教えてくれてもいいじゃない。私と貴方の仲な訳だし」


「妊婦が誤解されるような発言をするのはよろしくないとご忠言申し上げます」


徹底して情報を隠匿し、或いは攪乱させようとするペイス。


そして、それから出来るだけ多くの情報を引き出そうとする女領主。


この二人の腹の探り合いは、護衛として見ている人間の胃さえキリキリさせる緊張感がある。


「ふう、じゃあその話はまた今度。一つ目の砦を守った後はどうしたの？」


「全ての砦を同様に奪還して、敵の守備兵には同士討ちをけしかけました。更にはルトルート領の砦にも馬を走らせまして。これも奪取の手順は同じです。むしろルトルート領の砦の方が警戒心も薄く、同じ手に容易く引っかかってくれました」


「安全と思っていたところに、ボロボロになった味方が来て、危機を訴えて大至急の救援を求める。敵の焦りを誘い、冷静さを削いで判断の余地を減らし、時間制約を加えることで誤判断を誘発させる。よくもまあ、そこまで人の心を操るものだわ。それも魔法かしら？」


「さてどうでしょう。ああそうそう、このときルトルート側の砦で敵方の手紙の類も入手出来たので、サインを【転写】して偽手紙や偽密書を作り疑心暗鬼を煽りました。おかげで敵方は味方同士で反目する有様。僕も不眠不休で頑張りましたから、さすがに過労で倒れそうになりましたよ」


あははと笑う少年と、それを油断ない目つきで眺める女性の、主賓二人。


レーテシュ伯とて、普段から重要な判断を求められる地位にある。時間が無いと焦って下した判断が、後から間違いだったと気付くことは良くある。


焦りほど判断を間違える要素というのも中々ないが、それを狙って相手を引っ掛けるのだからたちが悪い。結婚詐欺師が誠実に思えるレベルだ。


さて、この二人が腹の探り合いをしながらもお茶を飲むのは、理由がある。


東部の戦況が落ち着いたこともあって、援軍助力への謝辞と経緯説明を述べにペイスがレーテシュ領に来ていたのだ。


フバーレク家から預かっていた全軍の指揮権は既に返還されている。


モルテールン家の援軍も既に引き上げており、ここに居るのはただの準男爵家当主代理としてだ。


ちなみに、伯爵家の婿セルジャンは今も東部で軍の指揮を執っている。


フバーレク家有利となったと見るや、お家の安泰を図って日和見を決め込んでいた神王国東部の諸家が、一斉に火事場泥棒よろしく兵を出し始めたからだ。おこぼれ狙いで勝手な動きをする連中を抑え込みつつ、意味のある戦力として反攻軍に編入していくには、レーテシュ家の威光が必要だったという事情もある。


「フバーレク領の村々はどうしたの？　砦が奪還されたと分かった時点で、向こうも必死で襲ってきたでしょう？　略奪は戦場の習いだそうだし」


「先に飛んで目ぼしい食糧だけは強制的に買い上げましたから。ついでに、死なない程度の毒入りパンも置き土産に残して」


「死なない程度？　何故？」


「毒で殺すより、病人を量産した方が、相手にとっては負担になるからです。それに、致死性の毒なら毒入りとはっきり分かりますが、時間が経って起きる嘔吐や下痢なら食あたりや病気にも見える。一見するだけなら、食べられそうに思うでしょう？　にもかかわらず、折角手に入れた食料を、自分たちで燃やす訳ですよ。事情を知らない一般兵から見れば、自分たちは飢えているのに、食べられる物を燃やされるように見える訳です。あれは毒入りなのだ、と上が説明しても、毒の死人も出てない状況なら説得力も小さい。不信感は募る」


「酷い話ね」


実は、ここでペイスは失策を犯している。


ペイスの本職は菓子職人。食べ物へ毒を入れることに躊躇した為、半端な効果になったという事情がある。


が、そんな付け込まれる隙を伯爵相手に見せるような男でもない。建前を押し通す。


「と、そういう状況なら、敵も大軍を養うものは手に入らないので、村々に長居も出来ず足早に立ち去りましたね……ああ、サイリ王国軍が引き上げた後で、買い上げた物を買い戻させる手配をしました。村人の被害は、敵の略奪以外では殆どありません。これを指揮したのはフバーレク家ですね」


「なるほど。でも、ルトルート領にも村や町があったでしょう。そこで物資を補給されては意味が無いのではないかしら？」


「それも先んじて手を打ちましたよ。手のもの達に辺境伯やその部下のふりをさせてルトルート領軍を装い、民間人は領都まで避難させました。物資を残らず持たせて。向こうの目を掻い潜って隊を動かすのに苦労しましたが」


実際は、敵の動きを逐一監視出来る〝手段〟を入手出来たからこそ可能だったこと。


相手が何処でどうしているかを把握し、敵の監視や偵察の動きを空から逆監視し、時間を計算しながら、向かっているであろう村や町に先んじて一軍を差し向けて物資を移動させる。


敵が目的地に到着したころには、空っぽになっているという寸法だ。


詳細な情報を得られる手段と、移動を一部なりとも短縮出来る手段と、統括出来る指揮命令系統と、優秀な部下と、緻密な罠。全てが揃って出来るハメ手である。ペイスが指揮権を求めたのはこれも理由の一つ。


ルトルート軍もたまらないだろう。やることなすこと全て読まれていたような錯覚に陥ったはずだ。


実際は、相手の動きを察知してから先回りしているだけなのだが、相手からすれば、自分たちの行動を全て読み切った上で事前に手を打っていたように見える。


今頃はペイスの智謀に対して、過大で過剰な評価と、悪魔のような異名が付けられているはずだ。


「相手も急いでいたでしょうに……よくそんな時間があったわね」


「初期に馬を潰せましたから。あえて間に合いそうな雰囲気を見せることで、砦の奪還に足の速い騎兵を先行させるように仕向け、そこで馬を徹底的に潰しました。それに、食料の無い中での行軍。まず馬を潰して飢えをしのぐのは目に見えていました。徒歩かちを強制出来れば、こちらは馬も【転移】もあります。時間的な余裕は生まれる」


ペイスも、変装や偽報だけで全ての砦を奪還した訳ではない。


例えばある砦などは、偽報で敵兵を追い払ったのち、あえて砦の外に自軍をおいて砦を攻めさせ、今まさに砦が落ちそうになっている、という風に装って敵を欺いた。


サイリ王国軍は、偵察に向く魔法もあるから状況を知る。そして、同士討ちを警戒するあまり、攻め手が間違いなくフバーレク家の兵と分かった時点で安心してしまう。まさか敵まで同士討ちをしているなどとは考えもしない。


人に毒を盛って高笑いしている悪人が、自分でも同じ毒を煽るとは、普通は考えないだろう。


そして、食料も無いサイリ王国軍は、砦を落とされては一大事とばかりに援軍を出す。急を要するとなれば騎兵を先行させる。が、ペイスの策を持った守備部隊が、それをことごとく潰した。それはもう、徹底的に。


小さな落とし穴や、偽装した小さい馬防柵を沢山用意しておき、その中を敵騎兵に全力疾走させるのだ。馬の多くが足を取られて骨折。落馬した人間は、味方だと信じていた砦の守備兵に矢玉を浴びせられるという悲惨な目に遭った。助けようとして命をかけた相手に殺されるのだ。精神的なショックは大きく、士気に与える影響は甚大だ。


虎の子の騎兵の多くを失ったサイリ王国軍は、更に打てる手が減った上に機動力も削がれた。のろまで空腹の大軍などは、ペイスでなくとも美味しいカモである。


疑心暗鬼に陥った軍は、本当の急報があっても対応が出来ない機能不全に嵌った。


そうなってから鴨狩りをしたのは、手柄を欲していたモルテールン家以外の面々である。飢えた弱兵が士気も最低で、命令系統も混乱中。これに負けるような人間は、軍家失格だ。


ペイスはその頃何をしていたかといえば、一足先にルトルート辺境伯領まで侵攻して、村々の扇動を行っていた。


敵が来るからとにかく急いで逃げろ、と煽るだけでいいのだ。楽な仕事である。後は、村人たちが勝手に食料を持ち出してくれる。


後から物資補給にやって来るサイリ王国軍。争った形跡も無いのに物資が空になっている状況を見て、絶望はどれほどであっただろうか。


「酷いことをするわね。それじゃあ彼らは、自領なのに焦土作戦をされたようなものじゃない」


「おかげで、傭兵は寝返らせることが容易になり、徴兵されたものは次々と逃げ出し、限られた物資を味方同士で取り合うという状況に。僕らが何もしていないのに勝手に同士討ちし始めたのには笑うしかありませんでした。そうそう、ルトルート軍が自領の領都に帰ったときには、百にも満たなかったと報告がありました。普通の戦死者よりも同士討ちでの死者の方が多かったらしいです。空腹で倒れて亡くなった兵士もかなりの数だったとか。こちらの被害はゼロ。軽傷者が何人か出た程度です。僕が指揮を執ってない追撃のときにはもうちょっと被害が出たそうですが、それでも大して影響はないでしょう」


「……相手に同情してしまいそう」


レーテシュ伯も馬と武芸をかじった身。騎士の気持ちだって多少なりとも分かる。


だからこそ、戦うことも出来ずに倒れていった人間の悲惨さを思って、顔を顰めた。名誉も無い犬死とは、騎士からすれば最低の死に方である。


「それで、セルジャンはどうだったかしら？　とても急なお話だったから城に居た人間をかき集めてお送りしたのだけど。お役に立てた？」


「勿論です。セルジャン殿は、一隊を預けるのに不足は有りませんでしたから。今も、ルトルート辺境領の奪取に奔走しているのでは？　敵の戦力はボロボロですから、上手くすればフバーレク家がルトルート辺境領を併呑へいどんするかもしれません。いや、領都を攻略出来ればそうなるでしょう。そのときの先陣は、経験と実績と地位から考えて、彼が適任です。成功すれば功績は大でしょう」


フバーレク領の領都陥落寸前から、逆侵攻してルトルート領の領都を攻略する。この手柄は他に類を見ない大手柄になるが、ペイスはその手柄の美味しいところを他人セルジャンに譲っている。


何故か、とレーテシュ伯は不思議にも思ったが、彼の少年のことだから意味があるのだろうと思い直す。


大方、自分が功績を独占することへの危惧があったのだろうと察しを付けた。


「当家としてはとてもありがたかったのだけれど……借りを作るのは後々怖そうね。御礼は何が良いかしら？」


「貸し一つでも良かったのですが」


「借りは返せるときに返しておかないと、どこで持ち出されるか分からないわ。特に、貴方のように油断ならない相手なら、尚更よ」


「ほう？」


ペイスの目つきが鋭くなった。


これが本題だったからだ。


「ならば、御家がアナンマナフ聖国から招聘しょうへいしているという、治療に特化した魔法使いをご紹介頂きたい」


借りを返すのに、自家に囲っている──魔法使い《カード》を見せろと言い出した。これにはレーテシュ伯も警戒し、しばらくの間考え込んだ。


そして、探りを入れる。


「それは、もしかしてお父君の治療の為かしら？　それとも覗き屋の治療の為？」


「両方です。件の魔法使いへの仲介をお願い出来れば、後の交渉は我々が行います」


レーテシュ伯爵家は四方に耳がある。カセロールが負傷し、シイツが重体であることなどは真っ先に連絡が来た。なにせ、南部閥にとっては欠かすことの出来ないキーマンであるのだから。


彼の準男爵とその腹心。どちらにしても治療するだけの価値はあるだろう。


「そうね、良いでしょう」


「では、明日にでも父様が此方に出向いて、その魔法使いを当家の領地までご案内しましょう」


「それは駄目ね。準男爵の治療は当家にとってもメリットがあるけど、聖国の魔法使いは当家が責任をもって保護している対象。私の出産に備えてお越し頂いている訳だから、我が家から外に連れ出すことは許可出来ない」


「当家が信頼出来ない、ということですか？」


「信頼とは別問題よ。不測の事態が起きたとき、私の目の届くところでないと対応出来ないから」


「しかし、シイツは動かすのも大変な重体でして」


「それでも駄目。あくまで、うちに出向くなら治療を認める、というのが当家の判断です。それだって、聖国の人間を説得出来たらという話ですけどね」


レーテシュ伯も甘い人間ではない。むしろ、女狐だの腹黒女だの陰険ババアだの、口の悪い人間には散々に悪口を言われる程度には厳しい存在。


聖国の魔法使いは、自分の治療を目的に相当な金額を出費して、なんとか来てもらった賓客である。如何にモルテールン家といえども、その手に委ねるような判断をするはずがない。


紹介するだけでも破格の条件だ、と言い張る。


「仕方ありません。しかし、シイツは他人の手が無ければ動けないような状況です。僕が護衛……ゴホン、介添えに付くことは許可頂けますか？」


「それは仕方ないわね」


一瞬ペイスが護衛と言いかけたのを、聞き逃す伯爵ではない。


確かにペイスの立場ならば分からなくも無い。自分たちの腹心を他家に預ける形になるのだ。害意があれば、重傷のシイツ一人を〝不幸な事故〟に遭わせることはとても容易い。そうしておいて、治療の甲斐なく亡くなった、とでもいえば良い。


誰かが傍に付いて、この手の謀略を防ぐ必要性は納得のいくもの。


じっと考えていたレーテシュ伯。


介添えを建前に、護衛に付きたいという点は理解出来たから、許可を出す。


別にシイツに含むところがある訳でも無いのだ。ここはモルテールン家に恩を売って、信頼していることをアピールするのも悪くないと判断した。






次の日、早速とばかりにペイスとカセロール、そしてカセロールに背負われたシイツの三人がレーテシュ領にやってきた。怪我人二人と子供一人の来客。


しかし、昨日と違ってどうにもレーテシュ家の城の中が騒がしい。


「どうした？」


どたどたと走り回って、客だというのに自分達に見向きもしない使用人の一人を捕まえて、カセロールが尋ねる。


すると、使用人は居ても立ってもいられないといった様子で、慌ただしく答えた。


「伯爵様のお子が産まれるのです!!」


言うが早いか、また使用人は駆け出して行った。


彼の人が言った重大事項。レーテシュ伯の出産。臨月より早い陣痛が来たとでもいうのだろうか。


慌ただしさの訳は、使用人の一言だけで十分に理解出来るものだった。

            





エピローグ　糖衣菓子は争いの元


「産婆は全員呼んで来い!!」


「お湯だ、お湯は有りったけ持って来い。何？　薪なんて幾らでも使え。備蓄が足りなくなるかも？　備蓄小屋一杯に用意してるんだからそんな訳ない!!　それでも足りなきゃ町からかき集めろ!!」


当代レーテシュ伯爵は、女性の当主。政務を執りながらの妊婦業は、常に流産の危険を伴う。


それだけに三つ子の懐妊が分かってからというものあらゆるリスクを考えて準備に準備を重ねてきていた。レーテシュ家従士長などは、自分の家族のことすら二の次にしてレーテシュ伯の出産に備えている。


だから、何時産気づいても構わない、とばかりに待ち構えてさえいた。


それでも、いざそのときが来たとなれば、誰にしたって初体験の慌ただしさとなる。


今日、運がいいのか悪いのか、よりにもよってペイス達が訪ねる少し前に、産気づいたという。


こうなっては、幾らモルテールン家が大事な客人だとはいえ、やむなく客間で待たせる羽目になった。モルテールン家にしても、事情が事情だけに異論はない。


「おや？」


だが、客間に見慣れない女性が一人、先客として居たことにペイス達は首を傾げる。年の頃は十代そこそこ。宗教的な装いなのか、頭からつま先まで肌の露出がほとんど無く、おまけに顔もヴェールで隠している。女性であると分かったのは、体形からの推察である。


護衛と思しき人間が二人も居ることから、貴人ではないかと思われた。


レーテシュ伯家の人間は優秀なので、ダブルブッキングなどというミスはそうそうない。故に本来ならば、こんな客間で会うことも無かったはずの相手。


どこの誰かは分からないが、レーテシュ家の客間に待たされるような人物ならばひとかどの人物に違いないと、ペイス達は慇懃に挨拶をする。目上の人間に対する挨拶だ。


「お初にお目にかかります。モルテールン準男爵家当主、カセロールと申します。怪我の身の上故、跪いての挨拶をしかねますことご容赦願いたい」


「同じく、モルテールン家の嫡男、ペイストリーと申します」


モルテールン家の挨拶に、女性は片膝をついて応えた。両腕を胸の前で交差したまま手のひらを肩のあたりに添える姿勢で、目を伏し目がちにする。


アナンマナフ聖国式の挨拶に、彼女が誰であるかを察するペイス達。


「ご丁寧な挨拶を賜り恐縮でございます。私わたくしは、聖国よりレーテシュ家に呼ばれて滞在しております、マリーアディット＝アドビヨンと申します。御高名なモルテールン卿にお会い出来ましたこと光栄に存じます」


「アドビヨンとおっしゃると、もしかしてアドビヨン枢機卿は御親族か何かで？」


「枢機卿猊下は、わたくしの養父でございます。畏くも御精霊に治癒の力を授かり、その折より養女として迎え入れて下さりました」


「なるほど」


アナンマナフ聖国は、神王国以上の神権国家だ。祭政一致とも呼べるほどに宗教的な権力が強く、一神教として有名なシエ教を国教としている。


住民は皆信徒とされ、収入の十分の一を教会と国に税として納めるという特異な国体を維持していた。


この国では、心正しき信徒には、神の使いである精霊が聖なる力を授けるとされていて、神王国でいうところの魔法がこれに当たる。ただし、他の宗教には排他的であり、ボーヴァルディーア聖教会を国教とする神王国とは犬猿の仲。


まだ神王国が都市国家だった頃に、この自称聖教徒達を邪教の徒と断じ、彼らが使う力を悪魔の力と呼んだことから、神王国では不思議な力が魔法と呼ばれるようになった。


宗教国家である為、実質的な国の運営は十三人居るシエ教の枢機卿カーディナルの合議制で為され、そのうちの一人がグリモワース枢機領を治めるアドビヨン枢機卿。グリモワース枢機領は正式には北方管区或いはグリモワース地方管区と呼ぶ。


対神王国の最前線として防備に当たっており、レーテシュ家とは海を挟んで向かい合う。それだけに、ここの領主ともいうべき歴代の枢機卿は、飛び切り優秀と相場が決まっている。


腹黒さではペイス以上の人間が、自分の家の養女としてまで囲い込む魔法使い。どうあっても、只ただ人びとではない。


「先刻から、レーテシュ卿に新たな芽吹きの息遣い有りとの報せがあり、長らく歓待の誉ほまれを頂戴しておりました恩義をお返しする為に登城致しましたが、折悪く皆様お手が塞がっているとのことで、ここで待機していたところでございます」


なるほど、とカセロールは思った。


この女性は、噂に聞いていた治癒の魔法使いに相違ない。何故この地に居るかといえば、まさに今日のようなときの為のはずだ。


彼女自身も自分の役目をよく分かっており、気を利かせて城に来たところで、気の利かせ過ぎで待たされることになったのだろうと想像する。


となれば、こうして面と向かって内々に会話出来る今は、神が与えた絶好の機会ではないか、とも考えた。


「左様ですか。実は我々は、レーテシュ閣下にお願いがあって来ておったのです。それは、他ならぬ貴女へ、ご紹介して頂けないものかという話でして」


「まあ」


女性を守るように、ずいと護衛が進み出る。


ただでさえ貴重な魔法使いで、その上素人目にもはっきりと分かる有用な能力の持ち主だ。多少の犠牲を払ってでも拉致しておいて『彼女は当家へ亡命を希望した』とでも言い張って囲い込もうとする不埒な連中は後を絶たない。誘拐されかかったことも一度や二度ではなく、枢機卿に養女として囲われたのもそこらへんに理由があった。


治癒の女性に対する露骨な興味を窺わせた、モルテールン家の面々に対し警戒するのは当然である。


特に、モルテールン家といえば瞬間移動で有名な家。魔法の発動条件がどういうものか知らない人間からすれば、魔法で攫って逃げられるのが一番困る。近づけさせないに越したことはない。


その様子を見て、カセロール達はおどけた風で警戒を解こうとする。


疚やましい気持ちは無いと、態度でそれを表明した。


「実は、先日戦場で不覚を取りまして、ご覧の通りの怪我を負いました。ここに居る部下も私を庇って見ての通り重体。出来れば治療をして頂きたいと思っております」


「あら、それは大変ですわね。しかしながら、わたくしから神の恩恵に預かろうと考える方はとても大勢居られて……どなたかを特別に扱う訳にもいかず、一律お断りをしているのです」


医療技術の極めて低い世界。治癒に特化した魔法使いに治療を願う人間は、引く手数多。


それらを全て引き受けていては、仕事量過多でパンクする。


だからこそ、よっぽどの事情と破格の報酬が無い限り、彼女は自分の力を使うことは無い。それを暗に匂わせるだけで、養女とはいえ貴族的なやり取りを学んでいるのだと察せられた。


常識的な貴族対応が通じると分かれば、後は交渉次第。可能性が見えたと、断られたにもかかわらずカセロールやペイスは内心で喜ぶ。


「それは勿論分かっております。私も【転移】が使えますので、便利に使おうとする人間は幾らでも寄って来る。その点、貴女の苦労も分かるつもりでいます」


「ご理解頂けて助かります。分かって頂けない方も多いので、正直なところ、辟易へきえきしていたのです」


「お察しいたします。しかし、わたくし共も見ての通りの事情。特に部下は未だに意識が戻らない。私の身体はともかく、せめて部下の身だけでも何とかしてやりたいのが、こちの正直なところです。無論、慈悲の心にすがるだけのつもりもありません。我々に出来ることであれば、対価も精いっぱいのものを用意しようと思っています」


「あら、まあ」


対価、という言葉が出たところで、女性は護衛の一人に目を向けた。


護衛が軽く頷いたところで、何かの合意があったらしい。


「レーテシュ閣下のご出産を控えております折、蓄えた力を使うのは憚られます。この場での、ほんの気休め程度でよろしければ、何とか私の一存でも、構わないだろうとのことです」


「それで構いません。治癒の可能性だけでも生まれるのならば」






聖国の女性も、この後には大きな契約を控える身。また、患者の希望を最初から十全に適えるような交渉はしてこない。


出産のように成否が明らかなものならまだしも、欠損の治療は〝以前と感覚が違う〟といったクレームを受けやすい為、難しいと前置く。


それでも良いとカセロールが押せば、そこでようやく女性が頷いた。


「分かりました……然るべき対価を頂けるのであれば」


「何をお望みか？」


「そうですね。私が今求めているものは、人々の安寧、故郷の繁栄、神への奉仕」


聖国の人間らしい、抽象的な表現だった。


具体的に何を求めているのか。ここで間違えれば交渉がパーになるとカセロールは気を遣う。


「なるほど。それならば問題ありません。安寧の為にも、当家は御家に対して非戦をお約束いたしますし、繁栄の為に千五百レットの浄財をご用意しております。また、神への感謝を心から捧げ、御父君を通しての御寄進も致します」


モルテールン家の非戦の約。それに伴う女性自身への安全の保障。そして、貴族であっても驚く程度の大金。解釈は間違っていないはずと、目線で訴えた。そして、男の言葉は正解だったようだ。


聖国の女性もほっとした様子。


聖国からしてもモルテールン領は貧しい土地というのが常識で、自分たちが望んでいるほどの条件を正確に理解して、かつ用意出来るかは不安だったのだ。


「それと」


「まだ何か？」


恐らく、モルテールン家の状況は漏れていたのだろう。


如何にも今思いついたように並べ立てていたが、事前に打ち合わせが出来ていたことは明らかだった。


「確か、モルテールン家には喉を癒す飴があるとか」


「はい、それは確かに」


「敬虔なる神の子を癒すにも、私の力だけではままならないことも多いのです。その飴で助かるものは多いでしょうから、是非とも作り方をご教授頂きたいのです」


「……やむを得んでしょうな」


聖職者は祈りと説法が仕事。


毎日人々の前に立って長々と演説をしていれば喉も傷める。風邪気味で腫れているときなどは、どうしたって仕事に差しさわりが出て来る。


これの対策にのど飴は有用で、現状モルテールン家が独占する技術。これが欲しいと言われたとき、一家の外交的なアドバンテージを寄越せと強請ゆするに近い行為だ。


どこまでモルテールン家が治療を本気で考えているのか。明らかに踏み絵を迫っていた。


これと同じような強請に耐えて魔法使いを呼んだレーテシュ家が、どれほどの損失を払っているのか。察するカセロールは嘆息を禁じ得ない。


ちらりと息子ペイスを見やったカセロールは、少年が首肯するのを見て、レシピを外交カードに差し出すと決めた。


ここまで譲歩したのだ。モルテールン家は本気で治療したがっている。


そう聖国の人間は判断した。


準備が良いのか悪いのか。モルテールン家の子供は、まるで要求されるものが分かっていたように、持って来ていた荷物から金貨の袋を幾つかと、羊皮紙の巻物を一つ取り出す。


金貨は浄財と寄進。巻物はレシピである。


「こちらがご所望のもの。ご確認頂けたなら、是非とも部下から治して頂きたいのですが」


「……さすがはモルテールン家。ここまでお膳立て頂いては、断ることも失礼でしょうね」


そう言って、聖国の女性は〝ペイスが見る中〟で、シイツの熱い体を少し診た。


やはり重傷のようで、カセロール共々完治は難しいだろうという。


念の為にと、カセロールも気休め程度に痛みを減らしてもらったが、無くなった欠損まで治そうとするならば、更にもっと譲歩しろと暗に迫る。


枢機卿からしても、またこの女性にしても、治癒の力は他にない絶対のアドバンテージなので、効果を小出しにして出来る限り多くをむしり取るのは常套手段らしい。


ところが、そうこうしていると、レーテシュ家の従士長が部屋に飛び込んできた。


「アドビヨン卿、居られますか!!」


「はい、わたくしはここに控えておりますが」


「うちのお嬢様が、いよいよ破水したとのことです。産婆から貴女を呼ぶよう指示があったので、お迎えに上がりました」


「そうですか。では参りましょう。モルテールン家の皆様も、ごきげんよう。続きを望まれるのであれば、いつでも仰ってください」


既にテンパっていそうな強面こわおもてのコアトンと共に、聖国の数人が部屋を出て行った。


おかげで、部屋の中はモルテールン家の人間のみが残された。ぽつんと三人、寂しいものだ。


だが、中に居る人間は未だに敵が居るような警戒態勢である。


「……さて。いけそうか？」


「バッチリです父様」


ペイスの嬉しそうな顔に、周囲を警戒する父親。


彼は〝両目〟で辺りを気にしだした。


その背後では、今までうめき声しかなかった男の声で、意味のある言葉が発せられた。


「う〜気持ち悪わりい。二日酔いを万倍したぐれえに頭がいてえ。坊、これは治らねえんですかい？」


「治癒の代わりに体力が低下するのは魔法の発動条件の一つですから、無理っぽいですね。ああ、まだ一応は怪我人なので、シイツはもう少しゆっくり寝ていてくださいね」


いざ待ち望む。


我らが頼もしき従士長の復活だった。


◇◇◇◇◇


レーテシュ領での出産騒動から数日。


ドタバタと慌ただしいことこの上ない状況に好転の兆しが見え始めた。


カセロール（とペイス）の協力によって、戦地からレーテシュ家の婿様が戻って来たからだ。


伯爵自身が産後の弱り目の中で政務を執るよりは、婿がオーバーワーク気味になりながらでも代行する方が良いと、セルジャンは必死に政務を代行する。


上は王家から、下は庶民まで。レーテシュ伯爵家の嫡子が産まれたとあれば、祝いの品だけでも山と積まれる。況や、祝辞だけに限ったとしても、返礼に終わりが無いほど届いていた。


庶民からの祝辞や、レーテシュ家に仕える従士家の祝辞ならば、従士長はじめ外務を嗜む人間が返礼を代筆すれば済むが、貴族家に対してはそうはいかない。


せめて最後の署名ぐらいは然るべき立場の人間がするべきであり、それが出来るのは産後の伯爵を除いて、セルジャンのみ。


定型に則って一通り捌くだけでも、精神的に疲れる仕事。


「ふう」


ようやく、目ぼしい男爵家までの返礼が済んだところで、セルジャンは椅子の背もたれに寄りかかって背筋を伸ばした。


ここ数日碌に寝ないで仕事をしていた為、背中の筋肉までカチカチに固まっている気がする。


ぐぐっと背伸びをして凝りを解していた男に、声を掛ける女性が居た。


「あなた」


「ん？　リオ、もう起きてきても大丈夫なのか？」


「軽く散歩するぐらいなら良いって言われたのよ。ただ寝てるだけなのも暇だから、様子を見に来たの」


「そうか。まだ無理をしてはいけないよ」


声を掛けてきたのは、執務室に併設されたプライベートスペースの住人。世間からは、稀代の悪女とも不世出の才女とも言われる女傑。


リオことブリオシュ＝サルグレット＝ミル＝レーテシュその人であった。


「あの子たちはどうしてる？」


「今はぐっすり寝ているわ」


「なら、後で顔を見に行くかな」


「パパの顔見たら泣いちゃうんじゃない？」


「戦場の匂いは洗い流したはずだけどなあ」


先頃、聖国の魔法使いによるサポートもあって、無事に三つ子が産まれた。


若干早く生まれた為に体重は軽めだったが、三人共元気な女の子で、今は乳母からお乳を貰ってご機嫌に眠っている。


出産後でお乳の出る女性を世話役の乳母として雇うにあたり、三つ子と分かった後がかなり大変だったのだ。信頼出来る乳母を三人も用意するのは困難だが、かといって当初予定していた一人では物理的に厳しい。この世界では、胸が三つあるような女性は居ないのだ。


それでも王国屈指の財力と情報力を駆使して乳母を追加で雇い、二人の乳母が三人の赤ちゃんを世話する体制が整っている。


それだけに、今のところレーテシュ伯の仕事は皆無。胸が張るので授乳だけは一部を負担するが、それとて産後に弱った体の調子を整えてからの話だ。


貴族家の子育てとは、母親の介入する余地がかなり少ない。


「ちょっと休憩したら？」


「そうだな」


夫の顔に疲れの色を見て取った妻は、休むように促す。


自分の代わりに頑張ってくれているのはありがたいが、ここで倒れられてしまう方が困るのだ。適度に休みを取って欲しいとは思うものの、セルジャンは生来真面目で、思い込んだらのめり込む性質だ。


「そうそう、ちょっと面白いものを貰ったのよ。良かったら開けてみない？」


「面白いもの？　どこからだ」


「モルテールン家」


くすっと笑うような妻の笑顔に一瞬見とれたセルジャンだったが、贈り物の相手が〝あの〟モルテールン家と言うだけで普通とは思えなかった。


何せ、贈り物としては引く手数多。軍人や聖職者には垂涎の的とされた〝のど飴〟の作り方を、惜しげも無く公開するような家なのだから。


そう、公開だ。知ろうと思えば誰でも知れるようになった。


モルテールン家の面々は、情報を集めた限りでは、出産の折に偶然にも聖国の魔法使いとコンタクトを取ったとのこと。その際、交渉材料の一つとして、のど飴の作り方の伝授が含まれていたらしい。商売柄、喉を酷使する聖職者には文字通り喉から手が出そうになるもの。


かなりの大金も積んだらしく、モルテールン家の重傷者二人はその場で治療を受けたという。不思議なことに、聖国は治していないと言い張っており、モルテールン家は聖国の人間に治してもらったと言っている。


聖国の人間が魔力を行使した痕跡が微かに残っていたとの報告もあったし、事実として治っているのだからモルテールン家の言い分が正しいと思われるが、何故聖国が治療した事実を隠そうとしているのかは現在調査中。よほど隠したいのか、聖国の調査はかなり難航している。


恐らく、モルテールン家がのど飴の作り方を〝一般公開〟したことと無関係ではないと思われた。


独占すれば大きな財産になる情報。幾ら仮想敵国に流れたからといって、まさかオリジナルの側から公開してしまうとは、誰も思っていなかった。


モルテールン家の財政の柱であるはずの産業。二家で独占し、あわよくばモルテールン家に対する圧力に使おうと考えていたはずのアドビヨン家は完全に当てが外れた形となった。


モルテールン家。具体的にはそこの跡取りが常人でないと知るレーテシュ家は、のど飴以上に〝効果的〟なカードが有るからこそ、自分たちの弱点にならないよう切り捨てたと見ていた。


だからこそ〝贈り物〟にも、気は抜けない。


「何だ？　豆？　それにしてはカラフルだな」


「手紙も付いてたわよ。糖衣菓子ドラジェですって。アーモンドを砂糖の衣で覆って飾ったお菓子だそうよ」


ドラジェ、或いはコンフェッティ。


古代ローマ貴族ファビウス家の料理人ドラジェが、アーモンドを蜂蜜に落としたことから思いついたとされる菓子で、ドラジェの名前はこれに由来すると言われている。


ファビウス家では、一族の結婚や出産のときにはこのドラジェを配ったとされていた。


実を沢山つけるアーモンドは多産や繁栄の象徴とされ、日本でも結婚式で配られることがある。


イタリアでは子孫繁栄、富貴、健康、長寿、幸福をそれぞれ意味した五粒のドラジェを贈る。ペイスは国こそぼかしたが、その由来と共にレーテシュ家に五粒のドラジェを贈っていた。


ペイスの【転写】も使われているのか、お菓子とは思えないほどカラフルで、幾何学的な模様まで付けられている。


「素敵ね」


「ああ」


まさか出産にまつわるお菓子があるとも思っていなかったレーテシュ家。


そして、のど飴程度を切り捨ててもお釣りの来るであろう新たなカードはこれに違いないと確信した。


アーモンドには鎮咳・鎮痙の効果があることを、博識なレーテシュ伯は知っていたからだ。タイミング的に、のど飴の上位互換と見てまず間違いない。


「美味しいのが、また癪しゃくだわ」


香ばしく炒られたアーモンドを、甘い砂糖で包んであるのだ。カリっとした歯ごたえと共に、スッと溶けていく甘さ。その後に感じるアーモンドの香ばしさに、仄かな苦み。


中々に完成された芸術的ともいえる菓子。


これは売り出しにかかると間違いなく売れると、才媛の商売センスにビンビンと感じるものがあった。


「あら？」


しかし、幾ら美味しいとはいえ、贈られたのは五粒。


そして、この場に居るのは二人。


奇数を二で割って、どうしても生まれて来るのが余りである。


美味しいお菓子。出来ることならば一粒でも多く食べたいのが人情であるが、最後に残った一粒が二人の間で笑っている。


「……」


じっと睨み合う夫婦。


目と目でお互いが食べたいとアピールする戦い。


「……どうぞ」


この無言の争い。


結局どちらが勝ったのかは、夫婦のみが知ることだった。

            





    
  
  





あとがき






初めに、読者の方々並びに関係者各位に対して、心から御礼申し上げます。おかげ様で六巻の出版となりました。






今回の巻、結構血生臭い描写も多く、お菓子っぽさが少ないんじゃないかと作者的には危惧きぐしておりますが、どう思ったか感想等々頂けると大変に有り難いです。






さて、今回の巻のお菓子は糖衣菓子。糖衣菓子といいますと、砂糖の殻でチョコや豆やゼリーなんかを覆ったお菓子でして、大体がカラフルな色付けをされます。


個人的にはＭ＆Ｍ’ｓや明治の糖衣チョコレートが好きなんですが、子供の時はこれを食べててガリっと噛むのが勿体もったいない気がして、口の中で舐めてました。最終的には糖衣も融けてチョコだけになるんですけどね。


糖衣と一口に言っても、卵自糖衣やチョコレート糖衣みたいなのもありまして、洋菓子だけでも最低四種類。和菓子にも似たような技術は有るので、世界を見渡せば同じようなお菓子はいっぱいあるんだろうなと思ってます。






糖衣菓子にも色々と種類は有るわけですが、今回はドラジェを出しました。


アーモンドを糖衣で包んだお菓子なわけですが、ヨーロッパ西部（主にフランス）では子供が生まれた時に、男の子なら青いドラジェ、女の子なら赤い（ピンク）ドラジェを贈るのが習わしなのだとか。


最近ではジェンダーフリーの風潮もあって廃すたれてきている風習だそうで、日本でいうなら黒赤のランドセルみたいなもの。


三つ子の時にはどうするんだろうと真剣に資料を調べたんですが、フランス語が読めないので諦めたのはここだけの話。






間に挟んだ新章は、血生臭い話ばかりなのも嫌だったので甘い話を書いてみました。


設定的に村の行き来がほとんど無い時代ですから当たり前っちゃ当たり前なんですが、幼馴染おさななじみの男女ってのが普通に出て来る。というよりも、ほとんどがそうなる。小さい時からお互いに顔見知りな相手が恋愛対象。でなけりゃ見合いで顔も知らない他所の村から嫁や婿むこを貰う。


こういう時代が日本にも普通に有ったんだというのを、知らない人も多いとか。


尚この後、独身の従士長からのしごきがきつくなったのは、ここだけに書いておく裏設定です。






今後とも楽しい物語を書いていこうと思うので、引き続きこれからも応援して頂ければ幸いです。






平成二十九年二月吉日　古流望



            





    
  
  




著者プロフィール




古流 望

Koryu Nozomu




兵庫県佐用町出身。同町在住。御正月に調子に乗って御雑煮を食べていたら、腹回りが御雑煮のお餅のように柔らかくなってしまったのが最近の悩み事。いずれ全国の各種御雑煮を制覇してみようと懲りずに考えている。








珠梨 やすゆき

Syuri Yasuyuki




満を持してカセロールがカバーに登場！　ということで張り切ってしまいました。口絵を含めて今までとは違うちょっと渋めな雰囲気を出せていたらいいなあと思います。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームぺージ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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